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もう18年 も前に南竜の天場で夏毛のオコジョ君に会いました。

ごろごろした石積みのところをうろちょろしていて、あっちの隙間

かと思えばす ぐ足元の穴か ら顔を出した りして、もぐらたたきをし

ているような気分にな りました。じっとしていた ら石 ころと思つた

のかぼくの足を駆け登つてきて、胸のところで立ち止まり顔を

覗き込んでしばらくクンクンやったあと、あっという間に駆け下 り

てどっかの隙間に消えました。

オコジョもクマも、野生のいきものはなんでこんな厳 しい自然

の中で生きているのだろうと思つてしまいます。でもこれも人間

中心の考えなのかもしれません。案外動物たちは、それぞれの

環境でタノシク生きているのかもしれません。鳥のさえずりはテ

リトリーを守る為の誇示行動であるとかいう話しをよく聞きますが、

なんとなく歌いたいからさえずる時もアル ト思います。いろんな事を

思いながら動物たちを見ていると、人間もおなじだなとおもえてき

たりします。

山へ行く事も少なくなりましたが、会社でパソコンの画面に向かっ

ているそのまったく同じ時間に自山の山の上のどこかで、オコジョ

が走り回つているのだと思うと、なんとなく嬉しいような気持ちにな

ります。

また、いつか、オコジョの居る場所へいって、ホンモノのオコジョ君

に会いたいと思つています。

竹中 びん
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OB会 会長 15期  奥名 正啓

会報「やまざと」によせて

OBの皆様、それぞれにご活躍のことと思い

ます。

いよいよ 1900イ li代 も終わ り2000イ |ユ 代

の幕が上がりました。同 じ一年の違いも今度ば

かりは一つの大きな節 目だと感 じる方も多いこ

とで しょう。よく「ものは考えよう」というよ

うにすべてはその人の受け取 り次第でどうにで

もなります。 2000年 はとっても素 H音 らしい

年になると思えばきっとそうなります。そ して

必要なことは「勇気」と「決断Jです。あなた

の頭上にも私の頭上にもいろいろなチャンスが

引きも切らずに飛び交っているはずです。はず

れ彼をひいてはいけないといつまでも手を出さ

ないでいると、チャンスは皆通 り過ぎていって

しまいます。思い切って手を出してみることも

人生には必要なことではないでしょうか。

さて、我がOB会 も2000年 にあた り、と

いうわけではありませんが少 しずつOB会 とし

ての活動を広げてゆきたいと思っています。

これまで恒例となってきた「小屋酒場」「OBス
キー合宿」はもちろん継続 して実施 してい くつ

もりです し、さらに参加者の広が りをめざした

いところです。OBス キー合宿は 11期の皆様

の大きな尽力に支えられ次第に参加者が増えて

きているようです。一方「小屋酒場Jは地元金

沢でありながら地理的な条件の悪さからか (こ

れが幸い して今でもあなたが現役で活躍 してい

た頃とほとんど変わっていません)参加者が少

なくしかも同じメンバーに固定されてきていま

す。さあ、あなたもちょっと浮き世をはなれて、

時空をも超えてベルクハイムヘ立ち寄ってみま

せんか。

ベルクハイムは永遠不滅ではありません。年

を経るごとにあちこち傷みがでてきています。

彼の場合、傷みを放 ってお くとたちまち致命傷

になりかねません。毎年 きちんとメンテナンス

してあげないといけません。昨年水洗 トイレが

足かけ 3年の難工事の末とうとう完成 し、ワン

ルーム時代の幕をとじました。

しか し一方で床の傷みが激 しく、′あちこちで踏

み抜かれる事態となって修II!の 必要があります。

今年はその床の張 り替えを予定 しています。昼

間はみなさんの有 り余る力を修理代に相転移 さ

せて、さらに余る方は高三郎へでも散歩に、夜

は片町はちょっとばかり遠いので諦めて、力の

元を存分に補給 していただけたらと願 っており

ます。

とれたての山菜を味わえる5月 に行う予定です。

ねっあなた、行きましょうよ。

今年 2000年 平成 12年 ミレニアムには、

我々を迎え送 り出してきた石川円を見上げつつ、

数々のエピソー ド、コキジの しみこんだ沈床園

にてお花見コンパを行うつもりでいます。皆様

天候に恵まれるよう今からお祈 りし、ぶ らりと

来てください。

さらに、夏には白山 (南 屯)でお会い しましょ

う。

ビシッとした計画でなく怠慢の誹 りを受けるや

もしれませんが、みなさん一人のワンゲルの大

人として適当に参加できるよう心づ くしの現れ

とお考えください。

閑話休題。

金沢城跡地は来る2001年 秋に催 される全

国都市緑化石川フェアに向けて整備や菱櫓や五

十間長屋などの歴史的建造物や石垣・堀などの

復元工事が行われています。大学の建物だって

歴史的建造物ではないか。その計画図が目の前

にありますが、これが完成 したあかつきにはか

つてここに大学があったということは想像でき

ないものとなるで しょう。そういう意味では、

城内で騒いでいたOBの方たちにとっては無念

やるかたないで しょうが、かわいい孫の問出と

思って行 く末を見守ってあげまし'ょ う。

20世紀最後の年が皆様にとってよい年とな

りますよう願 ってお ります。そ してOB会 にと

っても。
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*ミ レニアム行事のお知 らせ *

2⑥ ⑥③年行事連続開催 !!

お″たせιました。デパートのミヽ たなるのをよιとしないκυ〃 /θ″の

旨様へ、とフておきの 事 二案へ で九 あなたな らα ン パ レ=/ム の思い″

を刻ん でみませんか /

あれは30年前。紅顔の美少年、美少女達が石川門をくぐり、そのライ トアッ

プの元、ワンゲルの洗礼を受けました。山あり谷ありの人生を生き抜き、な、

なんと、今では、OB会長、副会長、事務局長のそろい踏み。乗りやすい性格

も累乗され、「この面子なら、15期 会もOB会 も一緒やないけ。この際まとめ

て面倒みるべ !」 狼狽するお当番の松林君には入部30周年記念大会実行委員長

の称号を奉り、全員役付き兼実行部隊の陣容で策を練つています。

おりしも世間はミレニアム。こだわりの地、こだわりの人・・夢に終わらせ

ず、訪ねてみませんか ?会 ってみませんか ?

′~´フタ と j■ノマ /
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パソコンによる山岳展望の楽しみ

‖期OB長岡正利

はじめに

まずは,添付のカラーコピーをご覧下さい。

パソコンで作った,自 山からの可視域図です。上図が広域版,下がその中央部の拡大。いずれも,

自抜きとした部分が,自 山山頂から見える部分 (逆に,白 山を望見することのできる地)です。

音の記憶を呼び起こしていただければ,北束方から南東方にかけては,北アルプス北端の山々か

ら乗鞍岳まで。さらに,御嶽山,恵那山などの眺望が思い浮かぶことでしょう。偏T山平野や加賀平

野,能登半島から白山が見えるのは当然として,意外なのは,濃尾平野のほぼ全域や志摩半島,丹

後半島の山々,さ らに中国山地からも原理的には見えていること。六甲山からも白山は見えます。

また,自 黒コピーの方は,上図が,自 山御前ヶ峰から東を見た展望図。下は,大汝ヶ峰から北方

を見たもので,その眺めをパソコンで描いたものです。全体の景観は,紅葉に新雪のきた後の晴れ

上がった日。空にはのどかに雲がたなびき,と いう状況を i写 り1。 ちょうど,焦点距離35mmのカメ

ラで111っ たと同じ画/rlに して,見えている山には山名ラベルを付してあります。

この種の可視域図や展望図が,お手持ちのパソコン (た だし,こ こで紹介のソフ トはWindOws対

応)で,簡単に作ることが出来ます。必要なものは,パ ソコンのほかは,標高データ。インターネ

ットからダウンロー ドできるこのフリーソフトについては,イ ンターネットを利用できる環境にな

い方については,誰か知人を介してインターネットからFDで入手してのインス トゥールも可。

日本国内の山を対象とするのであれば,標高データとしては ,・

「数値地図250mメ ッシュ (全国)」

(7500円 )が ,国土地理院の地図を扱っている書店で購入可。地図同様に,通信販売 (日 本地図セ

ンター :Tcl.03_3485_5414)も可能です。

山にお出かけの際,広域にわたる地図を取 り出しての山座同定も楽しいものです。しかし,山上

での限られた時間のなかでは,そ う簡単でもありませんので,あ らかじめお出かけの前夜にこのシ

ステムで図を作っておく。あるいは,自 分の住んでいるところから時折かすかに見えるあの山は何。

・方では,も う行くこともないであろうあの山_Lでの眺望はいかばかり,な どの場合に,こ のソフ

トは大変な威力を発‖||し ます。

他にも,い ろいろな機能があります。詳しくは,こ のソフトをお作りになった 「DAN杉本」 (注

:パ ソコン通信でのハンドル名)さ んによる,イ ンターネット・ホームベージ「3D風景のベージ」

(下記URL)を ご参照下さい。ここから,ソ フトのダウンロー ドも可能です。また,大変詳しい説

明があって,「ユーザーズボー ド(掲示板)」 に質問などを書き込むと,作者からの詳しい返事が頂

けます。

http:〃www.kt.rim.or.jp/～ sugi/

なお,こ のソフトは作者のご努力によって日々改良されており,12月 下旬時点でのものはVer6.0

Bcta 6で す。本稿で掲出の図は,確かVer.5.0で作った筈で,現在のバージョンによるものとは少

し違っています。

以下で,こ の多彩なソフト「カシミール 3D」 について,作者による解説を利用して説明します。





「カシミール 3D」 の概要

「カシミール (Kashmir)Jは ,山岳展望の解析, リアルな3D風景 。景iりlcGの 作成, リアルタイムフ

ライ トシミュレーション,ハイパーマップの作成などが可能な多機能ソフトです。

もともとはその名前が暗示するように,可視マップ (あ る山が見える範囲を地図上にプロットし

たもの)の作成を目的として,DAN杉本さんが1994年 に最初に発表されたもので,充実 した山岳

展望機能のほか,現在のバージョンでは, 3次 /LCG(コ ンピュータグラフィックス)の機能もパ

ワーアップして,実 ftに 迫るリアルな鳥l政 図を作成,ム ービー作成をはじめとした機能,Ver.6.0

からはプラグイン機能を搭載し,多彩な機能を後から追加することができるようにもなっています。

扱える数値地形データも,国 t地理院の数値地図から,usGS(ア メリカ地質調査所),ス イス地

理局の地形データまで多種あるので,世界中の地形を楽しむことができます。

【りJ作環境】 windows95/1vindows98/1vindowsNT4/windows2000の動作する機種

【11[奨 環境】 Pcntium 120MHz以 上 /メ モリ20Mbyに s以上 /ハイカラービデオ推奨

【3Dア クセラレータ】 DircctX5以 降に対応。なくても可。

【FITl  別】 フリーソフトウェア

主な機能には,次のようなものがあります。

各種デジタル地図を利用して,細部にわたってカスタマイズ可能な多彩な地図表現。

地形断面図の作成機能。

山岳展望機能 :可視マップ (本 稿のカラーコピー)の作成,見通しの判定,山岳展望解析など。

展望図 (本稿で紹介の自黒コピー図)の作成。

2点間の見通しを一発判定 :地球の丸み,気差の影響などを考慮して判定。地形断面も作成。

ある山や地点からの,見える山のリス ト作成。

リアルな風景CGの作成 :標高データから,リ アルな風景CGを作成。雲や霧,レ ンズフレアも。

ゲーム感覚のリアルタイム 3Dエンジンを搭載 :あ らゆる山や谷を自由に飛び回ることが可能。

各種データの作成 :地名,湖 ,GPSデ ータなどを地図上に作成して表示。

ほかにも多くの専門的機能があり,計算速度などを見ても,パ ソコンを限界までを駆使している

ようなソフトウェアです。

参考書など

以上については,小生も参画している「山の展望と地図J(FYAMAP:@Niftyの フォーラム)の

有志が執筆した次の書が参考になります。どうぞ, ご覧下さい。

『パソコンで楽しむ山と地図』実業之日本社,1997年,2000円

第 1部で,パ ソコンを前提にした,山 と地図の解説。

第 2部で,FYAMAPが関係した,代表的なソフト・データの解説。

ここで紹介の 「カシミールJ以外にも多くのソフト。Mac版 もあります。

『富士山展望百科』実業之日本社,1998年 ,2200円

富士山を見る,眺めるという点に絞って,様々な話題・情報 。写真・データを集めた本。
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第 1編 「富士を見る」は,各地からどのように富士山が見えるかを具体的に紹介。

第 2編では,数式や地図を使い,富士山の見える限界を詳細に説明。

第 3編 「富士を撮る,創る」は,富士山の写真撮影と,パ ソコンによる富士画像の描き方。

第 4編 「富士を見続ける」は,富士山の観察,撮影,描画にこだわって。古地図の世界も。

ところで,カ ラーコピーの説明で,志摩半島の山々からも白山の眺望可能,と しました。ちょつ

と信じられないことかも知れませんが,こ のことは,実は江戸時代からもよく知られていました。

例えば,お伊勢参 りの地に近い朝熊山 (555m)に は,臨済宗の古刹,金剛証寺があり,昔から好

展望の地として知られていましたが,幕末期に土産物として作られた1習 り物に,富士山から始まっ

て,御嶽山・乗鞍岳・白山が描かれている図 (上記後者の書でその図を紹介)があります。当時は,

今と違って空は澄み,何よりも無限に時間のあった時代。趣味の人々が,不完全な地図を片手に,

年に何度かしか見えないであろう山々までをも同定した結果と思われますが,その努力にはただ脱

帽するばかりです。

なお,以上の説明またはソフトのダウンロー ドについてご質「]があれば,あ るいは,パ ソコンは

不得手なのでどこかの山頂からの可視域図を作ってほしいなどのご依頼があれば,どうぞ遠慮なく

ご連絡下さい。
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99年 10月 14日 10月 9、 10、 11日 と立山から入り、大日岳から称名へ抜けました。9日 の午後
に金沢を出、「雷鳥沢ヒュッテ」で一泊、三度も温泉につかり、満天の夜空を眺め、
久々に流れ星にも出会え、幸せな気分で眠りに就きました。因に、30年前に「剣山
荘」でバイトをした際の色あせた証拠写真持参で、宿泊料が25%も安くなるという
おまけも付いていました。
翌日も快晴の中、写真を撮りながらのちんたら道中で「大日小屋」を目指しました。
10センチ程の霜柱が朝日を受けて、カサッ、カサッと崩れ落ちる音が耳に心地よく
響きました。室堂、雷鳥沢では紅葉は今一つでしたが、それを補つて余りある剣の威
容、立山三山の姿でした。尾根道から眺める室堂平や噴煙をあげる地獄谷の景観もま
た、見応えのあるものでした。
我が故郷の山、自山も雲一つなく、くつきりと大きく輝いて見えました。風が全くな
く、ぼかばか陽気の中、カップラーメンを作り、パンを焼き、温かい紅茶をすする、
これぞ至福の極み以外の何物でもありません。
昼過ぎには、「大日小屋」に到着しましたが、先を急ぐこともなく、ここで一泊、時
間と共に変わりゆく剣、立山、自馬、雪倉、毛勝等々の姿を堪能しました。間の中に
輝く早月尾根や自馬の小屋の明かりが、とても近くに感じられ、8月 に登つた自馬三
山の山行がなつかしく蘇つて来ました。
御来光は物ぐさを決め込んで、小屋の前で、カメラ片手に、刻々変化する雲の色の美
しさと、その形の面白さに見とれてしまいました。
最終日、大日平への下り、下る毎に色鮮やかとなる木々の葉、対面の弥陀ケ原の紅葉
の素晴らしさ、「今年の紅葉はあまり見応えがない」とは、とても言えないものでし
た。ここまで来た甲斐があつたと思わせられるに十三分な美しさでした。でも、大日

碁だ毅理鋼駐[妻臨 振]朧ぉご結寒輔「た力で菫石常酷 だ
とにも角にも、無事称名に下り立ち、豪快に流れ落ちる称名滝に別れを告げ、今年の
紅葉見物も無事に終わり、後は、写真の出来具合を、期待半分、不安半分で待つのみ
です。 フ期 村田

国 平成11年 (1999年 )41月6日  (土曜日) 厖ヨ回圏轟ヨ■| (34)

第
十
四
回
北
國
女
流
美
術
展

（財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会
、
北
四
新
聞
社
主
催
、
テ
レ
ビ
金
沢
、
エ
フ
エ
ム
石
川
、

北
園
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
後
援
）
の
作
品
審
査
は
五
日
行
わ
れ
、
最
凸
賞
に
水
越
八
寿
子
さ
ん

（
日
本
画
）
、
南
部
志
津

子
さ
ん

（洋
画
）
、所
司
郁
世
さ
ん

（彫
刻
）
、
川
元
恵
美
子
さ
ん

（工
芸
）
、
出
村
礼
子
さ
ん

（書
）
、
村
田
泰
恵
さ
ん

（写

真
）
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。
入
賞
を
含
む
入
選
者
は
三
百
九
十
八
点
だ
っ
た
。

１１

日

か

ら

香
林
坊
大
和

村田泰恵さん

◇
写
真
▽
金
沢
市
長
賞

JL

最 高 賞



´ ヾ ル ク ノ ヽ イ  ム α )紹 劉 丼 到 時 認 踊 帯

0こ ―「pい ‐マfα)」彗箋薄

山小屋酒場代表おやじ

13'91辰野 隆義

今回の作業で、ベルクハイム回りの給排水設

備工事はT応完了した。

生活に必要な水を引いてくる工事、そして念

願の水洗便所。実に3年の歳月と、多大な人力

を要した工事だった。

この間御協力くださった方々に深く感謝申し

上げます。

さて、山小屋作業が一つの節目を迎えたとこ

ろで、これまでの給排水設備工事について振り

返り、若干のtllllllkl婦洩を加えながら、考察して

みようと思う。

1.給水設備計画

数年前までの現役部員は、ベルクハイムには

水がないものと思っていたらしい。が、我々の

現役の頃は、小屋の前にはパイプを通して水が

潜々と流れ|]ドごいた。

しかしこの水道は、秋の小屋仕舞いには長い

パイプを巻き取り、春には再度設置するという

厄介なものだった。そのうえ、取水口はパイプ

をそのまま沢に突っ込んだだけ。砂やllli葉など

の異物も吸い込まね′るため、配管途中で詰まる

θ)が 1`1ノ
こり1け。 り,、 )て IIた糸IIぎ、 もlJっ てIIIIIな υゞ)

44人 jtな :)ぬ迷人jkが施さオ|たパイプは満身倉|

度のつわものとなり、いつ力寸黄たわるのみとな

ったのである (作業中に少しずつ焼却処分しま

した。)

ベルクハイムの立地条件に、前述の反省を加

え、 陀Iるべく三Jl間のかからない水道Jを目l旨

し′、ュi集 した。

イ)取水口。枯葉等の異物力ヽ臥 しないよう、

ステンレス製のストレーナー 儡1カ ゴ)を設け

る。後で分かったことだ力ヽ カゴが砂で埋まっ

てしまった時の再調整の便宜のために、蓋をも

っと夕|し′易くすべきだった。一度大雨でカゴを

流されてからは、蓋はつけていない。

口)パイプの選択。現在では多種の配管材力河i

場に出回っている。扱い易さ、価格、可とう1虫

重量などから、昔と同じポリエチレン管とした。

管径については、詰まりにくい水量を流せ、扱

い易い (現場までの搬入と、現地での施工)の

観点から25mm又 は30mmが妥当と半噺 。

参考までに、給水に使う配管は9、 13、 20、

25、 30(32)、 40、 50、 一等とあり、一般家庭の

引き込み径は13ないし20mm、 洗面台下の銀色パ

イプなら9 mmと なる。流量でいえ|ま 30mmポ リ

パイプが毎分50-701で これは家庭風呂を 4分

以下で満杯にできる量となる。 (目ではもっと

多壁に流れている(kう に見える)

昔使っていたパイプは20カ郷 mmだ と思えるの

で、今回は〔〕OmmOこサイズアッフゝ 途r卜の言吉まり

を発生しにくくする対処とした。 (こ れは大正

解だった。)

ハ)施工 西ヽ 鐘11での詰まリチェックと、砂
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ノ|(渉tイ1刃riが作ね′イ)のでliIな いか。

時代の13勢は水渉眈籾iで あり、水洗イIり折に決

定まではすんなり。あとは現l也の特殊な状況を

考慮しての方法論となる。平地でい スを作る(資

うな訳にはいかない。使器の材質の問題、凍結

の問題 以上については、以前の会報に掲載ヒ/

てあるので省略する。

口)ト イレ給水 どう‐せや るなら、便器に水を

流すだけでなく、11を洗ったり、

'号

れを当事者

に始末していただけるよう、水栓を付け、ビニ

ルホースもつけよう。イ更器へはコックを90度 lコ

すだけで水力守嗣
′じるようにしようなどと、楽し

く考えることができた。

冬の凍結防止対策は配管の水を抜くこと。こ

れが
'11サ

tl‐ごある。画己1:iう)もにθ)バルソ
゛
から先で、

最も低い場所 (カ マドの奥の所)で水抜きバル

プを設け、冬前に使所の水を抜く̀ kう
0こ する。

ハ)ト イレ排水 こね′が一番問題である。計画

では山′l渥から剛iれた場所に大きな穴を掘り、

洗浄した水ごと溜め、地中のバクテリアで分解

させる方法をとることにする。

二)現場施工 給水配管は何も問題なく施工完
除去のため、3ケ所の水抜きバルブを、砂が溜

まり易そうな箇所に設置した。しかし′ながら詰

」iり 防lLの為の十分な流量が、流し′日では人量

すぎて使いにくいという事態を招いた。この為、

手前に分1如己管を設けて、 21111の バルブの調整

により適量を得らね′るようにし′た。。

こθ)‖きの単なる思いつきで設けた分岐竹が、

次θ)段階で、水洗便所θ)発旭tを導さ|||｀3‐ ことに

な、,た (ツ )である。 (添イlllボ1参照D

2.便所給排水設備計画

給水設備が一段落となり、いよいよ常設 トイ

レの設置が目標となった。こね′t)昔は水場へ・行

く入日にトイレJ颯豊があった。今はII」

~ち
たトタ

ンの痕助が笹やぶに紛オ1′ているのみである。

イ)ト イレ仕様 これはいろいろ考えた。まず

昔ながらのボットンイI'り i。 不潔、能なしで、論

外。ベルクハイノ、の地形を映写機のごとく総な

めしているうちに、.も、とカメラアップさヤしたの

が、先の水量調整用分岐配今篤 あれを使えはミ



了。排水は、まず穴堀りで問題地 木の根や

笹θ)根で、浄‖屈不台L急選変更と′、余1面上の配

管をなるべく下まで伸ばこ′、そのまま放流する

ことにした。一年間に使用する量はそれほどな

い為、これでも |う)と思われる。

価格継::も し、問題視される程になったら、

その時は嬉しい悲鳴をあげて、やり直こ′ま

しょう。召集責任者やります。)

以__Lの経過により、ベルクハイムの給排水設

備工事は完了した。最後にベルクハイムに設置

しておく予定の説明書を添付しておく。

こと1′までの工事で、材料の調達、施工面で多

大な努力をしてくれた13期大島君に、最大の感

illσ):きを表と′11す。

3.来本||ソ阻 酒l易`n業 〕う世i

毎回、帰り1際に、次の作業は何をするかを相

談して決めるのです力ヽ 今回は相談するまでも

なく、床板の張り替え作業となりました。奥の

方から床の合板が病ってきており、恐くて踏め

ない状態です。次回は多数の人手が必要となる

ことが予想されますので、是J卜皆キミ ご参加下

さいますようお願い中し上げます。

13期 吉FI 穂積

|11/]対11伯 :■に[Yと ・|れこ1り |か ら入る 1`)も りで

いたが、イL事の‖;合で、昼に一人で入ることに

なった。

ダムには数人の見物客がいたが、それより先

は誰にも会わない。

ベルクハイムに近づくと、金機の音。やって

る、やってる。登って行・くと皆それぞヤオキう場

で4僕をしている。

吉本が屋根の_Lで トタンを張っている。あね′

っ、三週間前、現役の人達が修I里 してくれた筈

なのιこ。

僕 は、一週間前、次回の山小屋作業に必要な

′トオお|をメモっておいた1111(が見つかこ,ず、・や

むなく倉谷へ副1べに来た。その時、ベルクハ

イムの棟のトタンが 2枚程飛ばされ
‐
で、窄が

見ス_て いた。登山i達整∬I作業を終え、「 山 tン

ベルクハイムで休んでいた現役連に、時||‖が

あれば直しておいてくね́ないかと頼んだ所、

疲れていただろうに、すぐ修理に取りかかっ

てくね′たのだ。)

波 トタンの底側に釘打ちと′てあるものだから、

T層が溜 たヽって漏才じるので、金丁をll卍‖ιこなる(L・う

1丁 らrIしているのだという。なるほど。荷物を

降ろし′て、51々 に トイレ建設作業に力‖わった。

前口l、 刷毛がないので、枝の先に軍手をくく

りつけてクレオソートを塗った力ヽ 111か どらな

いので、しまいには軍手を手に嵌めて缶に突っ

込み、柱をILiる ようにし′てまで塗ってきた。と

月
■



ころ力ヽ 樹皮は害lり と簡単に景]がね落ちてし′ま

う。柱はしっかり:や 1‐ダていてく才:′たが、クレオ

ソートの染み込んだ樹皮は景肝榊しており、11回

の作業は全くの無駄となってしまっていた。

トイレ屋根の透明アクリル波板の取り付けか

ら手伝う。ベルクハイムの屋根と連続する形で

取リイヽ1けるのだ力ヽ ふ'線で、中じLιこ,3it‐ り、つ

んのめりそうになりながら、こわごわ釦
‐
止めす

る。アクリル波板を踏み破らないよう、足を懸

け、先端の方も釘止めする。

下から芳しい甘い香りがしてきた。「おやつ

ですよ」のメ■ 舟田さんの焼いてくれたホット

ケーキである。でかい食器にナイロン袋入りの

インスタントコーヒーで、アララと目う)量を″t

る。えらく苦くなってし′ili、 ,た こ:― ヒこに開 i

と湯を継ざ足して飲む。こじス′まりとした穏や

かな1き問力漱これていく。

一服してから、 トイレ側壁工事に取り掛かる。

曲がっている柱に桟を段違いにならぬよう下駄

をかませながらl丁ちつけていく。ついで波 トタ

ンを波l]‐たぬよう、あるいはコーナーで|り〔かぬ

よう、調整しながら打ちつけていく。案外うま

くいった。

谷間の日暮れは早い。薄1計 くなって奥名が秋

刀魚をベルクハイムの前で焼く。ビールの空罐

に金網を較せ、カセットコンロでも遠日の強火

のこだわり。すっかり1汗 くなr)て、1(kも 焼き ll

がり晩飯だ。りlllIIさ スノの花ゞ Iゞ くこ′σ)ォ ilIIIで ある。
人出さんの思い出、II膵lさ んの峠での熊との格

間、辰野の石川動物園の仕事の話などなど聞き

ながら、罐ビールと少々のおかずで腹一杯にな

ってしまう。胃がずいぶんJヽさくなってしまっ

たの力洗建念無念。

今日の田オ寸さんはおとなし日である。皆も作

業で疲れたの力、 lllめの就11。 明日の トイレ完

成を楽と′みにしながらシュラフにもぐり込スノだ。

秋 θDI_l14雌 洒 場

9ノ:]25111‐ 26H
参加者 辰野 ‐

謹‖日 吉本 (以上13りD

田村 (0'D 奥名 舟田 (15助

15期 舟田 節子

またしても台風 (18号)にヤキモキさせらね′

たものの、今年般大の台風は前日夕方に通過。

ひとまず、台風一過一ということになったので

した。

また遅亥1かと、大島さんに電話したら

「来週かと思っていた。もう医者に予約いれて

あるJ

田村 吉本 吉口 辰野

- 15-―
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でパス。 この人物/ぶ りが ハハ。 (い え_、 新 ト

レ事故後のたいへんな時代を支えたのも、OB

会というとんでもないものを支えぬいたのも、

大島様の器でありました。私は利屋町に足を向

けて寝てはおりません。)穂積さんは急患カゾ、

リ
ノ

|‐

_篠メ、lllと い・うこと二で、辰野カーー1台でゴー。

途|lk IIψ lの 1易所でビ
｀
―ルを仕入れるも、かな

り数を吟味。|きてないというより、もうそんな

には飲めない ―が:呪実でありました。ついでに

l兜理者もいなくなりまし′た。りIでテントのrllの

向こうが霞んでいたことも、もう昔話です。

|タリθ)崩映笛
'ワ

iれ‖賂肩も力iし′く、州iな く、通過

できました。 (:見役の出発itの うちにちゃんと

fEl舌で確認しまと′た。当たりi11の こと間くな風

のいじっかしそうな[1調が返 .〉 てきて、少しい

じけました。)Li勁 iliに はまだ雨雲がふわり

でした力ヽ 行軍と共に後退。ひとまず、傘なし′、

合羽ズボン入り状態で、ツリフネソウ、ハクサ

ンアザミの咲き舌Lれそ)i生を歩きました。浦i壊の

進んだ笛所もありましたが、長雨続きだった昨

年に比べれlよ 並の経年変化といった所。

先週の現役達の作業で、人々的に刈りFlllけ さ

れたBH。 やはり人のいた形跡があると心嬉し

いものです。連絡通り、戸の蝶番力汐レk小屋

奥には数箇所踏み抜いた跡がありました。入っ

てすぐの所も濡れて合lFxがまくれかかっていま

した。根太は大文人で、ともに_Lか らの雨漏り

力蛎咽 のζkう です。

まくれていたトタンは吉本さんが屋根に登っ

てl]・ ちつけました。小屋の反対側にロープを縛

り、凰根を乗り越させて、それを手繰って屋根

に攀じ登られました。ここへ来るといろんな智

恵ιこ感心してしまいます。デスクワークのハイ

テクは、智恵や達成感を奪っている気もします。

知人の日本贔煩 ドイツ人はたっぷりの余I限とい

う雇用情勢の中で、和様座敷の手作りに凝って

いると聞きました。OBのノスタルジア?こ だ

わり?いえ、積木を手にした幼児の目の如きキ

ラキラー21世紀の趣味を先取りという雰囲気で

す。ただ、こうなると、バッサリ、ギーコギー

然、.

ヽ き ミ 轟
=主 轟 轟 義 ミ 轟 ミ

コ道端に捨てておけの伐開とは違い、手順、強

度、技術諸々が必要になり、相応の人夫の質が

求めらね′てしまいます。そこで、教祖様と私は

使いっばなしで,rJ‐れて溜まるだけのビニルシー

トを拡げて、拭いては畳みの、結構果てしない

仕事の方に専念しました。

穂積さんも到着されて、 トイレ大作戦のドン

パチはさらに高らかに静かな倉谷に響き渡りま

使末哲T】菅:f重:111)'こ 革量」
_Fが

やめられない |と まらない |も暗くなれlま

上がりで、夕1向です。ガスコンロも1随分傷んで、

小屋酒場の年季を物語っています。ロウソクの

光、そこ′て外にはまぶと′いほどの十六夜の月。

皆さんそろって会社やサークルでは唯一の1帰I



持たS＼間になっているらしく、あるいは小屋

好きの人ってそうかもしれません。

夜中には、台風は過ぎた筈なのに??ほどの

雨が降り、ついにはポタッ、ポタッと例の箇所

から雨がしたたり始めました。バケツをおいて

なあるほど。一代目が10年、この2代目はすで

に25年。手入れをしてやらね|よ 跡形もなくな

った倉谷の廃屋群と同じ運命をたどることでし

よう。建て直すなんてほぼ不可能であるからに

は、早め早めに修理していかねl∴

翌日は、「仕事をしなさいJとばかりに、こ

れまたカラッと
'青

れたのでした。 トイレ作りは

いよいよ佳境に入り、「ありゃ、遊んでいるん

だよJと苦笑するくらい楽とノそう0釘の一本一

本も丁寧に111げて、最後にはペーパーホルダー

もつけて、ついに完成したのでありました。

あっぱれ、お見事。ちゃんと試してみました。

赤いレバーをひねれば、水は

'曾

々と流力k音の

心配も匂いの′t酒己もなし。思わず笑っちゃって、

腹圧もかかり、出のよくなるトイレです。

今夏北アヘ行って、どの小屋も水回りが快適、

清潔になっているのにびっくりしてきました。

中高年登山ブームの現在、山は不潔でも当たり

前がもう通らないのでしょう。そして、確かに、

水回リカヽ題 というのは、心安らぐことで、疲

れが癒されることでもありました。Jヽ屋にトイ

レーあるいはなくてもと思えぬこともなかった

のですけれど、現に出現してみると、バ、つあ、つ

と、これから小屋の新しい時代力政台まるの予感

が涌いてくるのでした。

帰りのダムからは高二郎が見えていました。

今年も登山道整備がやれた、そして遊び心満点

のトイレも出来た。来春も再見 |

後日談-15期鳳 聰0周年イベントは、ここ倉谷

■ で中年 トレーニングを行うと決まりました。

舟付場から」ゞミまで資材を運び上キ八 トイレも

4史いまくります。

おりしも2000年 ミレニアム。おしきせミレニ

アム品をデパートで購入する`kり 、BHに ミレ

ニアムの汗を落としてみませんか?そのことに

ピカーの満足を感じるあなたがいる筈です。

コンロはこんなことにも使われます。月ヽ―スの破損部には接合器具が

両端にセットさオ鉄 完璧にれF修さね′てしまいます。

ワ
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1:EI飲酒 多 飲 訂 II言二野

0期 田村 昭夫

(お読みになる前の予う敵晰説

道路工事のため今春の小屋酒場が中lLと なっ

たのは前号にお知らせのとおりです。よって′]ヽ

屋のわずかな備蓄食糧は夏をも越と′て、ヮンゲ

ル規格にも)動きできない物肝:と なり、焼却及び

廃棄処分を受けました。そのうちのカップ麺ビ

ッ グサイズ61回を、これはもったいないので

はないかと、教村1様は隠匿ならぬ明匿されて、

ザックにお詰めあそばさ11′たのです。

その1'tは芸‖衆も受川のひがこ′湯で垢を落と

され、たιヒ1導1勿館前θ)芝」:で 立1キ ち月を愛でら

ね′ました。翌日は長岡のお園 求のもとを訪ねら

れるとのことで、事務局長宅で一杯のお湯をこい

所望になり、先のうちの1個をお召し_Lが りに

なった ―その後のイI「話です。)

拝啓 舟田:li務局l動役。即席麺をお宅で御l弛

走になってから、二b減ケ辻まで来た時、突然腹

に異常を覚えて、名鉄デパートの使所へ駆け込

みました。ll1/」 屋ヽの年越し/麺の効果はてきめん

でと′た。娘の所で残りのめえ′を全めん的にに調

べたら総て、カビ入りめんでした。

そこで新たに教敦:が ヒラメ1・ 1長 した。

|ダ)ん |1食い」を1忍
｀
り
い
るi青君、そθ)中身をよくJ‖

べなさい。 敬具

13期 吉本 良治

ゴヽ る"さFと,σD LLE 「々 (如 辰山、医王 山、そして白山 )

山は眺めるだけ、せ いぜい春 と秋の山小屋酒場の 2回 山靴 に足を通すだけとなっ

た今、紙上で思い出 と共 にふ るさとの山々を トレッキ ング して見 ます。

わが家 は金沢市の隣、松任市の郊外の田園地帯の真ん中にあ ります 。外 に目を

向 ければ左か ら医王山、戸室 山、倉ガ岳 、そ して正面 にilT子吼高原 さらにその右

に自山が見渡せ る絶好の場所 にあ ります。 (私 の知識では白山主峰 か ら右 につな

が る山々の名前はわか りませ ん )さ らに通勤途 中の手取川 を渡 るあたりか ら笈ガ

岳の尖鋭な姿 を眺め ることがで きますもこれ らの山々には金沢 に生 まれ育 ち、ワ

ングルを卒業 した私 にとって多 くの思 い出が詰 まってい ます。

金沢市民にとってもっとも身近な山は「卯辰山」です 。

春の花見、遠足、そ して今はな くな って しまった金沢ヘルスセ ンターなどこの山

と市民 との関わ りは親密 なものがあ ります。それに昔は横空台の北側の斜面を利

用 したスキー場 もあ りました。 (リ フ トなんてものはあ りませ んで したよ )

私 にとっては小学生の「林間学校 」が最も印象に残 っています。当時虚弱体質だっ

た私は 4、 5、 6の 3年間、夏休みの度 に林間学校へ通 ったものです。天神橋で

バ スを降 り今の金沢ユースホステルのあたりで設営 され ていたテン トまで毎 日歩

いたものです 。おかげで徒歩 コースの途 中にある顕彰碑や文学碑は今でも記憶 し

ています 。それ以外はテ ン トで昼寝 を したことしか覚 えていませんがね 。

もちろんワンゲルで奥卯辰山健民公園 (大学 1年の ときまでは金沢 ゴルフクラブ

だった )ま で トレーニ ングの ため走 ったことも鮮明 に記憶 しています 。特 に子来

町付近の長い昇 り坂の幸かつたこと。

近年は奥卯辰山墓地公園に年 に数 回墓参 に行 き、帰 りに健民公園を散歩 した り

望湖台か ら金沢市街 を眺めたりす る程度です 。もちろん徒歩でな く車で

金沢市 を代表す る山は「医王山 」で しよう。

―-18-―



残念なが ら高二郎山でも大門山でも金沢市の最高峰である奈良岳でもあ りません。

医王山、犀川 、浅野川の 3点 セ ッ トは多 くの小 中学校の校歌や校章 に使われてい

ます し、市街地の どこか らで も眺め ることので きる戸室 山をしたが えた左右対象

の特徴的な姿 は覚 え易いですから。

私にとつて遠足ではな く山登 りとして初めて登 つたのは医王 山です 。子 どもた

ちにとつては中学生で医王山に初めて登 るのが普通ですが 、私の場合 はなぜか高

校 1年生の夏で した。同級生の Y君 、 T君の 2人 と国鉄バ スで加賀二俣 まで行 き

鳶岩を経 て頂上へ 、帰 りは多分見上 山荘前か らバスに乗 ったのだろうが記憶 にあ

りませ ん。記憶 しているのは途 中で T君 からもらつて飲 んだ「 コカコーラ 」の印

象だけです。初めてのコカコーラの味は「 **???!!!」 で した。

この時の経験が私の「 ワンゲルヘの原点 」です。同行 したY君 と後 にワングル

ヘ入部 したのだか ら。

先 日の山小屋酒場の夜に田村教祖が「 ワンゲルで初めて登った山は医王山だつた」

との話があ
.り

、同じ原漁がんだなと思い本稿を言ごすきっかけの二つたな
'っ

ていま
す。以後は新入生歓迎登山、新 2ト レでの山行 くらいであ り疎遠になってしまい

ました、活動の中心はベルクハイム、高三郎山にありましたから。

先日、富山県の「 イオックスアローザ 」温泉の帰 り道 に、同行 した家内に「富

山県の人たち特に福光地方の人たちにとって医王山は富山の山なんだよ」との話

をしたところ、私 と同じく金沢育ちの家内にとっては信 じがたく、許 されないこ

とでした。曰く「医王山は金沢の山です 」同 じ論理で「 白山は古来より"加賀の

自山"で あり、石川県の山です。」とな ります。これが県民特 に金沢以南の人た

ちの思いでしょう。

ふるさとの山の代表はやは り「 白山」です。

御前峰でも大汝峰でもな く「 白山」なのです。初めて登 ったのは確か 1年 の時 ワ

ンゲル 10周 年記念登山だつたはずです。白山については語 り始めればきりがな

く、それぞれに思いでがあるはずです。深田久弥は日本百名山のなかで「加賀の

平野でも、私のふるさとの町から眺めるのが最上であることを、私は自信をもっ

て誇ることができる。」と書いているが、私は大聖寺か らの眺めより松任平野か

らの眺めの方が素晴 らしいと自信をもっていうことがで きる。

山から足が遠の きましたが、毎年同 じ時期 に必ず訪ねるところが 2カ 所ありま

す。一つは水芭蕉の時期の大嵐山です。最近は有名にな りすぎ花より人の数の方

が多いように感ずる時もありますが、丸山や大倉岳より容易に水芭蕉を見ること

ができます。

もう一つは石川県林業試験場の樹木園です。桜の時期、かたくりの時期に樹木園、

獅子吼高原の麓、白山さんとめ ぐるのは里山の自然観察が手軽 にで きて楽 しいも

のです。

これからは少しづつ、自分の足でふるさとの山を巡って見ようと思つています。

機会があれば今度は卯辰山から医王山につながる山々を紙上 トレッキ ング してみ

ます。
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平和な時代に「召集令状」を出しました。私からの封書が恐ろしい方も既に発生し

ているようですが 一そね′なりに「白羽の矢」なのですから、宝鍛でも買って腹いせし′

て下さい。

従来、山に登るOBは、1限かあるいは職種的に恵まれている力＼ か41り 特殊の側に

属する一らしき傾向がありました。下っ端故、あるいは_ヒ司故、登れないと諦めてい

る方もあられるかと存じます。そんな中で、職場ぐるみで、職場から見える山々にチ

ャレンジの森動 棄からの原稿は、まさに待ちこがれていた類の原稿でした。

さらには、原稿掲載料まで同封いただき、心おきなく写真の網掛け掲載を行えまし

た。ご配慮の数々ありがとうございました。

鈴鹿  7(セ ブン)マ ウンテ ンを制覇 1  4期  森島  稔

はじめに

原稿の召集礼状が来た。船田事務局長からの督促状である。 7月 に転居通知を出

したとき「そのうち送る」と書いたことを事務局長は忘れていなかった。恐るべし !

滅多なことはいわないほうがよいという証明である。しかし、私自身もこれが頭か

ら離れず、 7月 以降重荷になっていたので、意を決して書き始めることにした。

今も長野から名古屋に向かう特急「しなの 12号」の中で書き始めたのである。

私が二重県の四日市市と桑名市に挟まれた川越町にある「中部電力川越火力発電

所長」に着任したのは平成 4年の夏のことであつた。

その時は発電所の規模が 70万 KW2機 であつたが、世界でこの 2機 しかないと

いう最新鋭のプラントをもつ発電所で、平成元年に 1号機が営業運転を開始 した発

電所である。そして着任 して 1ケ 月後に 3, 4号機の増設工事を開始するための建

設事務所が併設され私は所長兼務である。

21年ぶりの火力発電所勤務でしかもいきなり責任者ということにな り、どう振

舞えばいいのかわからないまま、とにかく自己流で、「わかりやすいこと」を主眼に

300名 あまりの所員を引つ張っていた。

毎年の新年祝賀式には年頭宣言をすることとし、具体的に、「年間に単行本 50冊

読む」「プールで年間 1万メー トル泳ぐ」「映画館で映画を 12本以上見る」「毎週 7

万歩歩く」「ゴルフに20回以上いく」などなど。これを、私の語録としている「有

言実行」の実践として毎年宣言していたのである。 (余談ながら「私の有言実行は」

「有言すなわち公言・広言すれば実行される」であり、年頭の宣言も、公言するこ

とによリー年中、みんなから「・ 。やつてますか ?」 などといわれることになるの

で実行する確率が高くなるものである、ということである。したがつて順序も「有

言実行」「有言不実行」「不言実行」「不言不実行」の順になるのである)

さて前置きが長いが、平成 11年 1月 4日 。 7回 目の新年をむかえることになっ

たが、もうネタもきれてきたし、大きい数字は無理だな、もっと小さいので・・・・

と考えているうちに「7」 が浮かび、「鈴鹿 7マ ウンテン」がひらめいたのである。

鈴鹿はホンダでも有名だが、鈴鹿山脈は滋賀県と二重県の県境にあり、ほとんど

が 1000～ 1200m級 の連山でそのうちの 7つを選んで 7マ ウンテンとして宣
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伝されている。私が中部電力に入社 し会社人生のスター トを切ったのは四日市市内

の「四日市火力発電所」で、私の入社直後に完成 した同期 ?の発電所であるが、当

時は当直勤務であったので、夜勤を終えると寮でおにぎりを作ってもらい、そのま

ま若手を引き連れ鈴鹿の山に登っていたもので懐かしい山である。

会社人生も終盤にな り今年が年貢の納め時と考えると、われながらよき目標と悦

にいったものである。

こうして宣言したあと、あらたな動きが始まった。かねてから進めていた「川

越火力発電所 10周年記念行事」とリンクして所大の行事に格上げすることになり、

所長の個人の目標から所全体の行事になったのである。こうなると動きが速いのが

会社の特質である。まず 7つの部署にわけ、アミダクジか何かで責任分担が決めら

れたのである。私の知らないところですべてが仕切られ私は日程調整だけになって

しまった。

①術程街岳(1209.8m)  Hll.2.20(土 )

最初の分担は所長室。所長・副所長、 5名。御在所岳は 7マ ウンテンの主峰であ

る。

時期は冬。冬山から始めるとは思っていないところへ幹事の副所長は目をつけた。

スキーでもやる気か? 事前偵察する人が出てくる。 (こ のときから必ず事前調が行

われることになる)

実行当日、天気はまずまず。御在所岳の麓は歴史の古い湯ノ山温泉があり、山頂

まで回―プウェイがある観光地でもある。

麓を少し歩いて蒼滝を散策、防寒衣に身を包み万全で回―プウェイに乗る。 (あれ登

山でないの?)  ロープウェイ頂上駅では気温低く寒いが樹氷がまぶしい。

スキー客のゲレンデの端をラッセルして山頂へいく。三角点まで斜面を歩く。スキ

ーヤーは不思議そうな顔をしつつ迷惑そうであったが無事 ?山頂を踏む。

この日の参加者は所長室 2名 、友情出演 3名の 5名。

|■ ||

■戴幕

つ
ん

０
ん



頂上からスキー場に戻ると天候は急変 して吹雪になった。避難小屋で早速持参した

酒、肴を出し宴会の開始。スキーヤーは吹雪の中でも滑つていて入つてこないので

我々のみで盛 り上がる。いいかげん酔つたところで回―プウェイにて下山。麓には

なじみの旅館があり女将に頼んで温泉に入らせてもらう。

かくして鈴鹿 7マ ウンテンの第 1号が終了した。いいのかな ?

案の定、翌週、所内では「そんなのあり?」 という声が・・・・

「山に登る」といつたのだ。「くやしかつたらロープウェイをつけたら ?」

所長室が御在所をひき当てたのは天の助けかも。

(こ の後、最終回に御在所を登りなおすこととなっていたが実行されなかつた)

②入道ヶ岳 (906.lm)  Hll 3.6.(土 )

朝から快晴。近鉄四日市駅から貸切バスに乗る。 40名 も集まったら臨時バスを

出してしてくれるという。幹事の腕である

登山口は椿大社という大きな神社の裏になる。この椿大社は猿田彦を祭る伊勢一ノ

宮である。「一ノ宮」の名称は各地にあるがここは伊勢の一宮である。

この椿大社は中部地区では工事関係者な

どにも有名で我々も毎年一月に発電所の行

事として参拝しているなじみの神社である。

(ちなみに大社という名は条件があるよう

で簡単にはつかないそうである。大社

8      と名のつく神社を数え出してみてもら

ま      えばわかる。出雲、多賀・・ )
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のつけから急な石段を登ることになる。コースは北尾根コース。事前偵察隊の資

料では「ハイキングに毛が生えた程度」とあったものだから早速参加者から「どん

な毛や ?」 と怒ること、怒ること。私は相変わらずマイベースで歩く。

今回は保修課の担当なので若者が多い。 30分遅れて登山開始した連中が 30

分早く着いて頂上で昼食をしている。我々は 2時間半行程で頂上である。標高は

906.lmと 高くはないが眺めはすばらしい。伊勢湾を眼下に見下ろす。川越火

力発電所の煙突 (200m)や プラントが平野にひときわ目立つ。

頂上で詩吟 (後述)を朗じ、二本松尾根コースを下山。麓の椿大社付属会館一

風呂浴びて宴会。どうやら下山したら風呂・宴会が定番になるようだ。

③竜ヶ岳 (1099.6m)  Hll.4.17.(土 )

分担は発電課である。所内でもっとも所帯の大きい課であるが大半は 3交代勤務者

であり、参加者はそれほど望めない。

4/10に 計画したところ雨のため―周延期したらメンバーも入れ替わる。今日は

29人が各地から宇賀渓キャンプ場に集まってきた。キャンプ場から中腹の小峠ま

で車で運んでくれるという。ここから登山開始。鈴鹿山系の縦走コースの峠 (石グ

レ峠)にでて、竜ヶ岳を目指す。 2時間余で頂上に到達。視界は 360° の大展望

台である。おにぎりの軽い昼食の後、詩を吟じて下山。午後 3時には麓のキャンプ

場に戻り、河原で早速バーベキュー大会。発電所のように俗にいう現場では機材が

豊富である。 20畳くらいのシー トからコンロ、鉄板、と機材が集まっている。

ないのは女性の姿くらい、見事に男性社会である。登山中にもいき会う人から「30人

も男ばっかり。ヘー」と言われたなあ。

この場所は温泉がないので風呂なし。肉をたらふく食べて帰途に。

④鎌ヶ岳 (1161.Om)  Hll.5.10.(月 )

御在所岳の南にあって、鈴鹿の「槍」と呼ばれる。担当は川越電力館 (PR館であ

る。このメンバーは社員 4名 とコンパニオン 15名 からなる職場で、毎週月曜日が

休館日である。このため、 5/10の 月曜日が選ばれた。もちろん私は休暇を取つ

ての参加である。

彼女たちは 20～ 24歳で山もほとんど経験していない人たちで、参加してくれる

か怪 しかつたのでもっぱら偵察 。準備は副館長 (男 )の役目である。 しかし、電力

館の若い女性の担当ということでもあり、協賛の若者が各課から参加するであろう

ことは読み筋にある。案の定、女性 5名 に取り巻き 18名 、計 23名 になった。

御在所岳のとき同様、湯ノ山温泉からロープウェイでまず御在所岳頂上へ行く。

そのまま尾根伝いに鎌ヶ岳に向かう。途中、武平峠まで下るがここから鎌ヶ岳まで

が険しい。鎖とロープを使って一気に頂上に上る。まさに「槍」であり、頂上には

2～ 3人 しか居れない。

登りきつたときの彼女たちの汗の顔のいいこと。口口に「初めて 。・」「ワーきれ

い 。・」などとはじゃぐこと。私には娘がいないので彼女たちの歓声が珍しい。

下山は長石谷を歩いて下るのだがこれが結構急で1黍がガクガクしてみんなこらえる
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ロープウェイの麓駅に近づいたところで、風呂や宴会の心配をしている。アテにし

ていたホテルには予約が入れてないという。私の手帳から近くの国民宿舎に携帯で

電話させてみたらOK。 山で携帯が使われるようになったのだと妙に感心。

一風呂浴びて、ジョッキで乾杯。みんな満足感でいつぱい。

私はこの日、もう一仕事である。地元の有力者との懇親を予定しており、背広―

式を麓の駅のロッカーに入れておいたのである。月曜日のことなので休暇とも告

げず、約束していたのである。風呂に入る前に背広をとってきて着替え、解散と

同時に四日市の街に出かける。

時間ぎりぎりに到着し、陽に焼けた顔でばれる。山の話で場が盛り上がり、「右いね」

と言われてまんざらでもない。二次会まで騒いで終電車で自宅に帰つたら日付変更

直前。一日フル回転で終わる。翌日メンバニから私のタフさを冷やかされる。

⑤箭壱岳(1238.Om) Hll.5.29.(土 )

いよいよ 7マ ウンテンも半ばを越えた。 7月 までにあと3つ。急がねば。

今日の当番は総務課である。総務と言えば事務系の人ばかりといつてもよい。寮

母も含めて女性も多い。雨乞岳は鈴鹿 7マ ウンテンでも縦走コースからそれていて

あまり人気がない。私も若いころ 1回 しか登らなかつた。

今回も偵察がなされている。三重県と滋賀県を結ぶ国道477が武平峠で山越え

をする。ここが雨乞岳登山の入り口である。今度は湯ノ山温泉から通称「鈴鹿スカ

イライン」の有料道路を車で登り、武平峠で駐車場におき、登山道に入る。

多くの沢を横切り、ひたすら雨乞岳を目指す。参加者は私はもちろんであるが、

総務課の人のほか各課の友情参加があり、 28名 になった。ところがそのうち 5名

は偵察に参加したので今回は麓でバーベキュー待機するという。頂上へは23名が

向かつている。
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この山は標高はあるが急な上 りがなく、道のりが長く一気にというわけにはいか

ない。しっかり歩かされる。

武平峠から雨乞東岳に 3時間余りして到着し、本峰の雨乞岳にはさらに 15分と

いう具合。

そして、昼食、詩吟。下りは同じくだらだらとひたすら足を運ぶ しかない。歩か

なければ届かない。元の武平峠に戻ったのは 15時を過ぎていた。

ここからバーベキューの準備ができている場所まで車で運んでもらってようやく靴

が脱げる。

早い連中はすでに 1時間前に着き近くの国民宿舎で風呂に入り、すでに飲み始め

ている。我々も後を追う。改めて 5つ 目の山に乾杯。
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⑥釈迦ヶ岳 (1092.2m)  Hll.6.5.(土 )

いよいよ追い込みに入る。 6つ 目は LNG課 の担当である。釈迦ヶ岳は 7マ ウン

テンのなかで北から3番 目。日―プウェイや車で嵩上げできる山 (3つ )と はちが

って麓からしかも一気に尾根を登っていかなければならない山である。 LNG課 長

は義足であるがこの日のため事前登山を行い義足の調整しての登山である。

もちろん若手のサポー ト隊もいる。 17名が登り始めてから汗だくである。さすが

にきつい。私は最初からマイペースで、先導から離れているので気遣ってくれるが

はるかに私より遅い組も必ず居るので中間位にいつも居ることになる。この頃にな

ると皆もわかっているので誰も気にせず、それとなく前後を固めている人が居ると

いう感じられる程度である。

しかしさすがにきつい。というのも 5月 半ばから毎日夜のお付き合いがつづいて

おり、かなリボディブローを食っているからである。 6月 末の退任を予想してのお

付合いがまだまだ続く。

多少夢遊病者のようになりながら松尾尾根の頭まで 3時間。途中尾根からの景色

と谷風で元気を取り戻したが、それにしてもきつい。

松尾尾根の頭 (1290m)で おにぎりの食事を済ませ後者組といっしょになる。

釈迦ヶ岳 (1290m)の 頂上はそのまま 3分程縦走路を歩いたところにある。皆

で記念撮影して頂上を往復 して下山。元の道を下る。下りは速い。ほとんど休憩な

しで

下る。 2時間以内で下るが若い者は 1時間余りだったと言う。

麓の谷川のある朝明 (あ さけ)テ ン ト。バンガロー村でバーベキュー。材料をし

っかり仕込んできているので食べきれないほど。マイカー組には悪いが缶ビールが

次々に空いていく。

しかし、さすがにきつかつた。
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⑦藤原岳 (1143.4m) Hll. 10.17.(日 )

6月 までに 7マ ウンテンを制覇するはずだったが 6/19(土 )は雨天のため中止。

次の 6/26(土 )再設定の予定をしたがすでに人事異動の内示後になり、結局 7

月以降に持ち越しになった。

私も週 5日 の送別会が続き、 6/21に は新 しい会社の株主総会出席と引継ぎに

上越市と東京にでかけ、 6/22上 越共同火力発電株式会社の社長に就任 している

始末である。中部電力は6/30に 退任したのでその間兼務していたのである。

鈴鹿 7マ ウンテンもこれまでと思いながら、名古屋から長野経由で妙高の麓を走

る信越線に揺られながら直江津に入ったことであつた。

その後、再挑戦のチャンスは8/21に あつた。 8/24に 名古屋出張があり帰

省することになったのである。がよく考えたら、 22日 は年に 1度の発電所行事が

あるので所員は忙しい日である。前任が知らぬはずがない、電話するのをやめた。

次のチヤンスが来た。 10/18日 に名古屋での仕事ができ 16日 から帰省すれ

ば

17日 に実施可能である。週間天気予報も「曇 り」でまずまずだ。しかし、いまさ

ら

という気もする。ぎりぎりの 15日 (金 )に もとの分担の環境保安課ヘメールを打

った。夕方、「了解。早速メンバーを集めました。スケジュールは 6月 のまま。名古

屋駅 7時 01分の電車に乗って」との返事。続いて Faxも 6月 の計画書が修正さ

れて送られてきた。これで決まりだ。

10月 17日 (日 )朝 からよく晴れている。週間予報よりず一とよい。 7/1付

けで川越から転出した人も混じって 13名 が参加だそうである。

三岐鉄道の終点西藤原駅に着くと車組がいて、総勢 18名 になっている。若夫婦

と 1歳半の赤ちゃんも混じつてる。久しぶりの再会に喜び、 9時過ぎ登山開始。こ

の山はなだらかで初心者向けであり、 30年前私もよく来た山である。 3つ のコー



スのうち大貝戸道を登る。杉林の中、整備された登山道を zigzag に登っていく。

○○合目の看板も新しい。 9合目のすぐ下の山荘 (無人)まで 2時間余り。 18名

も先頭と尻ではかなり開いている。私のベースは相変わらずマイペースで中間位に

いる。今までの 6回でまわりの人は私のペースを知っている。「いつも呼吸が乱れず、

翌日もケロッとしている」と一日置いているようである。

頂上もなだらかで極めたと言う感激に乏しい。もう涼しい、早々と下山.

下山して予約した民宿で風呂に入り、最後の宴会である。デジカメでとったスナ

ップがTVに映し出される。新兵器をわけなく使いこなす連中である。でも準備が

大変だったと思う。近況を話し合い、 7マ ウンテン最後の達成にみんな心地よいよ

うである。集まってくれたみんなに感謝しつつ別れた。
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あとがき

かくして 7つ 目を無事 ?登山し終えて今年の新年の宣言を 100%達 成すること

ができた。もちろん 7マ ウンテンすべてを登ったのは私一人である。

6月 末川越を去るとき、所員から、すでに達成 していた 6マ ウンテンの思い出を

アルバムにして手渡してくれた。この気遣いもうれ しいがそのアルバムの中には山

のすばらしさ、初めで終わりと思う女性の感動の言葉、など感想文が詰まっていた。

そして、最後の 7つ めの余白を残して 。・・・

川越火力発電所営業 10周年記念のひとつにもなった私の 7マ ウンテン挑戦。ここ

で各山頂で吟じた漢詩をご披露 しよう。

「堂々圧海」

「伊勢湾頭萬尺楼  堂々圧海怒涛浮  誰知此業為公益  欲点明灯責不休」

(伊勢湾頭、萬尺の楼)(堂 々と海を圧 して怒涛に浮かぶ)(誰か知る此の業、公益

の

為)(明灯を点ぜんと欲し、ついに休まざるを)

[解説]

伊勢湾の岸には大きな建築物が建っていて、堂々と海に押 し出すように浮かんでい

るかのようである。だれが知っていよう、この仕事が公益の為であり、電灯電力を

供給せんとして日夜休むことなく働いていることを。誰もが知っていてくれる。

この詩は中部電力の現社長大田宏次作であり、川越火力発電所の入口にある詩碑に

刻んである。

私の在任中に行われた 3, 4号機 (各 165万 kw)の 増設は、完工によつて総

出力470万 kwの 日本最大の火力発電所なったのであるが、この建設工事を管理

している間の 5年間は「 7」 をコンセプ トとし、 7シ リーズであつた。

すなわち、

● 3'4号機とも各々 7台の発電機 (ト レイン)で構成されていること。

●燃料の LNGを輸送するLNG船が 7隻である。

● 3・ 4号機建設工事費が約 7000億 円

●3号と 4号の合計 3+4=7
● LNG産地のカタールまで約 7000マ イル

●堂々圧海の漢詩は 7言絶旬

●所長在任期間 7年 (新記録 )

おまけ

●鈴鹿  7マ ウンテン

おあとの準備がよろしいようで。

ハ
Ｕ

０
０

(お わり)



あ る 口青 れ フヒ 鵬 L琴火 σ)日 〔こ

「趣味」を問う欄に、たいして迷いもせず「登山」と書いてきたが、近年、何だか違和

感を覚えるようになってきた。例え標高千メー トルを超える山であつても、山道を 2、 3

時間歩いて山頂に至ることが「登山」なのかという思いがあるし、反面、道なき藪山を這

いずり廻つている行為をそう呼ぶのも似合わない気がする。僕が敬愛する植物研究家で、

若き頃は登山家でもあった小牧旋先生が言われる「山野跛渉」ほどの清廉枯淡の境地には

まだ遠く、せいぜいが「山歩き」、いや「山遊び」というのが一番当たつているようだ。

*              *              *

たしかに、登山道を辿るだけではなく、沢をつめ、藪や雪の尾根を歩きだせば、山は面

的な広が りを持つた存在となる。ひとつの山でも季節を変え、次は右俣の沢とか、あの踏

跡はどこへ続いているのか、などとやつているとまったくきりがない。そんな僕の「遊び

場」は、概ね医王山から南の標高千メー トル前後の山々なのであるが、ほとんど変態的と

もいえるこのような「山遊び」を喜ぶ物好きは稀であろうし、付き合わせるのも気の毒と

いうものである。それで、気の合つた仲間との山行がかなわない休日が、僕の「遊び場」

探究の日となる。その時々の目的、季節、安全性などを総合的に勘案して、最も適当なメ

ニューを選び出すのであるが、情報が整理されておらず、これがなかなか難しい。

*               *               *

先週の土曜日(1999。 11.20)は 、前夜の残業もあり、行き先を決めたのは例によつて朝に

なってからであつたが、いつになくすんなり決まった。吉野谷村の瀬波川キャンプ場から

河内村との村境稜線にかけて付けられている「散策道」を調べ、近 くにある白山信仰の遺

跡とされる「馬屋ノ壺」を探索 しようというものである。実は今年の 6月 初旬、家内と河

内側から直海川支流のオンソリ谷を遡ったとき、888mの三角点峰付近にループ状の道があ

るのを確認 し、その道は瀬波川の方から来ているものであろうと推測していたのである。

この三角点峰は、恐山または笈山と呼ばれる山で、ナカオ山岳会の『なかお特集号ら、るさ

との山・ 2』 (1979)に 、林正一氏は 〔泉鏡花の『風流線』に「昔、西国方の旅の巡礼の若

い夫婦、奥三方に詣でむとして途中笈ケ岳の半腹で不意の寒さに封じられて千丈の雪に埋

った。」とある笈ケ岳は松尾山西の笈山のことであろう。〕と書かれている。また、「オ

ンソリ谷」の地名は、「オソレ (恐れ)谷」の転訛と考えるのが普通かもしれないが、国

土地理院の地形図は、この西の谷を「コンソリ谷」と記 しており、内尾の下に「下折 (そ

そり)」 という集落もあることから、僕は「大ソソリ谷」「小ソソリ谷」 (ソ ソリはそそ

り立つ 口崖地の意か)ではないかと思つている。ともあれ、この一帯は白山修験の影が色

濃く残る地域であり、まさに興味を「そそられる」ところではある。

瀬波川支流のエイ谷右岸に付けられた「散

策道」を行 く。一つ目の堰堤で初級コースを

左に見送 り、上級コースを取る。道は荒れて

おり、徒渉もあるが、地下足袋をはいてきて

正解。二つ目の堰堤からの小尾根には、急な

階段が延々と続 く。よくもまあこんな道を付

けたものだと感心半分、あきれ半分。暑くて

夏と同じ半袖シャツー枚になる。左からの初

級コースと合流し、急登は終わつてヤセ尾根

となる。岩場からの眺めはよく、地図を広げ

て半時間ほど山座同定に費やす。キノコを探

しながらゆつくり登り、うつすらと新雪にお

おわれた見覚えのあるループ道に達 したが、
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尾根は広く、現在地さえ確信が持てない。ここで焦っても仕方がないと、まずはビールを

飲んで昼食。それから、三角点峰の笈山へ登つて現在地を確定し、「馬屋の壺」へのルー

トを見定めた。しかし、濃密なブッシュにおおわれた尾根は、だだつぴろい上に微妙な小

尾根があり、ルー トファインディングが難 しい所。再三、ルー ト修正を余儀なくされた。

ようやく鞍部に下ると、エイ谷支流の小沢の源頭から踏跡らしきものがあり、これをほ

んの少し下ると、 2m四方ほどの石積みがあつた。「馬屋の壺」にしては小さすぎるので

はといぶかりながらも、水音高く流れるエイ谷支流の沢の上には白山の姿があり、修験の

行場には相応しい所であると思われた。写真を撮つて引き返す。

帰 りは登 りなので、神経質になる必要がなく、ブッシュの薄い所を選んで行くと、下 り

の半分の時間もかからずに登り返すことができた。しかし、この調子良さが仇となって、

下 り始めてもループ道には一向に出会わない。さらに見覚えのない杉林も出てきて、頭の

中は―瞬パニック状態。これはいかんと小キジを打ってお茶を飲み、地図を広げて誤 りに

気づいた。

こんなら、うに、晩秋の一日、僕の「山遊び」は終わつた。道のない山は怖いが、このス

リルがまた、たまらない。いつもうまくいくとは限らないし、「バカくさ物語」に終わる

ことも少なくないのであるが、今回は二つの目的が概ね達成できて、充実感を味わうこと

ができた。ひとつは、 6月 から気になっていたループ道と「散策道」との関係・位置を明

らかにできたこと。ちなみに、石川県勤労者山岳連盟の『新 北陸の名山』に記されてい

る「散策道」のルー ト図は、やはりまったくのデタラメであった。二つめは、これも宿題

であつた「馬屋の壺」を探索できたこと。そして、二つめは、ナメコは無理でもクリタケ

ぐらいは採れたらと思っていたのだが、それが少し採れたこと。しかも、それは普通のク

リタケとは異なり、生長しても傘の裏が灰色にならない新品種のようである。商品価値の

ある「石川ブランド」の栽培キノコとして生産・販売できる可能性もあり (商品名は「白

山くりたけ」なんてどうだろうか)、 早速、鑑定と組織培養を依頼 したところであるが、

「山遊び」にはそんな楽しみもある。

(19期 栂 典雅 )

次ベージか らは

アクタス 9号  p37-39を

転載。p36の黒滝の写真は

割愛 します。

(き れ いに印刷できないため )
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◎神と自然の観念、現代に、栂典雅

白山信仰、越前禅定道復活の 意義

本文:今夏、白山信仰の登拝路の一つであつた越前禅定道の一部が復活
した。市ノ瀬から慶松平まで五キロの区間で、そこから観光新道に
合流して室堂に至る。この道は別当出合からの砂防新道が整備され
た後も旧道と呼ばれ、昭和の中ごろまでは通る人もあったルートで
ある。
●泰澄踏み分けの道
ところで、古来から神仏の坐します山として崇拝されてきた自山

に登拝路が開かれたのはいつの頃からなのであろうか。
白山比 =神社に伝わる『白山記』には「天長九年 (八三二)に三

方の馬場を開いて、そこから御山に参詣する」と書かれている。「
三方の馬場」とは加賀、美濃、越前における自山信仰・登拝の拠点
と解され、加賀馬場は現在の白山比 =神社 (石 川県鶴来町 )、 美濃
は長滝白山神社 (岐阜県白鳥町 )、 越前は平泉寺白山神社 (福井県
勝山市)がそれにあたる。そして、各馬場から白山山頂に至る道を
「禅定道」と呼び慣わしてきた。「禅定」とは『白山記』では白山
山頂のこととしているが、修行のための登拝を意味する言葉でもあ

る。
白山は越前の僧泰澄によつて養老元年 (七 一七)に開かれたと、

越前馬場最古の縁起書『泰澄和尚伝』は伝える。その開山伝承から
越前禅定道は"泰澄大師踏み分けの道"とか"白 山本道"などとも
呼ばれ、平泉寺から法恩寺山、小原峠を越え、三ツ谷、市ノ瀬を経
て六万山に登り、現在の観光新道を通つて室堂、御前峰に達してい
た。
加賀禅定道は、尾口村の一里野から四塚山までの間が昭和六十二

年 (一九八七)に復元された。また、美濃禅定道は、今でも石徹白
道 (南縦走路)として利用されている。
●三本の登拝路そろう
今回、復元整備された越前禅定道のルートは、昭和九年の大洪水

まで湯の谷左岸にあつた旧白山温泉からの道に近いものであり、急
な坂が六万山山頂付近に続く。この先には「桧宿」があつたとされ
、石段とも見える石積や江戸期の紀行文にいう「権現の愛木」とお
ばしきヒノキの巨木がある。
近年の地形図に「指尾山 (一四一人メートル)」 と記される峰は

、御前峰、大汝峰、別山の白山三所権現が望まれる適拝地「伏拝」
であつた。天丼壁のヤセ尾根の途中には「泰澄弟1髪の所」と伝えら
れる「弟1刀窟」があり、明治の廃仏毀釈によって破壊された石仏が

残る。
五輪坂を登り、江戸期から明治中期にかけて慶松室が存在したと

いう慶松平 (尾平)を過ぎれば、別当坂で観光新道に出合う。
今回の越前禅定道の復元により、自山に開かれた二つの禅定道す

べてにおいて山ろくの拠点と山頂が結ばれた。どの道にも多くの遺
跡や伝説が残り、古の登拝者をしのぶことができる。豊かな自然と
信仰の歴史が自山の特質であるなら、禅定道はそれを具現化するも
のといえよう。
●「擬死再生」の登拝
昔の人は現代の登山者の何倍もの時間と労力をかけ山頂にたどり

着いたに違いない。その行為そのものに罪やけがれを落として新た
な自分に生まれ返る「擬死再生」の意味があつたのかもしれない。
また、荒涼とした火口跡に地獄を見、畳ずく山々を埋める雲海や一
面のお花畑に浄土を感じたであろうことは想像に難くない。それこ
そが「禅定」であつたのであろう。神と自然は信仰という糸で結ば
れた同一の観念であったとしたならば、それを犯すことなどできる
わけがない。
我々現代人は、さまざまな効率と引き換えに、大切な何かを忘れ

てきたように思う。また、自然を科学的に観ようとすればするほど
、魂を揺さぶるような感性が失われてゆくのかもしれない。自然と
人との共生をいうなら、我々の命と文化の根源である自然に対する

畏敬の心を忘れてはなるまい。
(とが・のりまさ=石川県自然保護課企画専門員、金沢市 )

(=は ロヘンに羊 )



秋 の 雨 飾 山 山 行 くL温 泉

23期  鳥越

元来、文章を書 くというのは、小学校の読書感想文以来大変苦手なのですが、舟田事

務局長に、 この前雨飾山へ行 ってきたという話をちらっとしたところ、 20期代の原稿

が少ないので、その話をぜひ書いてほしいという依頼が突然来ま した。会計とは名ばか

りで、普段の事務局の仕事はほとんど舟田さんにやって もらっているし、歩いて 5分 ほ

どの近所のよ しみもあるし、 ここは断る理由も難 しく、出筆依頼を受けることと次第で

す。ただ しOBと なってか ら15年以上がたちますが、山へ行 く機会 といえば年に 1～

2回、 1泊 2日 で自山や立山へい く程度で しかなく、最近になってようや く2泊 3日 で

北アルプス、後立へ行 くことが年 1回 あるかないかといった私が、山行の原稿を書いて

もあまり面白い原稿 とはならないのではないかと思いますので、そこのところを含んだ

上で読んでいただければと思います。

さて本題ですが、今年の 10月 2日 に、百名山で有名 となった雨飾山へ会社の先輩・

後輩男 5人 、女 1人 で行 ってきま した。実は 2年前にも同 じような時期に、やはり会社

の人で雨飾山へ行 ったのですが、その時は頂上へ着いた後土砂降 りとなり、 こんな大雨

の中を歩 くのはいつ以来かなと考えて しまうほどの雨の中を全身ずぶ濡れで下 りて来た

というのがあって、その時にぜひ天気の良い時にもう一度上 ってみたいと思っていた し、

今回は天気が良さそうだったので、多少期待 に胸躍 らせなが らの気分で した。

10月 2日 (土 )AM5:30に 金沢を出発、途中小矢部 SAで小松出発組 と合流 し

て、一路小谷温泉へ向かいます。 しか し皆 さん も同 じ感想だと思 うのですが、大糸線の

道路は本当に良 くなりましたね ぇ―。 もう地蔵 さん も、国界橋 も トンネルの上。昔の道

を忘れて しまいそうです。そんなことを考えている間 もなく、小谷温泉す ぎの上 り口に

到着。さあ静かな秋の山を出発、 と思 った らちょっと様子が違 う。何 と広い駐車場が満

車なのです。連体でもないのに関東方面、関西方面、名古屋方面、各地のナンバーがズ

ラー ッと並んで、中高年登山ブームってす ごいんだなと改めて感 じざるを得ませんで し

た (そ ういう自分 も中高年の部類に入 りつつあるのですが)。 駐車場の手前の林道に車

を移動 させて、今度 こそにぎやかな秋の山へ出発です。大海川沿いに 7～ 8分進んでか

ら、樹林帯の急登開始。仕事の疲れ ?と 日頃の運動不足のせいで急登はかなりこたえ.ま

す。それにここの急登は 30分近 くず っと続 きますか ら、早 くもバテ気味です。そうこ

うしているうちに、やっと急登 も終わり、 トラバース気味の道 となり、やがて少 し下 っ

て荒菅沢へ出ます。 ここはなかなかの ビューポイン トで、沢の上部に雨飾山の三角形の

ピークと、その手前に応、とん菱 と呼ばれる岩壁が圧倒的な迫力で迫 ってきます。沢の水

量 も豊富で今までの上 りの疲れをいやすにはもってこいの場所です。 ここか ら再び急登

となるのですが、空は快晴、それにここか ら徐々に樹林 も低 くなリアルペ ン的ムー ドも

味わえるため、快調な上 りが続 きます。 1時間程 も上 ると、広い笹原に出て、ここか ら

ピークまではもうす ぐです。今回で 2度 目の雨飾山ですが、個人的な感想 としては、 こ

の ピーク手前の一面の笹原が雨飾山のベス トポイン トではないかと思 うのです。遠 く姫

川の河口には糸魚川の町並みが小さく見え、その向こうには日本海が広が り、標高 20

00mに 満たない山とは思えないほど高山的な雰囲気 も味わえます。 ここでのんびり昼

寝で もすれば気持ちいいだろうなと思いなが らピークに到着。案の定 ピークは関西方面

か らのツアー客 もいた りして超満員。昼食を食べなが ら、にぎやかな秋の山を満喫 し、
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下 りは一気に再び小谷温泉へ。 2時 間ちょっとで上 り口に到着 し、今回の山行は無事終

了 となるわけですが、 ここか ら今回の もう一つの (本 当はこっちがメインか も知れない)

お楽 しみ、 日帰 り山行の後の温泉です。実は 2年前 もやったのですが、 日帰 り山行の後

に温泉に泊まるというのは最高ですよ。 クセになりそ うです。泊まった場所は、上 り口

か ら車で 5分 ほど戻 った、小谷温泉の一番奥にある「栃の樹亭」 というところで、 ここ

がまた非常 にいい宿なのです。ぜひおすすめスポッ トですので、ガイ ドブック用の紹介

を少 し。 ここは関西の某大学の ワンゲル出身である会社の先輩の、大学時代の友人の方

が夫婦でや っている宿で、夫婦そろってワンゲル出身です。民宿より若干豪華な雰囲気

ですが、非常 にアッ トホームな感 じで、食事は最高に美味 しい し、す ぐ近 くには村の作

った露天風 呂まであ ります。玄関か らは遠 く後立の山並み も見えます。ぜひ一度利用 し

てみて下 さい。

とりとめのない文章 となって しまいましたが、もヽ らっと山へ行 くといった感 じで行 く

時なんかには、おすすめコースとなると思いますので、機会があればぜひお試 し下 さい。

蒲 原 良太 郎 の 追 悼 山行 日誌 !!   蒲原 道子

日時  99年 8月 20,21,22

名古屋の自宅を 3時 50分 に出て 36期 の清水君の運転で,朝 とは言 うものの夜 ,

殆ど眠つていないままの出発です。3人 で車に乗 りいざ富山に、

一宮インターに 4時 19分 →北陸道を通つて立山駅に 8時 着。

集 合 時 間 、8時 30分   未 だ 間 に会 う、

いつ も集 合 時 間 に は殆 ど守 らな い と い う、 ワ ンゲル 時 間 が あ るみ た いで 、 で も私

と主 人 はせ つか ちな性 格 で時 間 に は ピ ッタ リ !

立 山駅 、今 回 で 7回 ,日 (

見 なれ た 風 景 、 皆 来 て い るか な あ ?  最 近 は皆 と頻 繁 に 逢 つて い るの で なん か

懐 か しさ よ りち ゃん と来 て い るか の 方 が 心 配 、 今 年 は皆 早 い、 ど う した の か 時 間

を守 つて い る 「 おか しい」

今 か ら荷 物 の 点 検 、振 り分 け ,私 と主 人 は 悪 い と思 い つ つ 、持 て な い、 今 年 こそ

と思 い つ つ無 理 、皆 の 荷 物 分 け を見 て い るだ け、私 ,10キ ロ、 主 人 ,テ ン トが

あ るの で 14キ ロ、 之 を持 つ だ けで も大 変 です 。

私 も以前 な ら出 来 なか つた が 今 で は 平 気 (ち ょ と無 理 して い るか な あ)に な りま

した 。 い よ い よ立 山駅 9時 出発 、   美 女 平 9時 30分 着 、

天 気 が い ま い ち 良 くな い 、途 中の 道 で も雨 が パ ラパ ラ して いた 、 少 し心 配 、 そ う

こ う して い る内 に 、室 堂 に到 着 、こ こか らが 大 変 い よ い よ登 山 開 始 、室 堂 10時 50

分 出発 、雷 鳥沢 に 11時 30分 、昼 食

メニ ュ ー (サ ン ドイ ッチ 、ハ ム 、 チ ー ズ 、サ ラ ダ菜 ,オ レンジ 、 なぜ か オ レンジ

ジ ュー ス )と て も豪 華 な昼 食 、 30分 ぐらい休 憩 して さあ こ こか ら、剣 御 前 まで

頑 張 ろ う !!



進藤 清水 和田     片岡 福田

樫村 石川 奥  山本 新倉  寺島 柴田

藤牧井上 蒲原 蒲原  井村  吉田   立山駅で

こ この登 りは 30分 が と つて も き つ い、ハ アハ ア 、呼 吸 が つ らい いつ もな ら こ こで 、

も うバ テ テ い るが 今 回 は違 う、す こ し有 酸 素 運 動 を した お陰 で 思 つた よ り辛 くな

い,汗 が額 か ら ど つ と流 れ て くる1そ うす る とふ っ と楽 な ときが あ る,こ ん な事

感 じた の は初 め て ,心 の 中 で 嬉 し くな った 。私 に も こん な 気持 ち で 登れ るん だ あ

つて一 人 で うき うきな気 持 ち 、主 人 は ど うなん だ ろ う ?

前 の 日ま で遅 くまで い つ も仕 事 を して い るの で ,き っ と疲 れ て い るん だ ろ う ?

だん だ ん 標 高 が 高 くな る つ け頭 が痛 くな るみ た いで 、何 回 登 つて も痛 いみ た い 之

は き つ と疲れ て いて登 るか らだ と思 う。

ゆ つ く り登れ ば き っ と言 い と思 うけ ど、 よ うや く飢 御 前 に 着 き後 は剣 沢 小 屋 に行

くだ け,3時 30分 着 、雨 が降 つて くるの で手 早 くテ ン トの 設 営 ,之 も慣 れ た手 つ

きで設 営 終 わ り,少 しテ ン トで休 憩 し、 夕食 の 準 備 (私 と主 人 は作 つて も ら うの

を待 つて い るだ けだ け ど)5時   夕食  (ビ ー フ シチ ュ ウ )

6時  息 子 の追 悼   剣 が見 え る高 台 の 場 所 で 1毎 回 こ こに来れ て本 当 に嬉 LIい ,

み ん な と手 を合 わ せ 、 [ま た来 た ]よ って息 子 に話 しか けた 。 こ こに来 る と と つて

も悲 しくな る。

二 日 日、

3;30 起 床

4;00 朝 食

5:00 出発

朝 、二 時 ご ろ 目が さめ た 、 トイ レに 行 きた くな リテ ン トか ら出 て ,空 を見 た 星 が

どつ と落 ち て くるみ た い ,こ こに い る こ と,こ こに いな か つた ら こん な 星 は見 れ

な い、 こん な事 考 えて い る と不 思 議 な気持 ち に な る。

未 だ起 き るの に早 いの で も う一 度 眠 りに入 つた 。

■



平蔵 コルそば

片

福 吉 進  岡

田 田 藤 井 山

蒲 井  上新本奥

蒲原 村 樫 倉 出

原    村

金 石  柴

井 川  田

4;00 朝 食  棒 ラ ー メ ン

5:00 出発 雨が降 りそ うな天気なので今 日は ピー クまでは行かない事 に し、

息子の落石の現場近 くまで行 く事 に、

いざ出発 、

剣山荘 まで途 中少 し雪の ある場所 を慎重に通過 し、5:45分 剣 山荘 につ き少 し休憩

10分 ぐらい、

さあ少 し登 りを頑張 ろ う !  ―服期  6:45分  休 憩 15分

前期 にて昼食 、未 だ昼食 には早 い  8:30分
早めの昼食,  パ ン、ウイ ンナー 、

その後現場まで行 くの はやめ、前飢 の先で ,追 悼 を し下山,12:00テ ンバ に もどっ

た、 とって も疲れ ま した。。。。。。

そのときのビールの美味しさは,言 い表ゎせないくらい美味 しかつた。

夕食まで,又 テン トで休憩,う とうと眠つていたら,懐 かしい声が聞こえてきました

34期 の岡田さんだ、一人で登つてきたみたい、どうも途中、道を間違えてきたみ

たい,肉J山 荘に行つてしまい、大菱な思いをしたみたいです。

ご苦労撮でした。

夕食を食べ,こ め日、  メニュー (ビ ーフシュチュウ)

3由 自の追悼をしました
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発ヽ り大変 で した 。最後の室堂 までの登 りの階段が ,と つて も嫌 い ここをも ぎれ ば、

もうつ く頑張 ろ う、み くりが 池の前 ぐらいで息子の 同期の 清水君 が私の リュ ック

を持 つて くれ ま した。 も嬉 しくて元気 にな り,よ うや く室堂 に着 きま した。

此れ で今 年の追悼 山行 は終わ りです

最 後 に 、

毎 回 、皆 が息 子 の 為 に 有 難 う。

毎 年 み ん な に 迷 惑 をか けな い よ うに ,今 年 は エ ア ロ ビク ス を した り,プ ー ル に行 つ

た り しま した 、 又体 を鍛 えて 、毎 回 行 けれ る よ うに 、皆 と登 れ る よ うに ,い つ ま で

行 けれ るかわ か らな い け ど、 ま た鍛 えて い きた いで す・

最近 では山以外皆 と会 う事 が 多 く,皆 結婚 を しその たび私 と主人は二次会 に出席 さ

せても らっています。つい最近 ,京 都 で 34期 の片岡君 ,37期 (福 田君 ,新 堀 さん )の
二次会に も出ま した。其れ に いろんな処 に行 く事 が出来て嬉 しいです。

皆 とお酒 を飲ん で喋 つて いるだ けでなんか とつて も幸せ な気持 ちになれ ます

なんでか解か らな いけ ど、今 では仕事 の仲 間 とか友達 とか いろん な人 との交流の

中でワンゲルは私 と主人には欠かせ な くな つて しま っています。

息子が こんな形 で ,私 た ちにい ろんな事 を教 えて くれ ている と思 うと嬉 しいです

息子が居たか らこそ楽 しさ辛 い事 もあった けど今で は幸せ です。

本 当にワンゲル に人達 に感謝 しています。

有難 う。 此れ か らも宜 し く !!!!

一-41-一

Ч 饉 |、

｀ヽ ■



拡 大 ■ 5期 会

Jに燿蒙測甲ノヽイ姜幸I翌野

幹事 15期 祖父江 直久

「そして生力ヽ やはり、死ねない人間が背負わ

ねばならないものの様0こ思えて来る。つまらな

くて、そして本能的でしかあり得ない生は、そ

ね緻にこそ重いものとして光って見えてくる。」

Qけ卜 昭次 追悼集ckり )

追悼集の横井の文章には必ず「死」が出てく

る。横井ほど、生と死を見つめていた男は、私

のまわりにいない。その思想は哲学的で、聞い

ていても理解出来ないこと力つ かった。

今Flの慰霊に際し、追悼集を読み直してみた

が、眠は文字を追っているものの、1り1の中θ)モ

ニターは、横井の顔が映しHlさ な ほとんどの

文字は1図の中を素通りしてしまった。

9月 11、 12日 のワンゲル拡大15期会木曾岬大

会には、遠路はるばると集合してもらってあり

がとうございました。お蔭1業で無事終了するこ

と力ヽ 11)は 佐野君ともどもホッとした所です。

あの署い、よく晴れた日力ヽ裳かしく思いJlさ れ

る今日この頃です力ヽ いかがお過ごしでしよう

低俗 (?)な長島温泉の近くという設定のせ

い力＼ 連絡の遅延のため力、 出席者が当初の予

想の47名を大幅に下回り、14名 となりました力ヽ

逆にこじんまりとまとまり、不慣れな幹事とし

てはスムーずに会を運営することが出来てよか

ったと思っています。しかし、次の松林君には

頑張ってもらって多数参加していただくようお

願いする次第です。

今回は11期の森川さん、16期の川端、清水両

君も参加してくオk雀瞳りま様でした。また、 4

年振りに横井君を追悼することが出来て、1旬の

つかえが少しラクになった気がしました。キ柵

君からも、「葬式も行けずにずっと心残りであ

ったが、今回行けて本当に良かったJという電

話をもらって、幹lFと し′て嬉し′い言
・
葉をもらっ

たと思いました。

9月 12日 、みんなと別れたあと創 11さ ん、上

馬夫妻と、桑名の六華苑という明治時代の建物

を見学し、落ち着いた和風庭園の茶室でお茶を

いただいて帰りました。もし又来るようなこと

があれば案内します。

本来一人でやるべき網 1の仕事の面倒な部分

をみんなやってくれた佐野君にこの場を借りて

感謝θ)意を表したいと思います。

ではまた来年、金沢で会いましょう。
か。

間所  川端 佐野

祖父江 坂尻 舟田 森川

上馬 高村  松縄
42 ‐
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金沢大学ワンダーフオーゲル部拡大 1

木曽岬大会会計報告

収入の部
前回繰越金
今回会費

小計

支出の部
旅館 「庄 助」

喫茶 「BMW」
なばなの里
お弁当
お花代
通信費・事務用品費・雑費

(舟田 節∋

弥富―金沢発の観光ルートに、まず載っては

いIIせん。15期同期会では、地元ならではの名

所を幹事にコーディネートしてもらえるの力ヽ

本当に楽しみです。現役時代には、後年にこん

なスペシャルヮンデリングサービスまでついて

いるとは知りませんでした。現役の新入勧誘に

是非役立ててほしいです一なんちゃって、駅舎

からイ可から、金魚のモチーフがあバ、れています。

平成 11年 9月 18日
報告者   佐野 哲雄

備考

16000*14

5期会

金額
34,082

224,000

瀬
〕

258,082

207,733

8,500

12:000

12,000

5,000

12,849

1000本 12

1000ホ 12

小計 258,082

合 計 0

注意
桑名の居酒屋「串まん」の費用、及びタクシー代は、

祖父江先生のポケットマネーからの支出となっています。感謝 !ll

残暑厳しい中でしたが、幸い天候にも恵まれ、楽しい時間が過ごせたかと思います。

スライド、自然観察員の説明、牡丹鍋、花火、停電、焼き蛤、医院見学、慰霊、ケーキ

ベゴニア、河口堰、松坂牛のお弁当に検尿コップと盛りだくさんの2日 間でしたね。

来年は、出会いから30周年ということで金沢での開催とし、

幹事は松林君にお願いすることになりました。

来年もおいしいお酒が飲めるよう、お互いがんばりましょう。

「なんで ?」 と鵬|い たら、弥富は、金魚d亜酬0.

2の町で、テレビで金魚品評会が映っているの

るのもここと教わりました。 T―l上ちゃんと利、は、

これで恥を掻く機会が一つ減つたと喜び合った

ものです。なるほど水田に交じり多くの養殖池

力ヽ広がり、かなたには長島温泉の大観覧車が見

えて、大平洋を控えた水郷地帯なのだとi断尋で

きました。
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「庄助」の書卜屋はもう温泉とビールでできあ

がった人が ‐
1/Tsこ れでは送迎係が哲ちゃんに

なるはずで、ヮンゲ
｀
ルには飲めない人も必要と、

またここでも悟ることがありました。

女1引円の部屋で一息つきながら、敏栄さんの

スヶッチブックを見せてもらいまとノた。上馬さ

んの不調、入院で千々に乱れた心が絵にも綴ら

れていて、生きるとはБlいであり、支え合いで

あるとも改めて思いました。1可がどうではない

けれど、一イFの無事を喜び、讃え合う大切な集

まりです。

おしつけがましく、高山植物のスライド上llL

何がおしつけがましいって、全部今年撮影の生

々しい映像で、711光新道のものは先週撮ったば

かりのものだったからです。それに奥名会長の

ほやはや自然解説員の説明付き。このくらいノ

ル性格でないと、根性だけではOB会の屋台骨

は支えられません。

クラクラときた所で、生L丹鍋へ。水IIlの真中

でイノシシ?と思ったけれど、川端君の言うに

ここらはまことにイノシシの多い所で、害獣駆

除にも大いに食すべきとのこと。恥を掻く機会

がまた一つ減ったとすべきか迷いつつ、箸を進

めれ|よ 月ξンポンと花火の音。長島温泉今夏最

後の花火だと力、誰が気を回して消燈したのか

と思ったらほんとの停電で、15期になりきった

森川さんと寄り添い?光の競演を楽しみました。

二次会は桑名までタクシーを走らせ、居酒屋

へ。あの有名な、桑名の焼き蛤他を御馳走にな

りました。さっきの庄助もここも、 (ついでに

翌日のケーキ屋も)、 皆、祖父江先生のお得意

様で、携帯でのそつない連絡で、着け1測 IP席

が用意されておりました。清水さんが「学会の

帰りということにしよう」と気取ってみたけね′

ど、親父さんにはすぐばれてしまったみたい。

すっかりいい気分でお宿に戻り、恒伊1ヮ ンゲ

ルソングのゆうべ。なんであの頃kこんな歌ば

かりで満足できたのかな?その歌力ヽ いろんな

思い出を蘇らせてくれます。歌詞があやし′いの

は仕方なしとして、なス′べん白山の尾根を歌い

出したっけ間所さん。その席で次回金沢編幹事

は松林さんと決まってしまいました。

翌朝は、お供えの花束を取りに祖父江医院に

寄り、内部も見学させてもらいました。華やか

な女性スタッフに囲まれにこやかにほほえむ院

長先生の写真 いかにも、関節や腰の痛みがほ

んわか薄らいでしまいそう。卒業してから得た

家族、仕事に励む姿を垣間見るのは、何かほの

ぼのとした幸せです。もう学生1罰tは帰らない

一それがキリキリとした感傷をよぶこともあっ

たけれど、みんな相応の責任を背負い生きてき

た一それを振り返る時間を共有できるの|ょ、感

謝としかいいようのない気がします。



そんな感i力lθ)負 tl寺 らに浸りながら、本曾り||ベ

リに立ちまと′た。金″さでは想像のつかないほど

の広い広い河川敷とはるかかなたの対岸と、ま

ぶこ′い空でした。この近くで 4年前、横井さん

は1=く なりました。

大分からの弟一家と立山に登った8月 14日 、

「ヮンゲルからの電話がいっぱいかかっていた

ぞ」とUL数 日前ιこやっと会報を発送し終え

ていた私は、そんなに反響があったえ′か |と脳

天気にニタッとしたものでした。力ヽ ようやく

つながった電話は思いがけない言ドΠでこ′た。机

の_ヒには宛名を書いたまでで、お盆に本文を書

こうと用意してあった山のポストカード.横ブト

さん宛のを手にし′ながらポl:tポ ロ涙がこぼ11′ま

と′た。

事故の時にもこんな青い空が広がっていた筈

です。今も水上スキー大会で賑わっています。

賑やかな笑いが一瞬に凍りついた日のことは、

想像するだに残酷です。どス′な哲学苦より、宗

教より、高村さん、比:口井さん、横井さんは、

「生きる_」 ことを教えていきました。きちんと

生きていかねばと思います。

木曾三川公園。恥ずかしながら、私、川の名

前を棒暗記した記1意までしかありません。長良

り||の源流が白lll― の́知識がフ
゜
ラスされた程度で

した。川とのbれ のヽあった地と認識すると、景

色の中にも、防水の備えが見えてくるの力Wi鮮

な発見でした。

ベゴニアガーデンは見る値あり。植物園はそ

れなりに見たことはあります力ヽ すごいスケー

ルでした。これほどの管理ができるなら、農産

物の未来は明るい |と思えまし′た。

そして噂の河口堰の横で、松坂牛のお弁当を

広げましたが、配達のオッサンカヽ市安の店員で

はなく、ネI成江さんの父上と判りら闘貝。その上

に、ビールを本物の検尿コップについでもらい、

尿をビールみたいと思ったことはあるけどなあ。

そう、幼児は右から10ま で数えて、じゃあなか

らは?と言うと、やっぱり数えてみてで41い と

10と はキ断浮しませ/tノ。 これは本1勿のビール 1逆

1伝α)発想に軽い製のきしみを覚え、思わずそん

な幼児の気持ちがわかった気がしたヒトコマで

した。

河口堰もしっかりお勉強していよいよお別れ

です。盛り沢II:の スケジュールでの歓待ありが

とうございました。男は黙って、すっとややこ

しい精算に励んでいた哲ちゃんもありがとう。

30年経っても、成長と発見のあるこのご縁を本

当に大tJJに思います。

次回は金沢で。歓待というよリシゴキかもね。

でも優しく、懐かしく30年前を再現させます |
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23期越前海岸海水浴同期会 H ll.8.7～ 8

23期  石地隆司

11月 のある日、学研教室 と書かれた見慣れぬ封筒が舞い込んだ。 「しま じろ う」の DM

はよく来るが学研は初めてだなぁと裏を見て ドキリ。和雨集長か らの原稿依 1頂 であった。 1↑

事だつた責任上、報告書は書 くつもりでいたが、催促 されない と腰が重 くて…。それに し

ても今月いつぱい とは〆切がきつい…。20期代の原稿が少ないとい うことなので、いろい

ろ寄 り道 しなが ら報告を。ちなみに参加者は以下の通 り。

大人

石地      1

宇野      1

小久保     2

興井           2

高橋 (旧 姓塩山)1

戸水      2

中り|1      2

名倉      2

宮西      2

本す月1         2

計   17

言:

1

1

3

4

1

5

5

5

2(大 1匹 )

4

31

7-夕々

3

3

3

2

14

前回の同期会は富山グループが主催 して五箇山で、前々回は金沢が自峰で行なつた。今

回からは名古屋にもやつてもらお うかという話も出ていたが、中心となるべき窪川がアメ

リカに飛ばされて ?しまったので今まで通 り関西担当となつた。で、昨年末、23期関西支

部恒例の忘年会において、今回の打ち合わせをした。関西のメンバーは、僕と宮西、興井、

小阪のとっつぁん、高橋 (旧 姓塩山)のち―ちゃんの 5人。ここ 2年程とつつあんは仕事

が忙 しいらしく今回も欠席。

この忘年会と言えば 3年前だったか、鈴木ヤスが参加 したことがある。ヤスが広島から

岡山に転居 したというので、それなら関西の隣県だから関西支部みたいなものだと宮西に

相談 したところ、早速声をかけたらしい。結局仕事場が広島だったので当日は広島から新

幹線でやって来た。忘年会ごときに呼ぶ方も呼ぶ方だけど、来る方も来る方だ。こういう

付き合いの良さが何 とも嬉 しい。ヤスとは興井の披露宴 (前 日がヤスの披露宴だつた)以

来だつたから6年ぶ り。23期のほとんどが卒業以来この時くらいしか会つていないらしい。

大津駅で待つていると向こうから学生時代と変わらず 「やあ」と言つてヤスが来た。が、

見てビックリ。確かにヤスなのだがあのヤスが丸くなつたのである。 2合飯食っても太ら

46-―
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ん、春合宿ではザックの方が重いなどと言われていたヤスが見事に丸い。聞くと結婚 して

10 k g以 上太つたらしい。まぁ典型的な幸せ太 り。体重も僕と逆転 してしまつた。ワング

ル時代を思 うと考えられないことである。ヤスは広島大の大学院で心理学の学位をとり短

大の講師をやつているとか、確か言つてた。カウンセ リングもしているらしい。学生時代

を知る我々からすると、大丈夫かな ?と 思つてしまうけど…。

話がかなり横道に逸れてしまつたが、打ち合わせの前に官西と相談 して幾つか候補をあ

げておいた。前回関西担当のときは自馬乗鞍スキーを企画 したので今回は関西方面でやろ

うということになつた。ただ、メンバーの大半は北陸なのでアクセスを考えると滋賀県北

部あたりとなる。山なら伊吹山くらいかなぁということで、山東町のグリーンパークに宿

泊して翌日伊吹山登山というのが一つの候補。あと余呉のウッデイパル、琵琶湖の水泳場で

という話も出たけど、僕の個人的好みで福井方面の海水浴を入れた。結局話 し合いの結果、

伊吹山登つてもなぁ、ウッデイパル じゃ今までのと余 り変わり映えせん し、ということで海

水浴に決まり。早速正月 5日 に宮西と越前海岸へ下見に行つた。

最初は敦賀でも良いのではという話があつたが、あのあたりは 8月 は大変な渋滞で早朝

に敦賀インターを出ても浜に着いたら昼過ぎだつたなんて話をよく聞く。越前なら武生か

福井で降りればよいからあの渋滞はない。それに越前へは毎年数回必ず潜 りに行つている

のでこのあたりのことはよく知つている。実は僕自身山派より海派で、ダイビングクラブ

なんてものが大学にあつたらそちらに入つていたかもしれない。越前へは通いはじめても

う20年近い。最近は道路事情も良くなつて昔に比べるとllL分 近くなつた。あの彦根の人が

10人程亡くなつた崩落事故の日も天気が良ければ潜 りに行く予定だった。事故はいつも潜

つているところから数百メー トルのところでおきていて、強行 して行つていたら崩落の大

音響を聞いていたのだろう。

いつもは何人かで行つて採 りたての魚貝類 (本 当は漁業権の問題で採つてはいけないん

です。ハイ。でもその場で食べる分くらいなら大日に…。実際、巡視の漁船が見回りに来

たことがあつたが 「ここで食べる分くらいならいいけど。」と軽い温i意 を受けただけだつ

た。それどころか 「これくらい小さいのは逃が してやつて。あの岩場辺 りまでいくと大き

いのがいるから。」とポイン トまで教えてくれた)を焼いて浜でバーベキューをや りなが

ら一杯飲む。これが最高 !特に採れたてのアイナメの塩焼きは絶品。以前広岡を誘つてこ

こでバーベキューをやつた事があつたが、「何ちゅう贅沢なことしとるんや」と感嘆 して

いた。ただ最近はダイビングブームとアウ トドアブームの影響か、昔ならどこに潜つても

いたサザエが激減 している。たまにボンベを背負つた数人が大きなケースに山盛 りのサザ

エ・アワビを何杯か浜に揚げるのを見かける (ボ ンベでの魚貝類採取は違法らしい)。 最

近は山でも高山植物が栽培ブームの影響で業者に不法採〕反されていると聞くが、金 t)う け

の為なら何でもやつてしまうというモラルの荒廃ぶ りはさみ しいllltり だ。
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話がまた逸れて しまったが、岩場に関しては精通 しているが宿泊施設 となるとまるでわ

からない。それで良さそ うな旅館・民宿のパンフを手当た り次第かき集めていった。杉津

から三国の手前まで約 60 k m走 って一通 り集め、やはり子供も多いし砂浜がいいだろうと

越廼村蒲生海岸に場所を決める。岩場の続 く越前海岸にあって貴重な砂浜だ。

螺
1999年 7の月か 8の月に何かが起こる?

関西支部からの大予告

いよいよ1999年になってしまいました。今年はあの
予言Qの年。そうです,関西支部の当番の年なのです。
ということで,恒例の関西支部忘年会ヮめの席で今回は,

堅越前海岸で海水浴と宴会齢
纂    L     伏

ということになりました。ぜひとも御家族グで参加下
さい。
民宿綸に 1泊 2日 (夕方迄に順次集合,翌朝解散)

で場所は検討中です。 (新年に偵察済)開催日を下記
のように計画しておりますので,参加可能な全ての日
程と参加人数を返信はがきに記入の して,

篇越前海岸で海水浴と宴会齢
然    L     武

に参加できるすべての日程と参加人数 (子供の場合は
年令も)を記入下さい。一番多い日程に決定して予約
を入れます。

叡ま

硼い
一

戯

2月 20日 までに返送甲お願いしま九
秦 日程

言己
(A)7月 24日 F■l～ 7月 25日 □
(B)7月 31日 l■ ～ 8月 1ロ ロ

(C)8月 7日 F■l～ 8月 8ロ ロ   無i

正式な案内は,日程を決定して春☆ごろにお知らせ
いたします。

①llり い合わせ。)は ,ri地 または宮西までとうぞ。

場所が決まったところで、官西が上記の往復はがきで 23り切全員に都合を‖‖いた。その結

果、日程は 8月 7・ 8日 と決まる。最も条件の良かつた民宿 「よねや」も予約が取れた。

下見 しただけあってこの民宿は本通 りから一本浜寄 りの海岸通 りに而 した宿で文字どお り

日の前が海。 1泊 2食 で大人 7,000円 、子供 5,500円 と値段 ()手 L頁。それで1)4人 家族だ

と交通費を含めて 3万円近い出費になる。

日  程 大人 (人 ) 子供 (人数 0年令or学年)

7/24□ロハv
7/25任ヨ

7/31□～
8/1日

8/7E～
8/8日

氏  名

御意見または近況をお知らせ下さい。



海水浴の
お知らせ

春ごろに連絡する予定が、大幅に遅れまして申し訳ありません。

『越前海岸で海水浴と宴会』の日程を、おしらせいたします。

8月 7日 (土 )～ 8月 8日 (日 )

他の日程で返事を出された方も、綺 ご検討ください。

民宿の前が海水浴場なので、皆様適当な時間にお集まりください。民宿の駐車場にとめて、着替えや荷物あずかりも、

民宿を利用できます。夜の宴会までは自由行動で,特には催し物を考えておりません。翌日も朝食後順次解散とします

が、シャワーや着替えはできると思います。

最終の,予統 定のた桐 封のはがきに出欠を豚 して7月 17日 必 着 で達 して

下さい。
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民宿は、よねやです。
福井県丹生郡越廼村蒲生11-6 TEL(0776)89-2266
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参□

□ 不参

1・

 ｀`
 1 1.ギ鶴■1 1        1

同封の,『よねや』のノ1ンフレットも参考にしてくだそ

越前海岸で海水浴と

カロ

参 加 され る方 は 、人 数 等 記 入 くだ さい 。・

大人|‐ |:(■■■)1人■

子1供 (■ |11)1人■年齢0「学年 (■■■■■ |‐ |‐

|‐ )

氏名[

‐■ ■ ■ ■ |

|「1111111 ご意見または近況をお知らせください。
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前ページの通り、宮西の力作で案内状を送付 した。一応企画として地引き網や体験漁業

(大敷網の最後 30分程を手伝 うというもの)を探 したが、地引き網は越前海岸ではやって

いないとのこと。体験漁業も日曜の AM4:00か らということで参加者に呼び掛けはしたが

早起きできる自信のある者はいないようで希望者はなし。

ということで、今回はメインを夜の宴会としてあとは各家族単位で楽 しんだらいいだろ

うということになつた。幹事の役割分担は、興井が花火とすいか害1り の準備、宮西が会計

とこまめな連絡係、僕が巨大クーラーを幾つか用意 してビール・酒 。つまみの準備、ち―

ちゃんは宴会盛 り上げ役となつた。

1日 日、僕はいつもの岩場で潜つていて (今回はカミさんが臨月だつたので単独参加 )

宿に着いたのが夕方だつたので既に全員宿に入つていた。聞くところによると二々五々宿

に若いて家族単位で適当に泳いで夕方には宿に集まつたらしい。そ して夜の宴会。料理の

方は舟盛 りを4つ用意 して値段の害1に は豪華そうに見えるようにした。ただ、半分近くは

子供なので今回も終始子供会の雰囲気で昔話に花が咲くなんていう状況からは程遠い。そ

れにしてもみんな飲まなくなった (飲 めなくなった ?)。 それだけ年をとつたということ

か…。宴会もそこそこに子供たちを連れ浜へ出て大花火大会。遠くにイカ釣 りの漁火が浮

かぶ静かな夜の海に色鮮やかな花火が舞い上がつてなかなかの風情である。

そして子供たちが寝静まつたあとが我々の時間。今回は宇野の話が中心だった。実は昨

年末宇野から年賀状欠礼の葉書が来た。見ると奥さんが亡くなったとのことでびつくり。

折 しもその lヶ 月前、僕の高校時代の同級生で、同業でもあり、業界青年部の会長・副会

長を一緒にやつていた友人が会長現役のまま急死 したばかり (し かも亡くなる前日は親会

主催の慰労会で隣で飲んでいた)だつたので、身近なところに続 く不幸に暗い気持ちにな

つたものだ。彼の会社は社員 50名 余りの我業界中堅企業だつたが、今年に入つて病身の親

父さんも亡くなり若き指揮官を失つた会社はあっけなく倒産 して しまつた。まさに人生何

が起こるかわからない。

l iillr2の 奥さんとは随分前の1司りUI会 で一度会つたきりだが、きわめて健川:そ うで病弱な雰

囲気はかけらもなかつた。宇野の話によると、一度ガンの手術をしていつたん回復 し職場

復帰もしたらしいがその後転移 したらしい。最期の方はかなり痛みに耐えかねていたと言

っていた。ツ」子を残 してさぞや無念であったろう。現在子供は名古屋の実家で育ててもら

つているとかで毎週末福井と名古屋を往復するという大変な生活を続けている。普段は飲

んだくれているとかで (確か学生時代あまり酒が強くなかったはずだが今回一番飲んでい

たのは宇野だろう)、 「何でみんな飲まんのや。ほんまに弱くなったな。」としきりにボ

ヤいていた。翌日のこともあつたので 12時には寝たのだが、宇野ら3～ 4人はまだ飲んで

いたようだ。
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○

興井 村井

○

○

○  ○ ○  犬 ○

戸水村井 名倉中川 宮西    ○

小久保 宇野 名倉

(撮影

○  ○ ○ ○

小久保 宮西 中川

石地 戸水 高橋○

興井 )

高橋 (旧姓塩山)
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翌日、小久保、村井と子供たち数人が早朝より近くの港で魚釣 りをしていたらしい。が、

食べられるほどのものはとれなかつたようだ。朝食後、集合写真を撮る。幹事が全員カメ

ラを忘れて来たので戸水のを借 りる。ナリの家族は所用により帰つていつた。10時半から

はすいか害1り でそれまで自由行動。その間を利用 して沖のテ トラポットまで泳いでみた。

裏側にまわると砂浜なのに意外と所々サザエがテ トラに付いている。これは後で子供たち

に焼いてやれると採つておく (本 当はいけないんです !)。 小さなタコもいた。これも誰

か喜ぶだろうと袋に入れる。浜に戻ると9tl井 の家族がいたので早速子供にタコを見せた。

気持ち悪いと言つてつかもうとしない。興井が 「あれ、やつば し石地やつたんか」。何で

もテ トラの上から潜つているのを見ていたらしい。タコはすぐ逃がしてやるつもりだつた

が、興井の 「食お うぜ」の一言であわれブツ切りの運命に。

10時半になりすいか割 り。担当のJt井は、砂浜だと台が要ると言つて小さなみざらまで

用意していた(,た だ、砂浜でやると割れたすいかが砂まみれになりそ うなので、結局はルト

車場の空いた所を借 りてやつた。何人日かで棒が折れるハプニングがあったが、すいかも

みんなに配 リー応これで団体行動は終了。あとは各家族自由に泳ぐなりして適当に帰つて

もらうことになっている。

さて、先程のサザエとタコだが、実は個人装備として 20人分程度の焼きそばの4E備 をし

てきていた。本当は昼食としてバーベキューをやれればよいのだが、人数分コンロから鉄

板から材料から用意するのはとても無理だから昼食は各自で食べてもらつてちょつとした

付け足しに子供たちだけにでも焼きそばをと思つて準備 しておいた。まずは網でサザエの

壷焼き。それと前日たまたま採れたアワビを刺身にする。そして鉄板で焼きそば。1家バラ

と共に具になったのがタコのブツ切りである。これが意外とプリプリと歯ざわりが良くう

まい。宇 Jlf7が ず うつと焼く世話をしてくれて、宿に残つていた数人以外の大半が舌鼓を打

った。大いに看Xり 上がった昼食海鮮バーベキューであらたし

こうして今回の同期会はお開きとなつた。次は金沢が担当で何か企画 してくれるだろう。

この年になると 1～ 2年ぶりでは変わり映えしないが、子供たちの 2年は随分成長 してい

る。次回はうちも子供 2人連れて4人で参加できるだろう。 2年後が今から楽 しみだ。
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日も又、カミさスノが足をヤトいたのにも
't付

か・ダ、 (1に ドレイ`ン11)憔 11lθ:)ワそいスIり 0こ れ1オ らゞり
や
、 lil,[

ドンドン歩いてしまいました。でけた。

「秋深じ アキ・アキ夫婦 飽きもせず」

を取り入れなかった。頑回なゲ
｀
ルマン魂をそこ

⊂)IB― ritill亜f言

昨口 (8月 22日 )、 12期小西一家力燎L宅を訪

ねてくれましたく)楽しい語らいのひとときでし

た。近くの君詢l「11に越してきた‖L表敬訪11を

受けた訳です。

小屋洒場に出席します。

30円切手ですから、準速達のはずです。)

傷1便)拝啓 昨日、久し振りにカミさス′と裏

盤梯を散策し′てきました。思えば二十一■1#l、

同床異夢はこのI也から始まりました。そして昨

0召大)0召子)

学 ■ill改革 へ7、東

敬具

0期 間村 口召夫

日本の大錯亀Lの学力低下が云われている。 (

こヤしは今に)台まったことではないが。)

学ドlll:I嫌 いブごが、 電′:サ

l盃 llt付 けて,おいて111に〕:ス (

いと進学する学生がほとんどだから、これは当

然なことである。

生Fiに心配のない経済:的に豊かな階層の名1者

や、時間を持て余した年金受給者層が遊びに行

く所、そこが大学である。ラッファエッロの名

画「アテネの学堂Jに画かれている人物達は、

プラトン、アリストテレス、ターレス等で、時

や歳を超越して勝手気儘に議i命 とノたり思索と/た

りしている。教授もヽ もヽいない、学問と真理

を愛するものの集う所が、ラッファエッロの画

く理想の学堂である。従って、入学試験や卒業

言正書など,lξ用となる。

一方、貧しい家庭の若者 |ま生きる為の技術を

身につける必要がある。その様な早戸「 の進学先

は各種専門学校がある筈だ。そこでは、厳しく、

|1立出来る青年を鍛える場としたい。

専門学校では授業料を1畔斗とする。 しかし、

卒業試験は厳し過ぎる程にする。一方、高等遊

民達の集う所、大学は、高い受繊 斗をとり、講

lllli(*1)達への訪l礼 とする。

教育、経済、法学、医学、農学、工学 (*2)

等の実学は大学の学部から外し、専門学校に譲

るべきだ。老若男女力ヽ 宗教、哲学、文学、芸

術等を楽しく学び合う楽園力く大学の本来の姿

である。

つまり、l口学校制度に戻すことだ。旧学校制

度はドイッに学スノだもθ)だが、戦後(lH(1の ス

いなりになって米1可の制度を真似てとノまった。

に見る。

*1 講師は誰でもなれる。

*2 工学を大学の学部に入ね′たのは、日本

が最初である。科学と技術は全く異質

なのに、1洋キ支術などと云う言葉を作

ったのも日本だけである。

d. lz ---.*j- l^ C-,E. i

0期 和1飲酒多欽

日本は今、通X大国である。

「人生五1イFJと云われた約百年市iと lし陵し

て、はたして今の八 卜才の老人達は幸福だろう

力ヽ むしろ長生きする事に負担すら感じてはい

ないだろう力、介護医療など,熙用と思っている

老人も多いのではなかろう力、

人生とは退屈以外の何者でもない。特に、子

供が成入してからは。

孫の顔を見たいとか、孫の結婚式に出たいな

ど、贅沢と云うものだ。少なくとも私は孫など

見たいとは思わない。

出来ね′lよ 晩年はベルクハイムに住みつき、

金沢市民の「憩いの場」としての倉谷を守りた

い。そして倉谷の地を市民と「漉亀1達の交流

一
ス
４

Ｅ
Ｊ



の場としたい。 さらに子イJ駐ヨこは、自然の優し′

さと厳しさを体験させたい。

それにはダムからの道を整備しなければなら

ない。建設工学出身のヮングルOBの出番であ

る。

また、木炭の製造工場を今年こそ立ち上げた

いものである。昔倉谷で炭を焼いていた人連に

秘伝を習い、後世に伝え、且つ、元気な老人達

の生き甲斐の場を作ること力ヽ 我々金沢大学ワ

ンダーフォーゲ
｀
ル部θ)i揺1で もあると思う。

2 1 1Itff,, -'-,*(7) #;ffirtfu
(金大 ワ ン ゲ ノl_/1司だ二′ヽ の

メ ッ セ ー ジ )

喰っちゃ寝老尽 五十過ぎのサラリーマン、

年金生活者、税金にたかるウジムシ達はしかし

浮浪者 (ホームレス)は決してお荷物ではない。

腐敗、堕落した今の世で彼等こそ立派に自立し

た掃陽ひ、(スカベンジヤー)即ち、「糞コロガ

シ」 (ス カラベ)である。

私は21世紀の偉大な「糞コロガシ」になりた

い。

_____ 3期 _
拝啓 KUWV部を倉1設するメンバーの一員とな

り、WV活動にすべてを忘ね′ていたのはもう40年

の昔の事ですが、私の充実した青春の日々でし

た。以来、山登りは続けまとノたが、いつしか企

業戦士となりひたすら仕事と生活に没頭した日

々となりまし′たが、それはそれで良い人生でし

た。 "人は生まオk生きている限り社会のお世

話になっている。だから働く事により少しでも

お返しをするのが人の道 "との人生哲学に従っ

て歩いてきた人生です。何も思い残す事があり

ません。

しかし私も2000年 3月 には60才 となります。

(1998年 2月 にはもはや私を必要としなくなっ

た武田1薬謂|を退社し、私を必要とするニッショ

―に入社し、新しいプロジェクトで毎日13時間

働いています。)

1999年11月 13日 には初孫(サ ッチャン)力性

まれました。そろそろ人生の転機として"死ぬ

ための準備"に入る時期かなと考えています。

ヒンズー教で云えば

一 =一 りヽ
型

家 乳 ,一鰐

生まね′学生期 家主期  林問期 放浪期

(一人前にな 鏃 を  ←一人に 《所皇って

る勉]ω    守る)  なる)のたれ死ぬ)

俺は今から田村教祖よリスゲー事をやらかすぞ !|

OBと し′て何もしなかったのに、いつもいつ

ものお便りに感謝しております。   敬具

*森島 稔 4期

残暑お見舞い中し上げます。大変遅くなって

しまいました力ヽ 7月から左記へ転居しており

ます。 6月 までの間は送別の毎日、 7月 から挨

拶まわりで、 1ケ月してようやく平常になりつ

つあります力ヽ 未だです。

2月 からの月一登山の様子は男1にまとめてお

送りします。

*高田 昌嗣       4期
いつも一方1旬にお世話になっております。 1

月にドイツから帰匡|し、64Fぶりの日本の酷暑

の洗礼を受けて、ほとんど夏バテの状態です。

これでやっと日本に腰を落ち着けることになっ

たので、今後はOB会の行事にも参加‖H来るも

のと楽しみにしています。

3期の登内氏の後をうけて、サラリーマンを

卒業する日もそう遠くないところまできたので、

これ迄に出来なかった山歩きの復活とI青耕雨読

の新しい人生に向けて、もっばら体力の判けき、

増強に励んでいます。

私の郷里は福岡県久留米市ですが、名簿にck

ると6期の石橋、人崎氏もあまり遠くない所に

居らね′る様なので仲11にノ、れてもらおうと思っ

底
Ｊ

Ｉ
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ています。

*川島 勇  ______旦 塑

やまざと11号有り難うございました。皆さん

のお便りを拝見し、青春時代ιこタイムスリップ

し′たような気分になります。

JЧLも最初の1哉場を 4イ11前 0こ リタイアーして

現在第 2の職場で時間的余裕も出て山歩きを楽

しんでおります。

昨夏は北アの表銀座通りを常念岳から燕岳ヘ

縦走を楽しみまtたが一、今夏は7月 24-25日

に南アの1ヒ岳へ、続いて8月 7-8日に1ヒアの

白馬岳を楽しスノで歩いてきました。中高年の山

歩きで、11い lllll方 人気に恵まれ、特にlil馬 11か

らの展望は素‖liら しく、高llttli物の花々と共に

強い印象に残りました。

山歩きを出来る喜びを味わいつつ頑張ってお

る昨今です。

*塗_剋ド_____―- 5塑
毎回やまざとを送付して貰いありがとうござ

います。

この度転勤し、表に記載の場所に移る事にな

りました。勤務先はNTNト ランスミッション

ズコーロッパとなります。

OB会誌は今後平iび帰回する迄、送付を止め

ておいて下さい。OB会の発展と、OB諸氏の

ご{旭康とご71iVllを利子って

'1'り

ます。

再度皆様及び会誌にお会い出来る日を楽しみ

にしております。

上全と _童__卿
今年の夏は束 |ヒ も暑くてビールばかり飲んで

走り込みが不足でし′た。

4、 5月 はlll菜取りで1亡 しかった。東資が多い

ので大変です。 5月 22、 23日 焼石岳の一角、経

塚山(1300m)に 登りました。雪が多 く、冬山的

でした。

7月 31、 8月 1日 岩手県内で最も秘境といわ

れる和賀岳(1400m)に 登りました。春には雪が

多すぎてナダレの危険があると思い、見送った

のですが、夏は簡単でヒノた0

「やまざと」の倉谷や犀川の資料懐かしく]ト

見しました。S3911には犀サ||ダムのコンクリー

トの配合を実習でやっていました。水漏れして

いませんか?

*今井 春昭        6期
御無沙汰しております。というよりも怠けて

おりまして申し訳ありません。tD B会事務局の

舟田さんに心から敬意を表します。現在県立岐

阜商業高校に勤務しております力ヽ その服 虫

10期寺本氏、16期川端氏とは懇意にしてもらっ

ています。

挙JJlit I欠 11_____― 一――-3'り l

いつも(1‖ よ労|おです。舟|口 さんのすごいパソ

ーと、懐かしい顔と便りを載せて、楽しく読ま

せて頂きました。

私の方はかなり前の白山が最後のままです力ヽ

敦子さん (10り Dは近郊の山歩きや、北アを歩

いています。今年も針木―鳥帽子を歩いて来て

コマクサがきれいだったと一。

今後ともよろしくお願い致します。本日遅く

なりましたがようヾ )く 1辰込ました。

■篠島_昴大 _______豊期

やまざと11号を受け取り、昔の111川や山の情

景に想いをめぐらしながら読みク合めたところで

す 。

今年は5月 10日 の四国の貪1山に続き、 7月 10

日には山陰の大山に嫁さんと一緒にチヤレンジ。

登山口から1000mの標高差の登りは久し振りで、

だいぶシンドカッた力ヽ コースタイム通り3時

間40分で登ることが出来て、まだいけるぞと少

し自信を回復した所です。

夏後半から秋にかけては広島、島根、岡山県

の県境の1300m級の山々と四国の石槌山を楽し

むつもりです。

鳥取の大山は、遠日には岩峰の連続のように

見えた南峰も、多くは山の崩壊による地面の露

出景観だと判ってきました力ヽ 口1全体の崩落が

ひどく、1:IlllhF物 も巻き込まれて被害力ヽ Ilて い

-56-
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るやヽヾり商々 し′い山でした。11'4Jllも やヽ山の肥起

で起きている現象でもあり、泥縄のようなilll落

防止工事も自然の歴史に逆らっているような感

じでした。

OBの皆様の自分流ワングル活動を、やまざ

と誌面で教えて下さい。   以上

■血L』五_____硼
lT復 会報お送りいただきありがとうござい

ます。

リンゲ
｀
ルOB会もE一 Mailです力、 11村先輩、

篠ミ熟 _は じめ、同!り 1の伊藤、llI中、保lコ兄達

の老眼にもめげずキーボードにむかわれている

姿がl:|に うかび1「 す。

月vL、「 l lf殆 ど「会ネ1人 ||‖ Jです。四日iliθ )

片田舎の倉庫会社にも「国際会議1基準」の大き

な波が押し寄せてきており、21世紀の生き残り

をかけて無い智恵をしぼっています。

止杢挫_治墨_______J塑 _
前略  「やまざとH号」受け取りました。ご

送付ありがとうございました。毎回ボリューム

満点の労作ご苦労様です。久し′振りに、青春時

代の懐かしい|llrulの便りや、山の息吹にふな

このところの猛暑にうだっていた身も心も少し

シャンとした気分です。

c mail通信は限られています力ヽ 送信する方

が 11と フリーな気分で送れるので面白いと思い

ます。

上村氏の自然保護通信や御大田ホJ氏の便りは

面白く読みました。ロヨ村氏の「新平家物語」は

かつて部室に備えてあった落書き帳を髪発とさ

せるもので、ついにやにやと読んでしまいまし

た。また、石川の百低山や刷 11源流等のガイド

記事はちょっとした情報ですね。利用実践には

ど遠い者にとっては豚に真珠かも。

現役の合宿メモからは、8-9日間の北ア南

ア4 Partyと少な日になっています力ヽ 今昔も

変わらぬコースで「あ―やってるな」という思

いです。

本号でOB会のHPが掲載されていることを

匁|り 、ll'速｀
,′ マセスと′てみirした。 lllの移り変

わりを感じました。

次の5年分の会費送ります。よろしく。

上亘互」量五_____二 咀

会報ありがとうございました。会報を読んで

いると、まるで電錮i時代にタイムスリップした

様な感じになりました。

今年の豆のあまりの暑さに、1き くて冷たい沢

の五指に入る甲川 (き のえがわ 。大山111功 ヘ

イ子ってきました。1可度行ってもおもしろい沢で

す力ヽ 年 体々にこたえます。

スノープリッジをぬけてⅢむiむに現れた犀滝に

ヌ11“ し′た‖きの感動は今でも鮮やかに残っていま

す。あ才:′が〃じ♭きのlKJl体 1検ではなかったかと思

いlF‐夕。

_竪 L
やまざと11号ありがとうございました。その

後のことについて

1)我が校にも山岳同好会が発足しました。熱

心な新人生と、昔の山仲間である学年主任が

顧間になろうということで、渋る教頭をなだ

めて一。早速活動を始めていますが、小生は

日程が合わ1)ヽ え彙かな力洞 行できません。

2)11号では、先輩諸氏のEメ ール原稿からの

ものをたくさん読ませていただき、再チャレ

ンジを考えております。前の所属では、受け

ても、口1答は次長室へ走ったり、庁外へは
'E

話‐̂‐。ここらで心を入れかえるべきようです。

悪筆や字の書き誤りもカバーできますじ一。

*矢崎 利哉      11期
倉情M01■ 辱1やヨ4111糸酬塁つとは、我々の1きrt

に、10周年記念をし、倉賠3時代のツヮモノにお

会いし記念号を出し′たのです力ヽ それもはるか

昔のこと。

すさまじく動いているこの頃に、変わらぬ自

然とヮングル魂をかいま見れるのは何にも変え

がたく―。小生、最近は御近所様とテニスに熱

を上t八 愚妻との年 1回の口′子 (温泉)を楽し

ワ
ー

瞑
Ｊ



んでおります。諸兄の御健康を。

*津田 伸生       12期
拝啓 大変ご無沙汰いたしております。OB

だよりをネ,送り頂きながら、ご連絡をさしあげ

るのが遅くなり申し訳ありません。

小生、四半世紀の東京暮らしを経て、昨年10

月に金沢へ戻ってきました。その矢先に大出氏

の事故があり、こちらでは会えずじまいとなり

ました。

本年 8月 21-22日 に、彼の遺障を兼ねて12期

OBを中心とした集いの会を河内村千丈温泉で

開催しまし′た。

12期で金沢在住は大111夫人とノltLのみですの

で、今後イベント等ありましたら、ご一報頂け

ね′ば幸いに存じます。 Ffl々

大変遅れヤませながら、11年度OB会費5000円

を振り込んでおきました。

0務局より。年会費は2000円ですので、 2.5

年分と処理いたします。)

肛 皿―一――一
二Ш

11イ11の医王山記念山行以降、ゆっくりとしか

も確かに心の中の重要な部分で、山の思いが頭

をもたげてきつつあります。

今は、第一̂段階として、NHKTVの 趣味悠

々の「日帰り登山で基本を学ぶJのテキストを

購入し、また放送を視聴し、勉強を始めました。

l「■凱の吉田穂債君から最近の登山情報について

情報を得ることも忘れていません。勿論、きた

るべき山行に備えての構tの購入積立預金を始め

る必要性も感じています。何年か後には、この

「やまざと」誌上にてlh行報告が出来ればと願

って止みません。

ところで、能登に生活の根拠を置いて後、20

数年にわたって、能登の山々の稽吻について、

特に

'家
の植物について調査を進めてきまし′たく〉

今、手元には記録が整理されていませスノが、そ

のうち植物のリストだけでも紹介できればと思

っています。特に三角点周辺の植物については、

身近な低山の日帰り登山の継続の「証」とも言

えるもので、是非にと思っています。

5万分の1の地形図や2.5万分の 1の地形図

が手の届くところにある生活を大切にしたいと

思っています。

*辰野_隆義____ __13期
13期生がさる11月 13、 14日 に第 7回日の集い

を開催しました。今回のサブタイトルはベタベ

タの東京見物。東京在住27年の島崎君がコーデ

ィネートしました。

その中でも最も話題となったのは、13日 の夕

食でし′た。連れていかれたのは、有名な「どぜ

う屋J。 どぜぅ鍋に、llillllkテ ii焼、汁物、骨煎

餅と一生分のどじょうを一晩で食しました。そ

の数推定 50-60/ん

おいしかったと言う人 もうこりごりと言う

人、反応はいろいろありました力、貴重な思い

出となりました。

*伊藤 直和      14期
住所が転々と移動します。転居も14回目。人

事異動も12回 日となりました。あと何回できる

かブ^。

・
‐ 虹 ――――

―

15期

槍ケ岳の署中見舞いありがとうございました。

うらやましいです。

当方ようやく8月から職場f郷吊しました。体

調はまだまだで、今年の山歩きはあきらめまし

た。毎日自主的なリハビリ、 トレーニングを続

けています。

15期会に今年こそ出たいです。息子がワンゲ

ルに入って、今合宿で南ア北部へ行っています。

まだまだ残暑厳しそうです。ご自愛下さい。

■凹所亜 二_____― 硼

6/14ワ ングル15'り1月東支部の1欄君歓迎会

Gttl、 ユ|ワ1)

7/10リ ンゲ
｀
ルl刷りl会夜叉神峠ハイキング

ｒ
υ



(佐野、オ′絲瞭 I冊)

7/10-8/1 iヒ岳登山

飲み会で決まったハイキング、その時の夜叉

神から見た北岳に刺激を受けて、久々に山に登

ってきました。

久々の山イ子きでした力ヽ 昔のなつかしい感覚

を少しばかり思い出しました。これからチョッ

トずつ近くの山を登ってみようかなという気に

なっています。

*金上三登        15期
先日 (10月 19日 )、 久々にテントに泊まりま

した。仕事です。 2年ぶりに明石の海岸に産卵

に来たアカウミガメの卵が産まれそうだとのこ

とで、泊まり込みました。

波の音や星空の中で、イ上J∫を忘れ、生き返っ

た心地になりました。たまにはテント生活もい

いものだと思いました。

ところで、パソコン始めまと′たど、金沢大学

のホームページには行き着きました力ヽ ワンゲ

ルのページが見当たりません。そのうち近況も

e mailで と思いながら過ごしています。

それから、この夏、高校卒業30周年の同窓会

をして、おっさん、おばさスノが再会しまし′た。

思えば石サITlを くぐって30年一。早いですネ。

(冒頭のカメの子供は、神戸と姫路の水族館に

展示しています。機会があれば見て下さい。か

わいい
‐
でり

‐
ヨ。)

J螢_二皿 ___1幽
最近、奥名会長の故郷の宇都官へ行く機会が

ありました。途中、浦和付近の車窓から思いが

けなく雪を頂いた富士山がキレイに見えました。

何度も通っているのに初めてだったので、チョ

ッと感動しました。

2000年は富士山の見える山々に出掛けようと

思っております。

彙
壁 生 二

一 一

一

― 一
一 一

旦 塑

やまざと11号うけとりました。ありがとうご

ざいlに す。毎回奥れらヽに読んでおりますが、通信

せず、非礼をおわび致します。奥名会長、舟口1

事務局長ともに大変な苦労をさね′ていることに

頭がさがります。

今恒|は じめてヮングルのホームページを読ま

せてもらいました。りL州に帰ってから1群R口 l

とは随分遠ざかっておりまと′た。大分の山々に

も、素l青 らしい自然が残っております。身近な

100m級低山にでかけようという意欲がわいてき

ました。

OB、 現役の諸庶 九州を訪れることがあれ

ば連絡して下さい。

_生 l菫左_    _墾 塑

開業して10年が過ぎました。今回、事務所移

転 5 1ilFIと なります。ワンダーフォーゲ
｀
ル|||!]

者らし′いでしょうれ

*石田 郁子 棚０
ん
一

いつもありがとうございます。住所変更のお

知らせもタイムリミットで遅くなりました力ヽ

お知らせします。なつかしく楽しく読ませてい

ただいています。

*加藤」 旦1子 ____ユ
先日金沢へ行った折りに、金大の跡へ行って

きました。建物は全書卜なくなり、何か新しい物

が建てられていました。 (お城ができるのでし′

ょうか?)れ劇勿111だ けを歩いてきiFした。「 草

がぼうぼうだったはずが、切られて歩き易く′r

っていましたが、やはりさみしく感じました。

*難波 清芽      26期
いつもありがとうございます。

8月 中頃、浅草岳 (1500m位、南会津)只見

登山口にてテントを張り、夕暮を楽しんでおり

ましたところ、オロロとアブと、蚊と、羽蟻の

大]1羊に襲撃され、全身痛かゆになりました。尚、

只見の名誉のため中し_上げておきます力ヽ 登山

口そばには、水洗 トイレも水道もあり、広々と

美しい所です。夏力|、 南会津の山々ヘアクセメ、

ｒ
Ｊ



‐
|)~る スゞら、)t見 l‖「の「いこいθプ宋せ11ャ ンフリ易 |

は」tにlMlkさ ヤ湖'、 よ,祖らめでづ
~。

(11-イ含

3000P])

*定田_並________匹 塑

ごぶさたとノてい11す。 3年11横浜にいました

力ヽ 異動で再びいわきに済むことになりました。

横浜在住の間は、休日も委員会活動のため、思

うように休めない状態でした力ヽ 5年ぶりに職

場復帰となり、少し′落ち若いて生活できるよう

になると思います。

10年近く111と も遠ざかってしまいました力ヽ

Flltも 3才となりよく歩くようになったので、

ハンイ|ト ングから夕fiめ ようかな?と考えはじめて

い1):｀

`)。

*浜本 信一 28期

会報 。案内状等の発送いつも御苦労様です。

依頼のありました佐原 康之君の転居先ですが、

実は私も把握と′ておりません。お互いに連絡を

とりあうことが稀になってしまっておりますの

で、調べる手段も思いつかない状態であります。

誠に中し訳ありません。

この場を借りまして。

佐原様につきましては、早々と年会費も納

めていただいており、不明とする訳にもいき

ませんでした。昔の部誌ベルクハイブヽから実

家をつきとめ、「現在海外勤務中」と半1明 し

ました。

上記のように、転居先不明者は、同期代表

連絡員にお願いして、探して頂いています。

それでも年々、疎遠になるのは仕方がなく、

せらかく実家に連絡がとれても、近年は友人

・同窓会を論った不審電話も多いため、思わ

ぬロヒ責が返ってきてる財貝することもあります

04期麻田連絡員にも不快な目に会わせてし

まいました)。

もし、不明者につきまして、連絡先をご存

じの方がありましたら、一言通信に書き添え

中

事務局の皆様、いつもありがとうございます。

やまざとを読むことで、日本中どこにいても、

金沢や白山のことを思い出すこと力ヽ 11来ます。今

後もよろしくお願い致します。

憔毎
4「智1大からちょっとだけ追加

―編集長はもちろん、年賀状など破せる予定な

こ′で、原稿催促をしています。ところが毎度 ―

となってしまいます。元凶は一。

*中山 美津枝       7期
ご活躍うらやましい限りです。私、何事もほ

どほどにどうにか頑張っております。1乍年は山

イ子き8回ほどでした。

*三宅 毅        15期
同期会への出席できなくてすみません。仕事

の方が営業で忙しくて大変です。体は健康にし

ています。

■JLlll_隆盗______一―一重塑

細かい文字に、限鏡を外す昨今です。

*Il山L重コ_______硼
′ 子供も大きくなりました力ヽ 夏休みは家族で

軽い山行をやっています。いつまで続くやら一。

二辻rlll_皇望i_____―――-25り 1__

術II無沙汰しております。子供につきまとわれ

ここ2年程山から遠ざかっております力ヽ 今年

こそはと思っております。

*北村智明。尚木美保_____墾理

5月 19日 に風樹が生まれ、その日に 200匹の

金無、8月 には00匹のカブト虫力瀬聾ことベビー

ラッシコ.の-41で、ますますI賑やかになりまし

60-―  ス:。

‐
c,上政‖らヽ世・T「 さい。



型塞ゴL_墓造 _______―型塑
今年の雪はどんな様子でしょうか?転勤で、

東京から名古屋に戻り1ケ月、ようゃく"自分

らしい生活 "を取り戻しました。

DA卜 lCHIKANGYO BANK EUROPE N V
APOLLttLAAN 171-1077 AS AMSTERDAM

PO BttX 7075-1007」 B AMSTERDAM
THE NETHERLANDS

TEL 31-(0)20-5740200

FAX 31-(0)20-6760301

SWIFT DKBLNL 2A

26期 浅井 浩一郎

Merry Glrittms!2000年 まであと僅かとなりまし勧 ミ如何お過ごしのことでしょう力ゝ

今鋼こなってようやく国内圏守宅 ∈甦難型 よリワンダニフオコカ暗卸B会書類 (′

～
レンノイム35雌

やまざと会報81詳→ 力溜きました。私自身、長らく海理助隊篤な 音信不通でご迷惑周郷激 しましたこ

とを榊 し上げ井九 また 93鋼こOB会が結成さ,ほ KtWを愛するOBの方 の々動

…

舌

動が行われていることを知り、大島赫や船田様等のご濁瑠こまったく頭の下がる思いであり誡

私、浅井浩¬郎ま92`軍こ―鋼間国内留学したあと、93年4月にアメリカ・ロスアンゼルス劇臼葺田■ そ

の後97年 3月にオランダ・アムステ)ガ墨こあゐ欧州第=勧業圏ロコ日壬し、日系企業課長を務めて現臼こ

至つておりますし 26期の同期数嗜とも年賀状だけのやりとりとなってしまいまし勧 ヽ翻W σtti興諦洸て

こなかっ旭爾よ 私の不徳の致すところであり誡

絢離打奨割助 らヽ遠ざかってしましヽ いまや山一つなし寵興到瑞0オランダ鋸 りまカベ 山を愛する気持

ちに変わりなく、ヨーロッ′ヽ珠 てから1灘諮υ用晦南スイスと決めてま九 取りあえずマッターホルン(ツ

エルマット)、 ユングフラウ・アイガニ
(グリンデルワルめ 、モンブラン (シヤモニ■)等の主要ポイン

ト|ま師覇しました 因刑ご響甲まグリンデルワル日こ一週司滞在し、T罐 を歩荷しながら家族ハイキ

ングを楽しみました 綱けβ壕えからか4000mを超えるユングフラウヨッホでは高山病状態でし勧 ヽ雪原

をスニーカ=でうろうろしましわ 。展望台としてはモンブラン中腹のエギ■ユ・ド・ミディ、ハイキング

にはグリンデルワルド0イ恢卜、メソリッヒンなめ 、山の美しさはマッターホルス 麓の町としてはシャモニ■が

納

…

仕事の認こ変わりま力n          こ4違事し、ジャパンプレミアム悧 11通費統合等を体験しま

し,L欧州第二勧業銀行日系企業課ではイギリスJ除く国Ul蠅日系企業取引を管轄しており、西はスペイ

ス :細まポ=ランR南はイタリアまで出詩 スで力′い していま九

…

り弊行は日本羅籍髯歌

富士銀行と輸 決まっており、2002年の本体続創れ じて、2000年中にも潔湘昇じル唯能渤勧

る可能性が高く、帰国Iままだまだ先のこととなりそうt

KUWV・ OB会こついては自分自身情熱を燃やした時代もあり、会費など颯功 そヽぼ剣立 てることがあれ

1出ヨしつ|力Fさし、た動 調郵鰊弱助以下として預 きたく存じJす C詩宅 載菫つて乱ても、こち

らまでは緊急分・重要分以外届きませわ 。

今後のKUⅥⅣ・OB会のますますの_~mをお祈り申し上1浅押妃

師  :DER 26 118aK耶Ⅲ 日 7「E tt‐M鵬

電 鵬 :劉 個鵬 )-200H907

略  :Koichiro Asai



ヮンゲルHPの 1月 3日 の表紙です。画

面ではかわいい蛙チャンが顔を出して]剣拶

してくれます力ヽ F口扁1し ようとすると、「

変換中ですJが表示されて、このスタイル

になってしまいます。笑ってるのだあれ?

編集長にすれ|ま 感激の進歩なんです |

憾 c r gilc ixl

◆冬合宿レポー ト

前田顧問よ り

OB通信 01/03

青柳 (11期 )

長岡 (11期) (道
路情報あり)

森り||(11期 )

松林 (15期 )

清水 (16期 )

◆OB通信  12/23

森サ||(11期 )

舟田 (15期 )

加藤 (11期 )

藤野 (17期 )

青柳 (11期 )

現役の部屋

前田顧問より

◆OB通信  12/17

加藤 (11期 )

森川 (11期 )

◆現役の部屋  12/10

前田顧問よ り冬合宿・

◆OB通 信  12/10

清水 (16期 )

◆第 3回OBス キー合宿

ところ :野沢温泉 「ふ

るさと」

とき :平成 12年 2

月 26・ 27日

.お花見コンパ (予 定 )

◇舟田事務局長ヒマラヤヘ

2000/2/22-3/5

◇村lll(7爛)最高賞受賞

「北國女流美術展」写真部

門最高賞

剣岳の写真で受賞

◇長岡 (11期 )古地図に

関し寄稿

地図に興味のある方は是非

「ラバン」冬号別冊

おくやみ :鈴木 正國 (4

期)12/24

土 )

ところ
とき

鐵若年・ 中年

in倉谷

とき

14日

ところ

クハイム

饉自山で会い

と き

と ころ

沈床園
4月 15日 (

・熟年・ 老年

5月 12日 ～

もちろんベル

ましょう

8月 5日 ～ 6

南竜

０
ん

ｒ
ｕ



会長の「石川の百低山シリーズ」は、会報11号で紹介の後、「巻10 西市瀬山」「巻11

後高山」「巻12 白抜山_」 「巻13 還水lill青山」「巻14 高尾山」そし′て今口|の「巻15

倉ケ岳」となっています。私の機械の印刷モードではこのタイプでしか出てきませんので

もっと鮮明迫力あるカラー映像は、HPから直接お楽しみ下さい。

HPでは、OB各位のHPへのリンクもイ子っています。「このHPは役に立つので紹介

したい」の情報も歓迎です。

100m級 低山紀行

石川県、特に金沢近郊の山と名の付 く丘のようなところ

写真・文  15期 奥名

◆ 倉 ヶ 岳

倉ヶ岳 標高 565.4m

倉ヶ岳への道はいくつかある。もっとも手っ取 り早い行き方は頂上直

下の大池のす ぐそばまで車で入る方法であるが、これだとあまりに安直

すぎて、山に登るというよりも散策に近い。

今回は風吹き峠経由で倉ヶ岳へ向かった。名前の通 り「風の吹き抜け

る峠」で、現在は金沢か ら獅子吼へと通 じる林道がほぼ南北に走 り、こ

れに交差するようにかつての鶴来 。内川を結ぶ道があり、その交差点が

風吹き峠である。犀川の支流である内川にダムができる前は、内川沿い

にある部落は金沢よりもこの峠を越えた鶴来のほうが交流の中心だつた

ようだ。その村々がダムの底に沈み、この峠越えの道は廃れた。

峠はあた りは樹木に覆われて暗い。

その薄暗さのなかに 30体ほどの仏がおかれている。顔つきがおつと

りして大きめである。

一メ
砕̈

臨

風吹

峠の

仏群

間近

の岩

場

風吹き峠からは急な登 りが続 く。道ははつきりしているがかな りの急

登で、しかも滑 りやすい。それ も 15分ほど耐えて登 り続けると尾根筋

に到達する。ここからは多少のアップダウンはあるもののほぼ平坦な尾

根道で、歩 く分にはまったく苦にならない。ただ、道は林に囲まれてい

るためあた りの景色を楽 しむ ことはできない。

ほとんど行き交う人もなく、カモシカも人が来ることを予想していな

い。出会ったカモシカはす ぐそばにくるまで気づかなかったようだ。 (

ド
は風吹

き峠

か ら

登 り

きる

と緩

やか
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な

アッ

プダ

ウン

の道

が続

く (

頂上か

らの展

望

こちらは随分前から気づいていた)間近にヒトが現れて驚き、あわてて

飛び跳ねるように鶴来方面の斜面へ走り去った。カモシカはウシ科の動

物でシカとは違う。体型はズンドウで足も短く、シカの精憚さあるいは

しなやかさというものが見受けられない。それでも「カモシカのような

足」という表現があり、どこからそのようなたとえができたのか不思議

である。

平坦な道を進み杉林を抜けると大池にぶつかる。杉林のなかはスギ

ヒラタケが採りきれないほど生えており、人の少なさを窺わせる。

大池は静まり返っている。このすぐそばまで車で来られるにもかか

わらず人はほとんどいない。この大池を右手に巻くように登っていく

と途中岩場があり、ロープを頼 りによじ登る。この岩を登り切つたと

ころが一番の展望で手取川の扇状地、蛇行する手取川、その川をきれ

いに平行にはさむ河岸段丘などが見渡せる。そして、あそこが倉ヶ岳

とすぐ指させる目印となっている大きなアンテナも不細工に目の前に

ある。

それに引き替え頂上の展望はあまり芳しくない。

E一 MAIL債 二り

*「打ちマメ」の方につきましては、山関連情報のみに削減しました。

*同一人においては、最新のものから逆の順での掲載になります。

*文明の利器インターネットは、OB会のように会員が全国に散らばる組織にとって、

今や必須の情報手段です。廉1鳳 簡便な機種もありますので、足非とりくんでみて下さ

い。 (と いうわりには、筆者は初心者のままで停滞一。)

アドレス報告の方には、折々のOB会通信が発信さな HPでは最新情報を見ることが

できます。

*こ のようなハイテク時代にKUWVoOB会 が乗り遅れずに済んだのは、ひとえに奥名

OB会長の御蔭です。OB会にあっては、会長は名誉蹴ではなく、激務職となっていま

す。この厚意に応えるのは、皆さんからのメッセージ。どうぞキーを1口いて近況をお知

ら‐せ
~下

さい。

麟
大池

00年0ア月20
1‐|●‐甲|||■ |

-64 -



99年 11月 16
日

KUWV・ 年忘れの会で楽しく締めくくろう会

先日ご案内いたしました件につき、皆さん早速ご返事をいただきました。そして久し
ぶりに多くの方の都合がつきました。ありがとうございます。

なお、日時につきましては、12月 10日 (金)の希望が多くありましたので、当初予定を
変更しますのでよろしく願います。

つきましては、最終版として下記の通りご案内申し上げます。

記

1.日 時 12月 10日 (金)6時30分
2.場所 葵荘 (Nl~「関連施設。いつも俊成さんの世話で確保しているところで
す。)

港区赤坂1-5-11
電調,03-3583-7655
地下鉄銀座線、南北線の溜池山王駅近く
3.出席者 (順不同)

嘉果壁鶴 早萩鶴 疑
田敦、伊藤博道

以上

追。
1.俊成さんへ 葵荘については、10日 の方の確保をお願いします。
2.森本さんへ 私のPC技術未熟のため、あなたのメールアドレスを消去しまし
た。申し訳ありませんが再送願います。

':讐

異 こ房電薔無鵬 さ蓬
ればぜひ参加願います。
!絡ください。お送りいたします。

鍋島 武 TEL&FAX 047-485-5034(自 宅)

監諄:,1:呈:,評潤窪決猶
@面仕・nttp

E――Mali nabeshima44142@nissan― ins.cojp

99年 08月 14日

10月 11～ 12日 待望の北海道十勝岳に登つてきました。
平日をかけての登山で人つ子ひとりいない山行で熊がでてこないか心配でしたが、北キツネに
会つただけで快適な一時を過ごしました。

嶋晰銅型看8全淵 押裂呪
天風呂に入

rし
て空路東京につきました。

やまざと11号 有り難うございました。
年会費未納でしたので、早速振込み]年会費未納でしたので、早速振込み致します。当方 年初より坐骨神経痛で
MRI診断の結果、腰椎椎間板ヘルニアで 一時は手術の覚悟もしましたが、1

年会費未納でしたので、早速振込み致します。当方 年初より坐骨神経痛で
MRI診断の結果、腰椎椎間板ヘルニアで一時は手術の覚悟もしましたが、徐々に
しびれもやわらいできました。老後の楽しみは軽登山と決めていますのでしびれもやわらいできました。老後の楽しみは軽登山と決めていますので
完治必須です。ヘルニアの自然消滅が、あると聞いています。ワンゲルOBは
医学部の方が 多いですが、手術せんでも直りますよね。
整形の先生、お教えください。整形の先生、お教えください。
親の苦しみ子知らず、で息子はTUWV(東京にあらず、徳島)で建設へ行つていますが夏休み
墜朝甲連峰・後

=山
・阿波踊・バイトで、家から見える」Rを通過はすれど、

親の苦しみ子知らず、で息子はTUWV(東京にあらず、徳島)で建設へ行つ¬

装繋暴漏彗務訛蠍
・
至桑肌馴き視鷲藷期曇喜先Fヽ、あてになりません。

第 9 期     平村 耕作

「 ROM: "Kosaku Hiramura" 〈hiramuraOmx.biwa.ne.jp〉

SUB:犀滝について

こんにちは

「やまざと」ありがとうございました。

今回 犀滝の特集が載っていましたが

とても楽しく懐かしく読みました。

に
Ｊ

ｒ
ｕ

19期 保田   _____        :              「~丁
           |

19期
‐山中 ■‐|li l■ t■■■1■1■■■|‐■ |‐■|■■■■III可ITTTT≡TTttT=丁TTttTT¬



前回の連絡で"自 然人夏号"に犀滝の特集がある

と聞いて随分本屋さんを探 しましたがありませんでした。

現役の時 犀滝が好きで何度も行きました。

特に s41.5.Eに 3日 間かけてテン トを持つてベルクハイムか ら

犀滝を通つて見越山までい行きました。あの時高橋君と一緒でしたが、

とても良く覚えています。 (高橋君は今どうしているのかな ?)

美しい犀滝を後にしてどんどん登つて行 くと深いブツシユが連続して

それをかき分けて稜線に出たときは夕暮れで赤い夕日が印象的でした。

あの頃はタバコを吸つていましたが、夕日をDζめてタバコの煙を

くゆらす !あ あ 醍醐味だつたなあ !

ということで今回の特集にいたく感謝いたします。

99年 8月 14日

●■|

99年 11月 14
日

やつたね !おめでとうございます。
女流最優秀賞受賞とはさすがです。

ワンゲルHPで、お姉さまの立山山行と舟田の節チャンの穂高山行を拝見、
絶好の日和のなかで、絶景の山岳紅葉を楽しまれたさまを知らされ羨ましく思つていたもので

す。

良い写真ができているか楽しみとのことでしたが、結果がこの賞に結実したとは、またまた羨
ましいかぎりです。

課影当聟魂TPhを増暑忠ぼ棚 :墓轟器〕こ実醗塘
轟辮峯よ誅響:露騨 。

で写真を楽しむのみ。

禁交鱗 虐U馨争撃讐状膿ゼ℃靱 Zただ竺憲躍響するか、

ふlllス婆′∫薬黎昇桑ξ野万11黒            
ますこと

薫寺f5満響 必 玩尋竜蹴 買解し織 九

言捌爵事≧蜆 帰ム習鍮 退職を知つて以来、ワンゲル開 帳 年の計 労を

慰労したいものだと考えていたが、秋になりやつと実現したので報告しておきます。

・
翼膚理月∫沓浩眉‰昇奪僻ゝ 温f名¬ι毎30券21時

与田讐轟聘難塘ね量ζ暑ぶガ韻型E換私では



茎鰹 鯛

`l』

峯祟i拙与号お倉ぶ百菱電亀易観雰
れと言つて訓まじめると

響鯨ξ暑量窯醐鮮播ζ稼亀性早ぉき,石だ宋根合わ
4ェ い 。

退職して肩の荷を降ろして、気楽な身分になつていると思つたが、どうもそうでもないようで

蹴 結患語出李臨 、鋼脳籠讐れP醜牲駕9羅Rとのこと。日本の地図の発展のためには、国 :

妻電7摯」3稲象お棚 茫ムヤど継お1調宅男nkもらわなければなられヽよう
ですな。

長岡さんヘー言
筑波から都心に出勤が変わつたことで、我々とも付合いやすくなつたはず。
9期の伊藤さんたちを中心とした、KUW東 京の集いもあるので、また誘いましょう。

薯寛互ザ屁li語匿稽L長島ど子
のも気分転換には良いでしょう。2月の野沢は、もう一回

口時はちよつと戻つた、10月 30日 (土)11月 1日 (日 )、 那須羽鳥湖高原別荘地
北り|卜 上村・青柳 以上3名

絶景の紅葉を愛でるべく出かけた東北の旅で、絶景の紅葉にカラプリしたことで悔いが
残つた。何とかリベンジをと、色々考えた末に思い付いたのが、同期北川氏所有の
那須の別荘だつた。長岡氏も一緒に行ければ、すべて上手くいくと思つたが。

まず、北川氏に電話して、同期での別荘行きを交渉、本人仕事の追い込みで新潟出張
あるものの、土日は空けることができると交渉成立。
次に長岡氏に電話すると、土日はいろいろと忙しく、勘弁して欲しいとのこと。
那須に日帰りでは満足できない。そこで、那須と都心夜の2回戦にして、北川氏に
都心夜の部を再交渉。しかし、府中の会社と新潟の支社を行き来している身で
無理とのこと。
結果として、北川=那須、長岡=都心の2回戦となつてしまつたのだ。幹事は辛い。
さて、主賓が別れたが、後の仲間として、やはり上村氏と島崎氏に声をかけた。

当日朝になつて、島崎氏から電話。急に仕事が入つてだめになつたとのこと。
残念。彼をさそつたたのは、我が自宅近くに住むゆえ、運転手として最適だつた
のに。ということで、同期3人の那須行きとなつた。

北川氏の別荘は、那須羽鳥湖高原にある。浦和の北川邸から、高速東北道で

書信J晏  ヽ  鶴静111更:璽累lるも飢
・

家族または数人の仲間で使うのには手頃な,

食事係りとして、上村氏をさそつたのは正解であつた。

皇景8翻釜3竃唱発tな壁高空集f毬撲鴻罐期尋」警妻蒼扇荘に鵠泉が
引かれていて、夜と朝の2回楽しめてしまつた。これまたグット。

さて、期待の紅葉だが、羽鳥湖の周りを快適ドライプ。紅葉のトンネルの中を
走るようで、最高のはずであつたが、当日はあいにく′lヽ 雨が降り出し、紅葉狩には
今一歩の天気になつてしまつたのだつた。
すべて上手くいくのは難しい

`写
真は、記念写真をとる程度で終わつてしまい、

これはやや不満がのこつた。まあ、それでも、紅葉はそれなりに楽しめた。

さて、スキー場アンド温泉付別荘の確保したことは、大成果である。
北川氏は体重過多でどうもスキーは苦手。奥様も寒さが苦手とのことで、冬は私の
ための別荘のようである。2月 の野沢の足慣らしのスケジュールを調整しなくつちや。
また楽しみが増えた。もつべきものは友達である。

北川さん、またお願いします。そして、森川さん、足慣らしに出てきませんか?

人口降雪装置で12月 の中旬には滑走可能とのことですよ。

・以上KUWVll期の連絡員としては、気を遣つて努めを果たしています。
でも、やつぱリー番楽しんでいるのは自分。気を遣っても楽しめる友がいるのは
良いことですね。
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実感させられたのだつた。

平泉は寒かつた。北風の中を、奥州藤原家の栄華の跡を巡つたが、

短
舌聖網 識 誘9  真を異〕性た。

讐保   曇鍵]鐸塁調躍轟観罰霧設した

2日 目までで、手順ミスで送信してしまつた。続きを書くと

:ず。期待に気持ちが高まる。
はアスピーテラインに入る。
tて、大沼温泉に至るあたり
,ワンダフル !素晴らしい紅葉 !

畠織の大紅葉の中を快適に走る。
で、バスは一気に登ってしまった。
1帯に入り、プナの大木林から
ドマツ(オオシラビソ)の樹海に

変わつた。そしてそこは、季節が一変し、自く輝く雪の世界が展開したのだつた。

1翌職孵番襴織臨嘲珊聯
て

奥州の山々が自く輝いていたのだつた。

黒i釜餃鼎弓縁醐簡剰1酬芸堪箋肺
鑑賞となてしまったのだつた。

盛岡に降りるには、バスを乗り換える。2時間ほど時間を確保していた。気分を変えて、

側 靱 あ鮒 彎離喫2貢望な竃鳥奢L亀ギ3mの山頂をお覆つていた。
そのオオシラビソに積もった雪は、もう解けることはなく、降雪を重ねるごとに育ち、あの

響蜆蛛蜜邑「蜜廷輻 9織 8彗ヒ〔亀縦 朕:え丁
る雪の

齋占じ論娑鼎 麗踵郷鵠潔親華腫鯛β″撃籍欝齢之λ
罰彗駆栃響譜護髪踊管F謀ちЪ   鶏盤缶」盤霊會ぎ

た
山の頂きから里へと、時とともに季節が流れそ

厳3



言朧 鰊 剛 難 競 織 理
し著源亨ζ簾 貫機撃象鶴 の正

うと思う。

鰍■編卑綿夕E要ミ t桑嶋2喬
キ~シ~ズンヘの気持ちが高ぶつてきた。

まじめようか。

※セつチヤ

`貧

26日 、27日は宜しくね。そして、やつぱり25日も確保しておいてよ。

99年 9月 15日

雲盤お織 1黎品鵠喜選穏動馳 所[〔[I賃賄ます。

Iiな

あ で す 。

」撃llt鷲記fttlll竃:p霧鼎l諜事婚すう

99年 8月 11日 やつと夏休みとなつた。
たつた1週間だけでも、灼熱地獄の都心を離れられると思うと、幸せなり。
東京のサラリーマンは、勤務先でメールしている先生とは違つて大変なんです。

今回の休みは、同時期の休みの森川氏の行いも良かつた故か、
天候には恵まれそうなのがまず嬉しい。自分と森川氏を誉めてあげたい。

休みの日程は、
今日から、信州聖高原に里帰り。一―庭の草刈りやら安曇野にUターンした先輩との交流
水・木・金と家族サービスの小旅行

―― 高山・新穂高・乗鞍・上高地とドライプ・ロープウェィを使つての欲張りPWなり

すべては、1週間しか休みの取れない、日本のサラリーマンの寂しさよ
本当は、誰かさんみたいに、自山にも行きたい。槍ヶ岳にも登りたい。
でも、冬も楽しむためには、家族サービスも大切なり

では、自山行く人は、足元に気をつけて。体力の範囲で行動するよう注意しておきます。
私は、せいぜい安全ドライブで、行つてきま―す。

ああ、夏休みは終わつてしまつた
世間ではお盆休みが始まつたのか、山手線も空いてきている
でも、もう夏休みが終わつた私は、汗をふきふき会社に行くのです

さて、終わつた夏休みを振り替えると
圧倒的な快晴が、8月 3日まで続いていたが、地球気候は甘くなかつた
熱低が、台風8号に成長し、我が小旅行に合わせて、日本南海上に停滞した
でも、森川氏の報告のとおり、山歩きには丁度よくなつたのだつた
8月 5日 、新穂高ロープウェーに乗つた。降りると、笠ガ岳が圧倒的な迫力で
迎えてくれた。そして、雲海の先に、あの自山力《浮かんでいるのがはつきり見えた
同じ時間、その白山では森川氏が、一人今世紀最後の山行きを楽しんでいたのだ
心のなかで、モリカワーと叫んだ力

'、

聞こえたのかな

だが、台風の風を直接受ける穂高方面は、雲に隠れていた
セつチャンが、快晴の中を登つた槍ヶ岳の穂先も、時々顔を出すだけだつた
軽いハイキング気分で、西穂高山荘まで往復したのだが、これが意外とキツカッタ
西穂高山荘でも、視界はきかず乗鞍岳や下に見えるはずの上高地は、雲の中だつた
でも、山荘近くのお花畑では、ハクサンフウロの淡いピンクが気持ちを和めてくれた
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99年 0フ 月22日

今回の小旅行最大のイベントは、乗鞍岳スカイラインーエコーラインの山岳ドライブだ
勇んでスカイラインを登つていつたが、ヘッドライトをつけて車が降りて来るのだった
そう、山頂付近は、厚い雲の中だつた。駐車場で写真を撮つただけで、早々に信州側
に降りざるをえなかつた。山で、霧にまかれた経験のない、女房殿と子供たちは、
「恐いから、寒いから,早く降りて !」 とわめき、急っつかれるように降りたのだから、
高山植物を愛でる時間もわが愛機 αフ07 siの 活躍する場もなかつたのだつた
本格的山岳道路で、家族を乗せて、霧の中を走るのは、正直気持ちの良いものでは
なかった。今年3月 、森川氏・4ヽ 山氏との志賀高原雪中ドライプの経験がなければ、
私のかいた冷や汗は、何倍か違つていただろう

乗鞍国民休暇村に泊まって、翌日6日 は、上高地散策を楽しんだが、穂高はついに
全容を見せてくれなかつた。明神池では、予想外の雨にもふられた。
でも、傘を指しての上高地散策もまた、それなりに味わい深いものがあつたんだ
ほんの 1メートル先の目の前の梢で、ウグイスがさえずる幸運にも出会えたのだつた

安房トンネルができて、気軽に楽しめるようになつた、高山と乗鞍・上高地の旅
上高地は、本当に人で溢れていた。河童橋では、写真を撮る場所もないほどだつた
平湯温泉の集客は、3害1アップと聞いた。まさにトンネル効果である
ただ、東京からは、我が故郷松本は、観光上は通過都市となつているようだ
松本城を見て、高山に入り、金沢に泊まる。そんなツアーがはやっているようだ
関西・北陸・名古屋方面から、トンネルを超え、松本に泊まるツアーもはやってほしい

かくして、夏休みは終わつてしまつた。でも家族サービスは、まあ予定どおりできたはず
ただ、それにより父親としての威厳が増したのかは定かではない

甲子園もはじまって、まだまだ暑い夏は続く。今年の夏は、(関東は)格別暑い !

景気の回復も今一歩。予算オバーになつた旅の後は、ビールにかける分も控えにゃならん
次の秋の旅と、冬のスキーをめざし、また体力作りに励もうか

長岡さん、無事のごj吊 国まずはおめでとう
パキスタンの lヶ月間の旅は、どうでしたか
さぞ、「我が人生、最高の旅 !」 を十二分に楽しんできたのでしょう

思えば、1年前の私も、8月 初めからの1週間の初の海外旅行に胸を
躍らせていたものだつた。そして日本に帰つて、ほつとしたと同時に、
海外での浮世ばなれした、のんびりした生と日本のあまりにアクセクした
生活との落差に、ガックリしたものだつた
炭酸ガスが多く、蒸し暑い日本の夏にも閉日したものだつた

我がハワイの1週間と、貴君のパキスタン1カ月では、おお違い
でも、日本の我々にはない、本当に自由な人生を生きている人間を見てきたと
思います。大いなる山とヒンズー教や仏教の発祥の地での旅での感慨を、
聞かせて欲しいものです。

さて同じ退職でも、我がリストラされての関連会社転籍と、貴君の建設省の掟とはおお違い
給与を半額にされて、旅行後翌日には、同じ場所に出社して入社式をした我と、
ちょつとのんびり好きな研究をしてみようと思つていますという人とは、おお違い
高級官僚の部長殿の進退には、今日本で一番弱気になつている民間金融業者の
系列にやつとこ繋がつて生きている輩は、二寸焼きもちを焼いてしまいます

でも、「人間汗をかいただけ、幸せも大きい」一―も真実
そして、「幸せの総量は、人間死ぬときには皆同じ」一一もまた真なり

厚生省の掟を書いて有名となった元官僚、強いアメリカの象徴だつた元大統領の」r

そして、最愛の妻を送って人生を自ら完結さ忘ぉ斎麿酪 :曇IEな象馨易ξ
=~ス

カt続いて、ちょつとセンチメンタルになつていZ

そうだ、あの自山の谷で逝つてしまつた山と釣り好きの彼の一周己も近いのだつた

さて、余暇利用で旅をした後、もはや出社する必要なく、やはり余暇ばかりとなつた
貴君の今後の予定はどうですか?
計画的な貴君のことだから、しつかり、どこかの女子大教授の回が待つている一―
そんなことではと思うのです力く

でも、KUWVllの連絡係りとしては、まずは、「季刊誌 やまざと」への大論文投稿を
進言します。すでに、何冊かの著作をものした貴君には、舞台が軽いと思いましょうが、
読者の幅を広げるためには、良い訓練になりましょう。なにせ、名編集長殿のしごきに
耐える必要がありますから。

そして、余暇の中の夏の体暇後にでも、KUWVll東京の連中で、貴君の退職祝いの
宴を開きたいと思つていますので、都合をつけて下さい。楽しみにしています。

加藤の忠さん。森川の功さんヘ

窪田・塚本両氏の所在は、受け取りました。でも、夏の家族サービス前の仕事もあり

∩
Ｖ



不良債権取りたてまでのエネルギーが出てきません。
井上夫妻を含む、大量なる債権取りたてには、まだ時間を要するとおもわれますので、
別途督促方よろしくお願いします。

では、また。梅雨明けを翌日に控えた、南埼玉から

数日後に、半世紀+2の誕生日を前にして  青柳 健二

90年11月 20
1 1‐ 1日 ■‐■| 見              弯ξryF滸

るヽようです力{

縦謝早燿電篠異袋専キヽ
反射的に恐怖を感じてしまう方であわ

彙霧婆経 灘 棚 間 輝肝
ので

野沢は遠いですね。
明石からだと、行きで半日、あとは晩飯
翌朝、朝食の後、帰りで半日というのは
私のスキー技術から考えると、
なかなか、さみしい(きびしい)ものがあります。

瑚翻孵甜糞築藷筆ti舞輔よ
｀

希髪副習場鷲藤長
OBスキーを2回ほどやつたような記憶があります。

みなさんの覚えていますかね。

99年 11月 15
日

皆さん、よくお出かけのようですので、
私もつられて、11/13、 14の両 日で
四国の山にいつてきました。
天気は上々、快晴、暑いくらいの日でした。

目的地は、標高 900m以上の信仰の山。

勿論、写真の通りのロープウエィを使いました。

器具霧櫂庄讐戻撃l:編鯖贅増|:鼻8ヨ1ま]罰卓R{を,乳!志忠看″選撻訪援詞11融響燿詔覧
蒼馨男善女が全国各地よりご来山、法煙絶えることなく、山林百町歩には巨木が繁茂し、仏法

聾条  :ti]Z出器 きました。
うヽ「豊稔池」まで歩きました。

http://www.pasutel.cojp/wnn― c/ike/osusume/hounenike/hounen.htm

議静鼈 轟攀駆ゼ識しグ帥tのがありました。
ワ

ー



急にお寒くなりました。
先日の朝日新聞に自山の初冠雪の写真が載つていました。
自山が冬支度をしていましたので、
我が家もその日から「こたつ」を入れました。

神戸の方は、寒さに鈍感なところで
真冬でも教室にストープがないのです。

99年09月 01
日  ‐ 今 日から、新学期です。

ところで、
http://www yomiuH cojp/osaka/home htm
「花の名所」をご覧下さい。

8/17～ 18の 自山の写真が載つていますよ。

この写真は、永井旅館で知り合いになつた
読売新聞の記者さんの家族登山より作成したものです。
画面は、VttRか らのものですので
奥名会長の写真より少し落ちますが
仕方ないでしょう。

でも、私にとつて、写真に撮れなかった
当日の観光新道の花が写つているので大感激です ^

志た、北鎌あたりの金床雲から出てきた
ご来光が、1実11すばらしか,

(e-mail : koizumiy@po.iinet.orjp

加藤忠好氏(11期 )白 山へ行くの巻 (1/4)

意言[1』鼻Fl]鷺重]Lま1亀桑辞∫吾きらました。

舟
「憲湧疇下粥電性ぞ怪よfUtti暮

警景奪電:百夏偲なぁで

鏃 I鶏鞣 象呈鑽晰鰐謄
°

]薄響翻徹鵜饉 毅鳳

阜朧 山植物を教える事で、休憩時間稼ぎができそうであるからだ。
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邸癬蠅季層][F躍
亀

しかし、天候不順による勇気ある下山という判断も可能である。
私の体型にとって決して悪い状況ではない。
また、さいわいなるかな。家内の歩調が遅い。
おかげで、ゆっくり登れ、しかも、この遅さのため、
ゆつくり上昇した雨雲に追いつくことなく濡れずに15:40南龍着。

20年ぶりかのなつかしい風景だ。
イブキトラノオ、ハクサンフウロなどお花畑が実に美しい。
ケビンもとてもきれいだ。広さは7.5畳位に土間がついいている。
1棟に2部屋だけだから、遠慮は要らない。

コッヘルで飯を炊き、切千大根と豆の煮物、糠いわし、食当||

夜、手が届くような星空に娘が感動していた。夏なのに寒い。

8/17奥名会長の下山後に天気

は回復に向かっていた。

邸 脚 脚 F疇°
5。

と喜詠摯霞庭i35室
堂着。

こ員通り)の部屋。

重万専豊寿調雅瘍月場港粽編綱身散策する:
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熱雲の岩と遊びながら、
紺屋ガ池から17:00御前峰頂上。
アッ、プロッヶン現象だ。
白山頂上でなんて。家族一同感激する。なんと幸運なことか。
元気な菜就と手依理は先に室堂へ。
御岳、乗鞍が見え始めてきた。
19:30に 炊事小屋が終了なので社務所の前でゆつくりと食事。
20:30就寝。室堂は案の定暑い。シャツー枚とパンツー貫でも暑い。
部屋がガラガラなのに、よくも言吉め込んだなあ。
暑くてほとんど眠られない。家内もそうらしく盛んに寝返りをうつている。

登山に触れたおみくじは珍しい。

奥宮のおみくじの中身はありがたいものであった。

8月 18日 (水 )太 鼓の音で起床4:30
ご来光を見に平瀬道の方へ行く。北ア、乗鞍、御岳、南ア、中央アなどくっきり見える。
槍と大切戸の向こうに金床雲がかかり雷が時折見える。フィルムが切れたのが残念。
金色の雲が実に美しい。御前峰を見ながらの菜就が作るスパゲッティを食う。
室堂8:00発 。天気は上々。暑い。
観光新道は、初秋のお花盛り。
マツムシソウ、ハクサンシャジン、ミヤマハハコグサ、イ可とかアザミ、ニガナ。
本 日は、雨上がりのためか秋のように視界良好。
釈迦岳をはじめ別山、からカロ越国境、経が岳、赤兎。下界の町が見える。
実に快適。
しかし、慶松平の上部あたりから膝が痛くなってきた。
オッ、リンネソウらしきが・…
(旧 道と観光新道の分岐の少し上部にそれらしいものを見つけたがほんとは何だったのだろうか )

観光新道は整備されすぎて、石の階段続き。下りには辛い。
11:30別 当出合着。12:30バス。手依理と家内は明石へ。
菜就と私は、市ノ瀬の永井旅館泊。
実に、高校 1年の時の白山登山以来30数年ぶりの宿泊である。
適温の風呂に浸かり、山菜のご馳走を食べた。
標高800rnの 宿は涼しく心地よい。

というわけで、再デビューは白山ということになりました。
皆さん、ありがとうございます。
いまだに感激しています。
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99年 11月 14日 さて、昨日の土曜日、とつても好天だつたので
自転車で八ヶ岳山麓へ行つてきました。

普通の自転車に、普通の格好で行くのです。

票案専
で45分、それから1時間弱ゆつくりこぐともう、裾野に入ります。都会ナンバーの車

写真を撮つていますが、交通費0でこんないい所へ来れるなんて、いいですね。

裾野はすでに落葉がすんでいますが、途中の集落や雑木林の広葉樹がきれいです。

もちろん、連峰はばつちり見えますが、新雪はすっかり解けて、見えません。

ちなみに、我が家は諏訪湖にごくちかい、山裾ですが、その裏の雑木林が色づきはじめま
した。
まつたく使いようのない雑木林ですが、それゆえに雑多な色になつて美しいのです。

そうそう、諏訪湖の向こうに落ちる夕日もきれいでしたよ。
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節子、遊びにくれば、我が家のリビングルームから
お茶を飲みながら、この夕日を見れるぞ。

99年 10月 26日 八ヶ岳の初冠雪は……
それは、先週、20日 でした。

言弊為煮勢鏡請著頚2鶏嘉
rご

°
蓮華温泉の露天風呂が懐かしいなあ。

99年 11月 08
日

晩秋の山の情報
もう,山 の秋も深まりました。名残の紅葉の時期ですが,まだ山にお出かけの

予定のOB各位もあろうかと思い,ご参考まで,自 山周縁などでの道路事情です。
順不同にて。
以下は,先週後半に実家に出かけた際に,慌ただしく車で各地を廻つたときの

もので,実見したもの以外は,(・・・談)などとしてあります。

1 手取川 (牛首川)上流域
別当出合までの道は問題なし。もう登山者も少なく,出 合の休憩舎の前に駐車

し放しでも問題はなさそう。同所便所は冬季閉鎖済み。
中飯場と,湯谷川への工事用道路は,以前同様に見張所があつて,侵入不可。
白山スーパー林道は,11日 より冬の通行止め。
大日川。手取川合流点南の,鳥越城址にて,木造の砦のようなものを築造中。

いずれ観光地化されるのでしょう。
白抜山・鷲走ヶ岳への林道は,その入回の東二日にある最後の家のところに,

新しくゲート(鎖張り)が出来て,車が入れなくなつた。大変便利な道だつたの
に,残念なことです。なお,下 田原谷の脇から登る林道の方には鎖がないので,

大回りかつ悪路ながら,こちらを廻れば入れそうだが,上部の通行可否は未確認。
目附谷林道 :一里野から目附谷を大きく廻り込んでいる林道に対して,日 附谷

・荒谷の間の尾根に直接上がる林道 (ウ サギ谷より上がる)が連結したので,楽
しい周遊コースができました。
下田原谷の林道 :最後の出作り小屋 (標高約700m地 点)の 少し手前l_新しく

ゲートが出来て,車が入れなくなりました。
赤谷林道 :4ヽ赤谷の方は終点まで車が入るが,その少し先にあった出作りの家

は消滅。仮小屋あり。小赤谷分岐の先で,赤谷は,さ らに上流部の工事のために
泥淳となって通行不能。(車高の高いダンプカーなどは通行可 )

明谷林道 :松倉谷の手前に,大きな砂防ダムが新設され,林道はそこでとぎれたまま。
丁度,土・日曜日に,自 峰村で百万貫ノ大岩に登るという催しをやつていまし

た。金沢在住の方で行かれた方もあるかと思いますが,またとない機会で,

ひょっとしたらまだ足場が組まれているかも知れませんが不確かです。
白峰の西山南山麓 :余 り知られていないが,そのクロスカントリースキー場

で,とてつもない土地改変が進行中。
五十谷。大杉谷・河内谷 :いずれも昔の出作りの地で,静かなまま。
尾根を挟んだ,赤兎山への登路は,終 点まで車通行可 (勝 山市役所談 )。

2庄川本流の上流域
大白川の林道は,結局今年はゲートが開かず,そ のまま冬の開鎖となる。入口

の見張所の監視人の話では,20数箇所の崩壊があるが,来年6月 1日 には―般車
にも解放される由。なお。自山室堂には下山禁止の表示があるが,それでも降り
てくる人があるので,やむを得ず,下 山者は車で送つている由(歩いて貰つては
危険につき困るので)。

ブナオ峠林道は,「 当分工事中」のまま,今年はゲートが開かずに終わる見込み。
境川ダムヘの道 (大笠山への登路)は ,問題なし。
天生峠への国道号は閉鎖中。9月 に聞いたときには,どぶろく祭り前には何と

かなるだろうとの希望的話だつたが,結局ダメ。

3白山北東方
白木峰への林道 1ま ,入つてすぐのところで道路決壊。一応,鉄板敷きの応急措

置中ながら,これから本格的な工事となれば,当分通行できない見込み。
金岡1堂山の北の,竜口谷下流域は,「スノーバレー利賀」スキー場新設のた

め,大きく変わつている。金田1堂 山への登路は,地理院の地図のようで|ま なく,

25万図の標高778m地 点から登るようになつている。
白川村から利賀村への牛首峠林道は,通行可。ただし,水無ダムヘ降りると非

常な悪路につき,通過するなら北へ抜けるのがよしヽ。ダムから水無を経て楢峠ヘ

抜ける部分 (舗装道路だが)は ,数力所で道路が決壊し,その都度河床へ降りる
ことになる。水無の上流から,北に峠を越えて百瀬サ||へ 抜ける道 |ま ,問題なく通
行可。この途中の峠から金岡1堂山へも問題なし。ただし,3年 ほど前は尾根土の
細い道を金岡1堂 山に向かって2kmく らい車で入れたが,今 は道路が荒れてしヽて不可。
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警 騨 遅暑」尋聯 端 雲 颯 識

以上,ついつい長くなりましたが,皆様のご参考になればと思いましたので。
では,今年最後の紅葉期に,楽しい山歩きがありますように。

平成11年 10月 7日 、11期OB長岡正利より

北アルプス北部の紅葉便り

と亀f堪異沓瞬騨藩識騰崇   臀臭卜」妻お漠1:蹴ぞ、
最近の紅葉状況です。

また、11期OB森川様の、先の公開質問的OB通信 (次 記 )の答えを兼ねます。

す量璽盾貧の湯加減は ?紅葉にはまだ早いのかな ?

聾景章暫蜃熙C緻詈鰐艶)濶扮 堪
尋蓬晶易品はダヶヵンノ`の樹林の中だが、朝日岳も眺められ、適温でまあま

敬TLr£辮冴lyY≧雪 裟鶴古襲異姓賛で
｀
響恐がらの露天風

呂。

椰 翻   署  ぎネ量靱
小屋から露天風呂までは、山道を徒歩 10分くらい。

課 なぞ‰ 已攣 島 翌 島 、標高1350縦の兵馬ノ平の湿原では、一面の本古れ

鑽 続 撃″雫識 縣 森懺 脚 搬
疇



貴重な休暇を使つて到着した金曜日は山々はガスの中。翌日は、予報が見事に
はずれて、夜明け前から月光が違々で、風は暖かく、快晴・絶好の登山日和。
到着の夕刻は、もう誰も登つてこない夕暮れの、霧に包まれ始めた露天風呂に

暖まつてのビール。
翌払暁は、月光のもとで登り始めて、次第に自んでいく空のもとで、朝焼けの

雲と紅葉の始まつた山々を遠望しつつの朝酒もなかなか良いものでした。
(ち なみに、金曜日の宿泊者は10人くらい、それが翌朝になると、10時くら
いには続々と車が上がってきて―・休日は避けた方が良さそうです。)

では皆様、今年も、爽秋の山々での悦びがありますよう。

(追補 )

ところで、この季節、温泉や紅葉もさることながら、秋の山の味覚も是非にと

思います。

いで。

H雛亀霞
人ばξIなZ撃碁ごぎぎ∴景:譜埴努刷Li琵喪ど層蹴

鹿性濯 奪昇ちよ発撃港般実東摯遇鴛 ぢ真景:ぼ争野
の切り株

99年09月 15  11期 OB,長岡よりご連絡
日     ご無沙汰いたしております。

砕穀鞘曇器讐振蹴層鷲饗:畢
なお,小生は,関係者として,展示または講演の会場にいることが多いと思い

ます。

1)七尾市にて
「伊能忠敬フェスティパルin七尾」
地図展 :

七尾短期大学体育館にて,20日 (月 )1400～ 21日 (火)1000
伊能図大図 (複製)を床面に大展示
ほか,同 中図・′Iヽ図,関係資料,別 にその他の地図の展示

爆塾覇農鐵脚塑動:躍躍雲多?寮評
別に,講演会 :

同短大の大講義室にて,20日 (月 )1&00～ 2000
講師・渡辺一郎 (伊能忠敬研究会代表)

「伊能図探究と伊能測量の実像」
野々村邦夫 (前・国土地理院長)

「伊能以降,明治,現代,そして未来の測量」

ヒF;翠祝負お壕謂
こ到着し墨増称 需貫高惇写歳異[讐争f

2)金沢市にて
「金沢で伊能大図を見る会」
地図展 :

金沢市中央小学校体育館=25日 (土)1300γ 26日 (日 )1500
伊能図大図 (複製)全69点を床面に大展示
ほか,同 中図・′1ヽ図,関係資料,別にその他の地図の展示

別に,講演会 :「ア~ヽちζ名房鴇縫牲ヤ響尻プ
ロ片町7階 )にて,25日 (土 )13Ю O～ 1000

大和デパートの建物 )

講師・渡辺一郎 (伊能忠敬研究会代表 )

「伊能忠敬と全国測量」
伊能陽子 (忠敬のご係累 :伊能忠敬研究会 )

「ご縁がありまして」
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99年 08月 22
日

(近 況 )

郷里からの小原風の盆 (9月 初の越中八尾 :哀愁を帯びた胡弓の調べと唄 )の
たよりが過ぎると秋は駆け足,の筈が,この暑さ(台風 )で ,今 日は,朝からツ
クツクボウシが鳴く1日 でした。
再就職から月余を経て,カラコルム山中での静寂の夜 (確 かに,本 当の夜があ

りました)の こと,あるいはパキスタンの街々での喧曝の日々は遠い夢の世界の
如くです。

先に辞職 (6月 1日 付け)の ご挨拶を書き込んで以来、すつかりご無沙汰と
なつておりましたが、近況です。
この8月 より、財団法人 日本地図センター に勤務いたしております。引き

続いて地図関係の職務についておりますので、なお一層のご指導ご鞭撻を賜り
ますよう、お願い申しあげます。
なお残暑の厳しい折から、皆様の一層の御健勝をお祈り申し上げます。
8月 22日 、長岡正利

自宅 茨城県 筑波郡 谷和原村 西ノ台 11-¬

丁el&Fax:0297-52-4977
E― ma‖    inagaokaCbeige ocn ne」 p

Nifty Servei QZM 10636(FYAMAP会 員 )

勤務先 東京都 目黒区 青葉台 4-9-6
Tel  :03-3485-5418
Fax  :03-3485-5593
E― mailinagaokaqmc or」 p

[近 況 ]

ご挨拶のとおり、2ヶ 月間の空自の時間がありました。
この間、バキスタン北部のカラコルム山脈バルトロ氷河源頭の地などを歩い

て参りました。かの地にて、8000mの山々に囲まれていると、これまでの山の
記憶も総てどこかに消えてしまうような、壮大な眺めでした。
退職直後には、これでようやくに心のゆとりを得ることが出来ると浮き立つ

心持ちで、これからは、古今の書に親しみ、和洋の音楽を愉しみ、西域関係の
探検史を学び、などと思ったのもつかの間、再就職して以来、毎朝6時 10分出
発の慌ただしい生活です。しかし、読書時間 (列車中での)だけは確実に増え
そうです。
カラコルムの静寂につつまれた眠りの中で、テントの下の凍りついた岩片を

載せた氷の底から伝わつてくる氷河の微かな震えに気づいて起き出せば、満天
に総ての星は建々と輝き、本当に物音―つない夜がありました。
このところ、陽射しの中でのヒグラシ、夜更けてのコオロギの声が賑やかで

す。再就職から半月、カラコルム山中での日々は夢まぼろしのようです。

[近況 :少し前の話 ]

旧盆過ぎの日、11期 OBの 加藤氏を誘つて、車で慌ただしく白山麓に、主に
出作り地を廻つてきました。一緒に歩いているといろいろなことを思い出しま
す。なぜか旧知の人に会つたり、出作り地では、人は老いるとやはり育つたと
ころが懐かしいのか、簡単な小屋掛けで戻つている人が少し増えました。
大道谷の五十谷の奥,かつて、のどかな出作り地の風光を四季折々に撮影し

た地には、自山麓の人のものではないような家が建つていました。出作りの家
が雪に潰れたあとも、自山の展望を楽しみつつ昼食をとるのに絶好の地でした
が。また,自 峰の西山山麓では、立派な道や建物・スキー場新設などの大改変
中で、ここも良い展望の地だつたのですが・・・。

久々に何もしない日曜日。ヒマは本当にいいものです。パソコンに向かう目
を上げれば、ノウゼンカズラの橙色の花 (例年は咲き終わつている頃)が揺
れ、まだ芙蓉の花も見える。本当に,緑に囲まれた夏の休みはいいですねえ。
加藤氏の言うに「閑こそ我が人生」。再就職した今、早くも再び、そうありた
いとの思いです。

99年 06月 18
日 磁垂翼翌FM鶴層脈

これで,安心してバキスタンに出発です。
11期 OB,長岡正利

**********************************************
辞職のご挨拶
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ところで,しばらく自由となれそうで,ようやくに心のゆとりを得ることが
出来そうだと思つたのも最初の3曰 くらいでした。これまでに累積した諸々の
ものの整理の大変さを思い知り,当初想い描いた,古今の書に親しみ,和洋の
音楽を愉しみ,西域関係の心ときめく探検史を学ぶなど致したいなどと思つた

鶴 、鍛 著ぶ蒸煩』Lの身,今 日より7月 19日までのほ由 ヶ月間をか
けて,長年の憧れであつたバキスタン北部を歩いて参ります。

(追伸 )

総 1窪男獅謗流辱秦しス(旧】ま,@の前文字「1」力く,「エル」か
「いち」か紛らわしいと一部の方から不評がありましたので,この際,あわせ
てアドレスを変更し,@の前の1を削りました。
新は,nagaoka@beLe.∝n.nejpです。
なお,これまでの勤務先 国土地理院でのメイルアドレス

nagaoka@gs卜 mc.gojpで は受けられなくなつておりますので,申 し添えま
す。

99年 10月 15
日

残念 !

奥名君が9日 に登つていたのなら、ボッカを頼むのだつた。
別当→室堂、私には長すぎた。
南龍への分岐までは快調だつたが、それ以上は身体が言う事を開かない。
それでも、室堂へ到着後雲もきれ、雲海もきれいなので、つい、御前峰ヘ
その登りで食べた、いや撮つた「クロマメノ木」です。
今年は実も小さく、味もイマイチというより全然悪い。
頂上でバスで一緒だつた人と会い、御池巡りを案内して室堂手前で

著響娠穀寧
夕日をみた。(9日 は快晴の予定だつたが?15:30頃から晴れたのは

奥名君理由分かりますか?)

10日 御前峰で御来迎を拝む。考えて見るに御前からは生まれて始めて。
(いつも、楽して室堂平からみていた。)

おかげで、お神酒をいただき、
(いつも、楽して室堂平からみていた。)

おかげで、お神酒をい
御池巡りも昨日したことだし、
る事に予定を変更した。(当初予定は室堂2泊 )

飲んだ勢いと天気もよく、御池巡りも昨日したことだし
気を大きくして、別山に登る事に予定を変更した。(当

花は咲いていないが夏山のような天気、別山へのプロムナードコースを
楽しむ予定が暑い。
別山頂上で昼寝を楽しんで、チプリ避難小屋へ。
小屋はマツムシソウが一輸だけ、咲いており、
トイレはステンレス製新品になつているし、宿泊者は中年の夫婦と3人のみ。
快適この上なし。(この御夫婦に自峰の総湯経由鶴来まで乗せてもらった。)

クロマメの本は楽しめなかつた力t川原であけびとグミは楽しめた。
山ぐりがたくさん落ちていた力く、拾えなかつたの力く、心のこりだ力く。

ところで、自然解説員殿にお聞きするのだが、
市ノ瀬の駐車場にある白い木は何ていうのですか?

∩
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99年
T月

16 
晃』賭 毎競ξ[政

森り||です。

な[う最営誓髯討阜旱:『Itfξ梅整形を見た2がなかつ鳳桑名市の長者番付け10位

"友人がおり、昨年も2～ 3回 その近くまで行つているのに、

食べたことがなかつた長島のケーキ。

さすがの加賀美人達も霞んでみえたベコニアガーデンと

倉詭当〕謹漱穆説lk弁讚 倉『むFJttf称囀汁を
飲めなくしてくれている長良川河口堰 c

そして、白山自然解説員にハマナスの花を教えてやり、

思いがけない事に実物を見せてやれた事。
ハマナスはやはり、「浜の梨」が訛つたものだと思う。

是非実を食べてみて下さい
,スが、白い花もあるそうです。私はビンクの花しか知らなt

それにしても、15期は人材が豊富ですね。
変わつた人が揃つていることでは、11期といい勝負ですね。
次回は雪の温泉で勝負できるのを楽しみにしています。

99年09月 05
日

森川です。
なかなか変わつた雲ですね。

塾    l纏鏡肋(醜韓観ζ牲卜`
奥長倉避難小屋からも同じだつた。

白山の御来光が見える所を連絡します。
「白山」htt//www vcnet fukuifukui」 p/^harariki/hakusan/index htm

もう一つ、兼六園などどうですか。
「盆栽」http:〃WWWケeepage total cojp/takasi/index htm

霜漫墜傘峯窪素
「

Cγヨ彗彗せて連れていつてもらえる約束も出来たし、

後は体調を整えるだけ。

99年08月 29
日

曇活|〒告省た二:lま薔繋こwょ気にいりました。
さすが、ハクサン自然解説員。
今年の成果が良く現れています。
9/11夜には、スライド上映会が開催されるのかな?
今から楽しみにしています。

ところで、奥名君は今年何回、何日白山へいつたのですか ?
その気力、体力には驚嘆します。
(アメニモマケズ、カゼニモマケズ、………)

私など、御前峰に行くのに3日 もかかつているのに。

「シラタマノキ」懐かしいですね。
葉は覚えていないが、秋になると、白い実 ?がなり、
食べるとサロメチール (サルチルサンメチル)の 味がします。

『
雪堪鳥島譲要議語舞〕Ъ実を食べな力くら、

日直しに「シラタマノキ」の実を食べたものです。
(タダシ、自然解説員には内緒にしておいて、下さい。
罰金をとられるといけないから。)

百四文の滝、一度ごらんあれ。
それよりも、是非清浄ケ原を尋ねて下さい。
何もないが、静かな広い広い草原です。
写真でその、良さが表わせない所です。
19フ 1年百四丈の滝に行つた時、私が一番気にいったのは、
滝の上の覗き岩と清浄ケ原です。
今回四塚から、しみじみと眺めることができました。



99年 08月 21
日 をおhず 2ヽ糟詈脅姜葬F鞠猾if言鼎責輸保君●生→

;堡鼈 tili]1:三lil義槙亀月11製提 っ_t。

言膳 繁 鶯 習 精 ″ 請 啄 鷲 ぞ層「 ず
いて百四丈滝上部へ。

臭2懲督瞥蓼予 3)でぁった。
アルバムを見たら、リーダのカッコイイ言葉が載つていなので紹介しておく。

お父さん、音はカッコよかったね。

99年09月 08
日

いつも便りをあリカ`とう。山に行けない身には少しつらいけれど、早く行け
るようにと元気づけられもします。

今度の15期会には、2人で高速バスで行くことにしました。初めは車でと
思つていたのですが、舟田さんからの電話があつたり、それに体調も十分では
ありませんので。片町9:40発に乗車します。君もパスらしいですが、同じ
便ですか。

メールのアドレス下記のように変えておいてください。

０
０



99年08月 27
日

灘 墨1聰
えたようですね。それにしても山の天気は思うよ引こ

戦駄 な電2ギ裏楚£く
の診察 (10月 下旬)まで

経鷲陽堪等罐詔蟹京ヒ亀建めa規格軍泌昆鶴翫(配臆ぼデ獣
は

99年oO月 07‐ 日 いつもご苦労さまです。
OB通信受信しました。
昨日,六 甲高山植物園に行つたら,ほとんど時期が遅く
コマクサとクリンソウくらいでした。
教ヨ||は ,5月 の連体開け頃に行くべし。次は,六 甲森林
植物園に,紫陽花(神 戸市の花)見物の予定です。

99年 12月 23
日

本日ようやく通知簿の記載が終わり、メール解禁になりました。
そうでもしないととても仕上がりません。
実態をオブラートに包んでやんわリアドバイスと励ましなんて
ノーベル文学賞ならびに家庭平和賞ものです。
仕方ないですね。どんなお仕事にもジレンマとストレスはつきものです。
そんなOB達のあすへの活力のために、野沢OBスキー合宿は
ますます隆盛となるべきでありましょう。

ところが、ところで、私、不参加となつてしまいました。
言い訳…・最初聞いた時は日がずれてたんですよ。それが本決まりになつたら
2月 22日 出発となつて、かねてからの浮気がばれてし棋うことになりました。
3月 5日 まで、ヒマラヤトレッキングに行つてきます。

金沢クンブ協会というのがありまして、ヒマラヤ・シエルパ・ミュージアム
設立の支援団体です。友人が博物館の設計を担当しています。
そこが、ミュージアム建設予定地の披露と、シェルパとの交流を意図した
ツアーをだすことになりました。金沢発着であること、そして、
かねてから関心がありながら、物見遊山のみでは家族にも生徒達にも
申し開きが出来ないがブレーキになつていた私には、ふって涌いたような
チャンス。見回せば身内に病人もおらず、何をどうやりくりしても
行くぞ !と決心してしまいました。
そのうえに旦那が「苦節25年」のご褒美に留守親を快諾してくれましたから
もう、どう侮蔑の視線を浴びようと行つてしまいます。
スキー合宿の皆様には、陳謝につぐ陳謝です。 12月 23日

保田様 早々と日程を押さえこんでしまいながらの不貞をお詫び申し上げます。
ご叱責は11期のおにいさま方が、私を庇い、受けて下さることでし
ょう。次年度には本人が残りを受けますので、お手 (足 )やわらかに
お願いいたします。

青柳様 スキー合宿の幹事をお譲りします。記念誌編集長のよしみでお引受下さい
ませ。半年毎にあのストレスを繰り返すと、ヒマラヘでもぶつとばないと
発散できないのは、先輩のみご理解できますよね。

SUB:山便 り 謎のじい様編 (鍬崎山)

一週間前の誓い通 り、旦那は一応早起きしました。

そして立山山麓ゴン ドラリフ トの始発便に乗るのには成功。

先日の低気圧通過で雄山は真っ白。毛勝三山との間に覗 く真っ白ピークは

白馬です。山頂駅付近は紅葉真つ盛 り。本 日は三段紅葉が楽 しめそうです。

人の混まないうちに登っちゃおうと (結果的にはその日の登頂者は私達込みで

8人 )し つとり落葉の道を進みます。

さて第一のピーク瀬戸蔵山で、私達は一人のじい様に抜かれました。
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その出で立ち・・何ということない町着に子供の合宿ザ ック、靴だけ山靴の

諷々の登 り方に克明な記憶が私達にはありました。

それで次の大品山のベンチで追いついた時に尋ねてみたのです。

「三年前の夏、お盆前の頃、早月尾根を登ってはおいでませんでしたか ?」

「毎年行つとるか ら・・・。そうやろね。」

「覚えてますよ、その歩き方。さぞや年季が入つて らっしやるんでしょうね。」

じい様はにこやかにベースを崩さず先行されて行きます。

そうなのです。あの時、岩稜地帯にさしかか リヒーヒーだった私達を

軽やかに抜いていつたじい様がいました。

「今日のうちに山頂へ行つて こられるんですか ?(早月小屋に泊まるとしての

質問だつた)」 「日帰 りすることもあるけれど、今 日はあつちへ抜けます。」

目をむく私達を尻目に、じい様の姿は視界か ら消えた 。・。

あのじい様が今 日はここを歩いている。

山頂は見事なパノラマ。室堂か ら上は真つ白。紅葉の弥陀ケ原を行 く高原バスを

見下ろし、一番近い薬師岳の豪快な山塊はコテの跡も艶やかな大アイスクリーム。

右まわ りに視線を移せば、乗鞍も御岳も、そ してかなたのわが自山も、

自く輝いている。そ して 日本海がつ らなる。そ こか らまたせ りあがつて くる

山並み。マッターホルン調に望める剣まで真つ白というのが、冠雪の時期ならでは。

弁当を広げるじい様は、富山以外はあまり知らないよう。ところが薬師をはじめ皆

日帰 り圏なのである。

いつか ら?と聞いてみたら、登 りだしたのは平成 6年頃か ら。その頃咳が

止まらなくて、これは肺癌かもと思つていたのが、たまたま友人に誘われて

山へ行つたら直 り、山の景色もよかつたので、それか らは健康の為にも

登っているという。お互いに記念写真を撮 り合つて、下 りはもっと驚いた。

登 りより、下 りに老化は出てくるもの (前回、下 りは見ていない。)。

かろやかなフットワーク、抜群のバランス。下 りならナカオでも落ちこばれていない

私達が追い付けない。たつた 1回 だけ滑つた。最小限のスリップで止めた。

「しつこいようですが、山はともかく、スキーでも」で、どうや らスキーの

年季はたつぷ りそうなのわかった。

瀬戸蔵か らは竜神の滝へまわる。一本丸太の橋を彼は平然とスピー ド落とさず

渡つた。私と旦那は橋は使わず、下へお りてその沢を越えた。

山麓駅に戻つた時には、もう営業も終わ り、ワイヤーだけが空回 りをしていた。

「まだサラリーマンやつてますよ。だか ら日曜 日しか行けないね。」の彼とは

それ以上の自己紹介もせず別れた。 65は こえている。サングラスを外 した顔は

70と もいえそうだった 。・・ 謎のじい様。

SUB:山 便 り

秋 田和の 9日 ・ 10日 は、上高地一パノラマコースー涸沢一奥穂―前穂一岳沢一上高地

を歩いてきました。

上高地は 12年ぶ り。北アヘの泊まり掛けは夏 2回 、秋 1回がせいぜいですか ら、安房

トンネルが初めては当然として、平湯にあかんだな駐車場ができ、バスターミナルまでシ

ャトルバスが運行 とはじめて知 りました。便利は便利なが ら、即タクシーに乗 り換えでき
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た昔よりはタイムロスがでてしまいます。 「旦那が不調」 もあって、北穂小屋泊 りをあき

らめ、涸沢小屋泊 りに。 1年で一番混む 日とあつて夕食は 11時になっても最終組が終わ

らず、 「横をむいて、隣と密着 して」の指示に地獄のような一晩でした。

翌 10日 。どのみち寝てはいられないと、テラスヘ出てしまう。照明に照 らされたザッ

ク置場はもうカチャクチャ。ザ ックをようや く見付けるも、 トレッキングポールが外れて

しまってます。不愉快が頂点に達 している旦那 「なくてもいい。もう出よう。」。意地で

も諦めないその妻、もう他人様なんでどうでもよいで、ひっくり返すだけひっくり返して

(ザ ックは文句言わない)つ いに発見。旦那が感心 (ほ とんど感動)し ていました。 この

妻に頼るしかないと痛感 した ことでしょう。

奥穂にかかるオリオン。それが薄 らいで、涸沢槍が朱色に染まる。カールの底のネオン

のようなテン ト村か らいくつものフラッシュが光る。そんなとこで光 らせても写 らないん

だよと、優越感に浸 りつつ、ヒーヒー登る。 3cmを 越える霜柱・・ 。「密着」で暑かつ

たけれど、やはり秋の北アなのです。やっと着いた奥穂山荘のテラス前、イワヒバ リの群

がスイスイ乗 り越 していく。 これだったんだ。昨 日、稜線にキラキラ光る銀の塵のような

ものが見えて,その度周囲か らも歓声があがったけれど、自出側の落 日を浴びたこの鳥達

の群舞だったんです。従業員さん達は客が来ようと我関せずの一斉お食事中。ふん、ジュ

ースなんて買つてやんねえ、で出立。ルー トは 12年前とやや違い、 トラバースに変更さ

れていて、ヤバイな りに、落石 しても後続にあたらないようになっています。そ してたし

かに 12年前には見かけなかった層がよじ登っているのでした。

ついに頂上。 100の 頂上に 100の 喜び・・ 。とはいうものの、やっぱ り圧巻。切れ

落ちるカールを両佃1に 従えて、岩稜の連な り、四方に広がるただただ山と雲海。夏の雪と

花も魅力だけれど、クリアなパノラマは断然秋。早々にガスが湧いてきてなんてことがな

くて、克明に見えてしまう。もちろん天候に恵まれればの話。だか ら喜色満面が頂上に溢

れていました。

今回は引き返すんではない。吊り尾根を歩 くんである。内心、そろそろ行ってこなくち

ゃ 。・・バランス悪 くなった らヤバイし・・であったのに、ほとんどの方が当然のように

そっちへ向いて行 くのにびっくり。それ こそ、上高地ハイクそのままの格好の人まで入 り

込んで行くんである。地図見た ら赤線ちゃんとつながっているし 。。ということなのか。

つまずいた ら奈落の底の連続なのに 。・恐いもの知 らず というか何というか。ほんな ら尚

のことこける訳にはいかんと気を張って渡ったのでありました。紀美子平か らの登 りもほ

んに凄まじいものでしたが、前穂は意外に広い頂上でした。屏風のコルか らの続きにテン

トが見え、そちらか らはクライマー達がよじ登ってきていました。何度 も見上げた吊り尾

根をついに渡った。そしてあれが奥穂かな ?こ っちが前穂かな ?で塊としてはわかるもの

のどのビークと今一得心いかなかったのが、もう断然わかってしまったのである。紀美子

平でお弁当を広げつつ、実に幸せでした。時刻はまだ昼前。 「今 日のうちに帰ろう」 「う

ん。伸び伸び寝たい。Jで、岳沢を駈けお りたのでありました。

喧騒の河童橋からふ りかえる吊り尾根はまた格別でした。そ していったい何の列 ?と 思

えば、延々バ スターミナルか ら延びる沢渡方面への乗客の列でした。平湯方面はまだ短か

ったものの、その後も渋滞に耐え、のんび リテレビの思惑がはずれた息子達にご対面した

のでありました。

／
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99年8月 24日 小屋作業の件、道路が開通していることは土木事務所への

6渠柄繕様霧 」 播 拓 爛 嘴 留 事ヒ建 貪需賛響幕暑
山に

「吉次山、高二郎山に道標を設置せよ」があつた話の顛末。)

醒継酢潔場  野翻幹
彗鍋鍵詈幾暑矯電緊品違3寄罷星奢夕:警角計争

。)

ともあれあのルートを開拓したのは、金大ワンゲル.

しかるに、そこを尋ねるPW名を数年見たことはありません。

蝠 33繕 ぞ鞠 選 るけれど、犀滝はご豪力
'な

ければ
行けません。
誰か同行してみたい人いませんか ?この機会に同行してくれたら、

ワンゲルの伝統もちょつとつながりそうに思うんですが。
現役のみなさんなら、邪魔にもならず、戦力にもなり、

いい被写体にもなります。(秘境をたずねる若人がいるつてのは
日本の希望です。)

急な話ですが、水曜日までに参加連絡がもらえたら、林さんに頼んで
みます。それ以降だと、たまたま同行くらいかも。
オロロ対策は必要。腰近くまで濡れる可能性あり。
濡れるので革靴ダメ。布製夏靴たすワラジor地下足袋or沢靴あたり。
希望者がいたら電話でお知らせ下さい。
3月 24日

麟櫛彙勲願棚鷺鸞は

彗戴   も発高
旗 そろそろ板 ■ 真釧 こ

薙躙電ζ」鼻ユi翼翼1:1ま1ま

書駐馨:暴E黒韓昇摺酵勇綿尚:鞍じ卜券が無駄

99年
習

月10  :lillil僣

[11[[与
号b菖li塚珠著暫著墳ズ管字百醍 、二重県にド

皆様に、どうぞよろしくお伝えください。

99年08月 08
日

小生は夏体凝 上?帳
響だぁ寧隼賛[躙 田

ハ で仕事をしています。
本日の朝刊に掲載した栂さ           ・

。記事入力用のフアンクショ
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ン付きの棒原稿をそのままコピーしたので、かなり文字ばけしていますが、お許しく
ださい。
どうぞよろしくお願いします。

99年 06月 17日

言具霞鷺ξぽ晰習ツジデ訂ぢ色露譲犠鑽糖
。ぜひホ_ムページでみ

肇驚名墨議陽墓ど悪g事妾:|_タベ_スからダウンロードして、メールで
明糧 k。

99年 06月 07日  いつのまにか春も過ぎて、もう梅雨。上着を着ているのがつらくなりましたが、
季節のうつろいを楽しむ余裕もなく、一週間のたつのが早いこと。
ただ、やみくもに忙しいだけで報告することもないのですが、
早くこんな生活とは縁を切つて
四国八十八カ寺のお遍路に出ることを夢みています。
ワンゲルのホームページだけは定期的にチェックしていますので、
皆様のホットニュースを楽しみにしてい志す。

,1年曽1,1
11111■■■■
|■|:J十■1

お久しぶりです。
毎回OB便 りを送つてくれてありがとう。

50肩 、私も仲間に入りました。2月 のOBスキー合宿で50肩 の話を聞いた時、他人事
としか思えなかつたのにスキー合宿直後からなんとなく肩が痛くなり、最近では
立派に50肩 の症状を呈してきています。

先日、会社からの帰りに横浜線の長津田駅で偶然松縄に会い、町田で
コーヒーを飲みながらいろいろ話をするうち、佐野君の歓迎会をやろうということに
なりました。まだ時期は未定です。奥名もこちらへ来ることはないですか ?

毎週のHPの更新ご苦労様です。
居ながらにして自山の風景を見れて感激しています。
そして皆さん山登りの人は、詩人だなあ…感心しています。
Maliが届いたら返事を書きたいけどHPに載るとなると
ちつとは、山に関連の事をと思つてもなかなか行つていない
ので、ネタがなくてすみません。HP隠れファン、たかむら

90年 10月 04
‐ 日

おはようございます !朝 、このメールを開けたら4通も届いて
いますってメッセージがありびつくりするやら嬉しい週の始志り !

同期会では、色々お世話になりました I

関西組が参加しないので、戸惑つたのですが、思い切つて
参加して本当によかったです。
また、ワンゲルのホームページを楽しみに読ませて頂いています
では、また間違つてメール下さい !たかむら

99年 12月 02
日

16期の清水ですが、皆さんお元気ですか。アメリカ(シアトル市)への転
勤となり、12月 3日 に出発します。来年3月 に家族も合流する予定です。
先立ってはビザの申請のため、金沢大学工学部学生係の方で英文の成績証明

書を作成していただきました。専門科目については、必須と選択で51科 目を
取得していますが、そのうち優はたつたの9つ (約 17パーセント)で した。
すべてをワンゲルの所為にはしたくはありませんが、今更ながら少々悔やまれ
ますね ?
ともあれ何年かは外国暮らし。しばらくはワンゲルのいろいろの行事ともお

別れです。これを機会に本当に久しぶりではありますが、日記 (英 文では無理
か)を再開しようかと思っていますが、我が中年の記になりますかどうか。ご
期待あれ。ではまた。

∩
り
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99年07月 04
日

99年 10月 19‐
|1 日

OB会ではお世話になります。
やまざと99夏号に事務局の財政について西村さんが書いておいででした。
「カンパをしなけりゃ」と思いついたのですが、グズグズしてなかなかで
きませんでした。
ようやく本日些少ですが送金させていただきました。どうかお役立てくだ
さい。

1フ期 長田正文
ミヾ||ヽ意ヽ

99年 12月 19
日

99年 11月 20
日

ここUSでは、12/19の 日曜が最後のク1リ スマスShoppingで どこのモールも人でごつたがえ

しておりました。日本の大晦 日の賑わいに似ているところもありますが、私たち日本

人にとつては、さほど魅力的な商品が多くあるわけではなく、衣類以外はこれといつ

た、買いたくなる商品は無いのが現実です。年を経るごとに、こたつでみかん、おし

記灘予l轟魏難綿蹂動臨
に続くようなきがしますが、日本の過去の
ない状況です。なにはとt,あれ、良いお

年をお迎え下さい。

ご無沙汰しております。ワンゲル 17期の藤野て

えておられるかわかりませんが、渡辺、小間、4

鱗 絆鋼霧異舞百

`賑

ざ螺彗
も想像できません。今は仕事の都合で、アメリ丈

早4年がたちました。

ご存知かも知れませんが、同期の小島は香淑計」埋警お嬰選喜基棚 1字!tι興鍬営ξの他日本にいる人たちと、海を越えてのE― mall,

題等ありましたら、話だけでも、流してください。今後ともよろしく。

藤里予   11・ 20・ 1999  Tennessee Hendersonville(Nashville)

鍼晏瑚蹄1動機l

99年07月 05
日

17期はどうやらこの夏、久しぶりに

昔庸織 へヵЧずです。

-87-
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99年 10月 28
日

11月 よリメールアドレスカttsussy@mJl.kbn.nejpに 変更に
なりましたのでよろしくお願いいたします。
ケープリレテレビでものすごく早くなりました。

合月壇貧留胡 観 鼎
。

像宮んを来孟隼黎うこ費冠たが足の達者なのには驚きました。
来年まで山は冬眠いたします。

99年 10月 25
‐■‐ :日||■ |

度々OB通信有り難うございます。23期 の興井ですc初めてメールします。
10月 の9～ 11日 と扇沢から鹿島槍へ、23～ 24日 にかけては地元の大台ヶ
原へ紅葉を求めて足を伸ばしました。
いずれの山行も天気に恵まれて山自体の魅力は十分に堪能したのですが、やはり
紅葉はいまいち、というか全然駄目
というか・…・。今年の紅葉は結構期待できるぞ、という話も当初あつたよう
ですが、9月 、10月 の馬鹿陽気に
意気消沈といつたところでしょうか。北陸、自山近辺は全体的にどうなのでしょ
う?ここ数年はどうも紅葉は駄目ですね。

99年 10月 04
日 ‐ ‐ 蹴 馴 熙 艦 醜 経 れているようなのですが

URL力く書いてないので、どこにアクセスしたら良いか分かりません。

暇な時に見たいと思いますので、是非、URLをお教え下さい。

明けましておめでとうございます。

25期の高橋です。懸念された 2000年 問題は大きな トラブルはなかったものの

細かな障害は多々あり、しばらくは目が離せない日々とな りそうです。

会報とホームページを楽 しく見させて戴いてお ります。役員の方々の苦労を思うと

感謝の念で一杯です。下記に住所変更しましたのでお知 らせ致 します。

99年00月 10
‐   日 ‐ ‐ 案篤 ま与子亀膚鼈 麟栃繕靴ぶ動窮 訴 鋤 糠 勲:駆静すね。これからも定期的にアクセスしたいと思し

ただけませんか ?。

99年 10月 12
日

10月 9日 は、
私28歳の誕生日です。
世間では、
この日を、

「トラックの日」
というそうです。
電車のつり革広告で見ました。

33期 奥出氏の誘い、
「連体に朝日岳いかん ?」

の誘いを断り、
会社にいってまいりました。

会社にいっても、
別に遊んでるわけでなく、
お客さんの対応をしてました。

０
０

０
０
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今年の冬は、
なんとか、
登りたいもんです。
休日出勤は昼からですが、
近くの川沿いを走つてます。
ほんとです。

でも、
体力は、めっきり落ちました。

ところで、
ワンゲルホームページのURLは、
なんでしょう?
わかりません。
教えてください。

ワンゲル36期の新倉です。毎回OB通信を読ませていただいております。

大変恐縮ですが、一つ教えていただきたいことがございます。
それは、ワンゲルホームページのOB名 簿のパスワードのことです。

KUWVと か適当に押してみましたがダメでした。教えていただけると幸いです。

お忙しいところ申し訳ありませんが、よろしくおねがいいたします。

新倉崇之
nilkura― takayuki@miti go」 p

PS
今年も剣岳で亡くなつた蒲原良太郎君の追悼山行を催す予定です。
今年は、8月 20～ 22日 の予定です。

99年09月 03
日

malladdrs:haslmo@qf6 so―net ne」 p

mess:初めまして、38期 の橋本です。
特に用事はないのですが、暇なので投稿してみました。
どうやら同期では私が一番乗りのようですね。

先月1年半ぶりに山に行つてきました。
場所は八ヶ岳です。
天気といえば快晴で、特に天狗岳からの展望はとても良く、遠く白山まで見えて
感動しました。(私が見間違えていなければの話ですが.¨ )

宿泊をする登山は大学4年の時の百4条PW以来でしたが、特に疲れはありません
でした。(すみません強がりです)

現在時刻は9月 2日 (金 )AMl:30です。
そろそろ寝ないと明日(今 日か )̈の会社に遅刻するのでもう終わります。

同期の皆さん、最近どう?

次のページ

「事務局長が、OB会 に悲観 して、厳冬期ヒマラヤヘ

行く」などという噂が流れているとか、いないとか・ う。

ご覧のような支援団体の、広報活動を趣旨とするツアーに

参加するだけなのです。なかなか夢のある団体 と思いますが。

皆さんの身の回りに、こんな会がある、こんな活動がある

と紹介したいものがありましたら、事務局にご一報下さい。

89-
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《日本とネパールを結ぶ金沢クンブ協会機関紙》

〃οrハEИ ′θ″ ん 仏 ろC劉惚
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盆沢ク
●「ヒマラヤ・

ンブ協会の概要は立趣事書》
シェルパ・ミュージアム」支援のために

1.設立背景及び理念

1世 界最高山千エヴェレス トは じめ、

数多 くの高峰・名llIを いただくネパ

ール・クンブ地方は、山岳ガイ ドで

知られる高地民族 くシェルパ〉の故

郷であ り、その雄大な自然景観から、

「サガルマータ国立公園」 として、

陛界遺産に登録されている地域でも

あ ります。

つい20年 ほど前 までは、一部の遠

征隊等を除いて、外国人がめったに

足を踏み入れることのなかったこの

地域 も、現在では、登山や トレッキ

ングを楽 しむために、毎年、2万 人

近い人が世界中か%訪 れるようにな

っています。山を愛する人にとつて、

クンブは、いわば聖地にも似た “111

れの地"と 言えるかもしれません。

今般、そのクンプの中核、クムジ

ュンとクンデ両村において、シェル

パ族固有の文化やヒマラヤ登山への

かかわ りを含めた彼 ら独 自の歴史

を、後世に永 く語 り継 ぐことを目的

に、「ヒマラヤ・シェルパ・ ミュー

ジアム委員会」(Himalaya Shcrpa

Muscum Committcc):政 府 登 録

No.77)が地域の幅広い賛同を得て発

足 し、新たに、拠点施設の建設を目

指すことになりました。電力供給の

開始(1994)や 旅行者急増への対応に

より、 クンプのシゴルパ社会が、文

全ミュージアム建設予定地付近より、遠くアマ・

化的・構i生 的に、大 きな質的変化を

迎えようとしている今、自らが1処 つ

て立つ、民族の伝統的基盤 (ア イデ

ンテイテイ)に 目を向けたこの試み

は、まさに時宜にかなつたものであ

ると考えます。

基より、この計画には、多方面ヘ

の きめ細かな配慮が求められていま

す。クンブが置かれている厳 しい自

然環境やその地球 レベルの意義、更

には、 トレッキングを中′しヽとした、

観光産業抜 きには語られぬj也 域の現

状など、これらの諸要素を踏 まえて

本計画が持つ意義を考えた時、その

新施設は、単に く博物館〉としての

機能を米たせばlli足 れ り、と言える

ものではありません。それは、21世

紀に伝えるべきクンプの姿を、共生

と共イ∫の理1念の下で、真摯に追い求

めたものでなければならないでしょ

う。

私たち「金沢クンブ協会」は、現地

か らの正式 な支援要請 に応 えて

1997年 の夏に設立され、今日まで、

各界・各層との対話や現地での基礎

調査を積み TIね 、相11理解の深まり

と計lll遂 行への基盤作りに努めてま

いりました。そして、この度、現地

組iilの設立趣旨・規約に沿った形で

計画の全体像を再構成、大略、以下

のような構想のもとで、博物館の創

設を蜘1と した、本格的な支援ill動 に

ダブラム (中 央真/6856m)を 望む

ハ
υ
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あたりたいと考えます。

2.基本構想

まず、計画推進に際 しては、施設

完成後の円滑な運営・管理を考える

うえでも、近隣のナムチェ・バザー

ル、シャンボチェなどとの将来にわ

たる緊密な連携・協力体制が不可欠

であるとの認識から、本計画を同エ

リア全体のよリー層の活性化と振興

に寄与 しうるものにしたいと考えて

います。それゆえ、私たちは、博物

館の機能やi舌 動を柔1大 かつネI合 的に

1/tえ 、 ||々 のイlil舌 により1幣オ
′
iし たり|′

での迎用を|た案 しまづ
‐
。

すなわち、私たちが目指す新施設

は、〈博物館 〉本来の機能である民

俗文化財や歴史及び自然科学資本1の

収集・保存・展示、それに伴 う研究

及び教育・普及活動を担うだけでな

く、地域の人たちの暮らしを通して

生まれてくる、さまざまな分llrf.に お

ける、ごく自然な知的欲求や素朴な

好奇心に対しても、適切に応えうる

拠点としての役割を担えるようにし

たいと考えています。

また、同地域-1青が、稀有の自然

景観と特徴的で豊かな植生を有する

広大な「世界遺産」の、限られた一

部でありながら、一つの完結した周

遊ゾーンとして、今後、旅行者に定

着しうると考え、自然・文化面での

新たな くビュー・ポイント〉を幣‖i

J｀ るとともに、イに1く の中にトレッキ

ング・ガイドを兼ねた自然解説員の

養成を目指し、環境保全と自然保i蔓

に向けた活動にも取 り組んでいきた

いと思つています。

そうした中で、将来的には、博物

館が、地域の人たちの文化的拠点と

して浸透し、一方、旅行者にとつて

は、幅広 くクンプの自然 。文化に接

することができ、加えて、気軽に地

域との交流や相互理解を図れる場と

して、広く受け容れられるようにな

っていくことを願つてやみません。

皆様の、広汎かつ末永いご支援、

ご理解をお願い中し上げます。

3.「金沢クンブ協会」の活動概要

①建設支援のための募金及び広11活

動

② ミュージアムの運ギi・ 管理1に 1川 わ

る助 ::と 提案

(つり1地 スタツフ養成への支援

の 学術祠J杢への支援と助成

⑤その他、設立の趣旨に沿った支

援・交流活動全般

●選挙結果を受けて、現地組織の人選及び編成作業等を

再開。
19976 ●地域の主要祭礼「Dumi」 (年 一回)期間中の会合にお

いて、現地組織が正式に発足。
1997.7 ●現地側からの正式な支援要請文 (ア ピール・メッセー

ジ)が届く。
1997.8 ●「金沢クンプ協会」設立。
1997‖  ●設立記念コンサート (114/教育会館)。

1998.1 ●「ネバール観光年/ViSIT NEPAL 198」 &シェルバ層
「寅年」スター ト。 (森林資源保全の観点から、木材調達

に関する規制が厳しくなると共に、寅年が忌むべ計年で

もあることから、建設作業などの本年中の開始は違けて

はしいとの要望が現地lplか ら伝えられる。)

19982 ●現地側計画案に対する日本側の計画概要 (試案)を 提

示。 (保 存・展示するだけになりがちな従来型の博物館

でなく、生活に密着した、住民参加型の “生きた博物館

"を 提案、現地側の理解を求めつつ、計画概要の地域ヘ

の浸透に努める。)

●文化財及び民具に関する基礎調査と資料リストの作成

を再度要請。 (→青年層を中心に作業グループを結成)

●シエルバ自身が自らの文化、歴史を書き残し、伝えて

いくことの大切さを訴える趣旨から、伝承や説話などの

記録を残すよう提案。 (現 地の社会科教師 Pasang
Sherpaを中心に執筆、翻訳などの編累作業開始。)

19984 o現 地イロリ作成の資料リスト (写真付き)が届く。
19985 ●資料リストに基づき、収集方法 展示構成案などの検

討を開始。
1998H ●「金沢クンプ協会」総会…基本方針 活動案等を承認。

19992 ●現地調査 (民 具 食生活他)、 収集開始に向けて仮1又

1      蔵場所の設置などを検討。
19994 ●かねて申請中 (2回 線)の電話回線 (1回 線)の取得

が決定。現地の民家を連絡拠点 仮事務所として、FAX

機能付き電話機を設置。下旬より使用開始。

-91-

簾 活 動 経 通 義 告
二計画誕生から今日に至る経緯一

19953 ●現地側、日本側の双方から「ミュージアムJ創設の提案

‐ が出され、各々力ヽ 具体的な課題や問題点などの検討に

入る。建設予定1じ の選定作業を開始。
199512● 日本側から現地側に「設立趣意言」の作成及び運営母

体となる組織作りを要請。
1"6.2 ●現地で第一回のミーテイング。名称を「Himalaya

Shcrpa Musoum(HSM)Jと し、その性格や機能など、

基本的な構想について話し合う。建設候補地を確認。
19963 ●「HsMコ ミツテイー」の行政当局への登録手続きを現

l也 側に要講。
19964 ●スタッフ養成を目的に、クンブ出身の学生3名 に奨学

金提供。2名 は専門学校でコンピユータ技能を修得、 1

名は、現在、学校の臨時職員として勤務中。
1996.8 ●現地側から、建築用資材に関する提案が出される。

(現 1也 では、板材等の調達が容易でない為、機会があれ

ば随時、購入していきたい旨の意向が示される。)|
1996‖ ●現地組織の登録申請が、所轄のソル・クンブ県におい

て、認可・受理される。登録番号77:正 式名称
「Himalaya Sherpa Museum Commltee,KhumjungJ

l"71 ● r登録証明雷」及び「設立規約」の公式英訳文 (ネバール

法務省発行)が届く。

●現1也 側より、クンテ寄りの建設候補地を、クムジュン

イ員1に近い場所へ変更したい旨の意向が示される。
!9972‐3●前記 「規約」の細部及び設立趣旨についての確認作業

を行うと共に、建設予定地に関する基礎調査ならびに建

築事情などについての調査を実施。

●正式登録に基づく現地コミッテイーの再編成、人選作

業を開始。             | ‐

●民具等に関する資料リスト作成を要請。 
‐

:9975 ●予定地の翔1量調査を実施。|

●ネバールで全国的地方選挙。行政単位でもある各

VDC(Vilage Development COmmittee)の村長、代議
‐ 員選挙が行われる。  | | |  |   |
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NE乱クレ7地有につに"

シェルバ族の故郷として知られるクンプ (Khumbu)

は、インド・中国という二つの大国に挟まれた小国ネバ

ールの北東部、ヒマラヤ山脈南面の山岳地帯に位置し、

標高2700m前後の出域から、世界最高峰エヴエレス ト

はじめ、ローツエ、チヨー・オユー、アマダブラム等々、

数々の巨峰、名峰群を間近にいただく標高5000m近 い

地域にかけて、いくつかの村落が散在、クムジュン、ナ

ムチ ェ、チャウ リカルカという3つの∨DC(Village

Development Committeei行 政区域)で構成されてい

る。その植生は、幾種ものシャクナゲ (ネパールの国花

アルボレウムはその一種)や松、 トシヨウ (ネズ種の常

緑高木)な ど変化に富み、動物も、ヤクやナク、ジヤコ

ウジカ、雪ヒヨウ、国鳥にもなつているダフエに代表さ

れる野生の鳥類など多種多様なものが生息 している。

クンプの住民、とりわけ、そのほとんどを占めるシエ

ルバ族は、1960年代以降、山岳ガイ ドとして広く世界

に知られ、固有の言語 「シエルバ語」を持つている。ひ

クンブやそれ以外の土地で暮らすシェルバ族は皆仏教

徒 (チ ベット仏教)で あり、いずれの祭礼や儀式もブッ

ダの教えに基づいて執り行われている。これとは別に、

ソル・クンブ、とりわけクンプに住むシエルバは、クー

ンピラ (Khumbu Yula)山 を “聖なる山 "、 「神」とし

て崇めているが、<Khumbu>はソル・クンプ地方の上

方部を意味し、くYula>は村の神を意味している。

→経文がしるされた石

「マニ石」

〒 クンプロシェJレ のゞ宗教 ,P言語と文字

と昔前の彼らは、ネパール・チベッ ト間の塩や肉、毛皮

などの交易に従事 していたが、地域の主要農産物は伝統

的にジャガイモやソバなどであり、一年の半分をそのそ

の栽培作業に費や し、残 りの半年間は、米や日用品の購

入の為に低山域へ下 り、遠 くはイン トとの国境辺りまで

出かけることすらよくあつたといわれている。

冬から春にかけての間は、もちろん雪は降る

ものの、総して、また乾期の内にあり、モンス

ーンの季節も雨がちではあつてもその降雨量自

体は低地域に比べるとさほど多いものではな

い。気温はおおよそ摂氏プラス20度からマイ

ナス20度の範囲にある。また、強い風が吹く

期間は2月 から始まつて4月 の初め頃まで続く

のが通例たが、時にはそれが11月 から1月 に

かけてという年があつたりもする。

シェルバ族には特に固有の「文字」というものはなく、

それが必要な際はチペツ ト文字を使つており、その意味

でいうと、シエルバ語それ自体は<会話言語 >と いえる

が、一般的に古い世代の人たちは日常シエルバ語を話す

ものの、一方で、近代教育を受けた若い世代、現在の子

供たちは、他の地域に住む人たちとのコミュニケーシヨ

ンが容易なこともあつて通常 「ネパール語Jを話すこと

が多い。

NEPAL  i峨 "mvヽ か 乍 婦 だ臥魚N閃●
iHZ´ ‖ゞ1

(ミ ユージアム●骰予定地 )

→ シ ェル バ族 の子 供
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ヽヽ
ヽ
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■Dongmu
チベット系のシェルバ族には欠かせぬ飲み物、パター茶の製造器

『Dongrru」 (木製/写真①)。 材質にもよるが、1セ ットは側 ル

ピー前後 (約 1万円)。 ただ、手入れの煩雑さから、最近ではその

使用も控えがち。電力の供給に伴い、電気ミキサーを代用する家

庭が目に付く。価格もDon∝側の約半分と手頃なうえに、手入れ

も容易な点がこうした傾向に拍車をかけているようだ。

■ロキシー(地洒)薔ロセット

製造器 は、くP ungshe〉 〈NangIKim〉 (」arrn〉 (Bata)と い う4つの

パートで構成されている (写真②)。 ロキシーの原料は主にジャ

ガイモを使用し、アルコール度数は高く40～ 50度前後のものが

多い。しかし、日常的には雑穀類から作られる発酵酒の一種であ

る「チャンJ、
「トンバJが多く飲まれている。

Oata(上 )て 下段左から」ama、 Nangttmt

PungShe              l

暉50rtlk“Lapsind ll‐    ||‐ |   ‐| |
皿状のものが「SortOkJ(本 梨/写真③)、 山角の′!)さ めのものが

WIオ1イ暑認:|よ講舞町鳳朧
を作乞際なILi三角ぃる:最近をは:金嵐片に釘などで大を開け、
これを小さな板と組み合わせて作った手製の “おろしがね"も見

られる。           |              ‐

先日、現地の P¨ ang Shcrpaか ら送られてきたフアックスの木りι

に、次の 0,が添えてありました。く・-lo kccp frcsh your hopc and

P●
L●SiOn Wc w‖ 1、end our progrc、 、>

温|ヴ で、常に穏やか笑みを,1かべておられるパサン先41か ら、

PASS10N(情 熱))と いう、力強い響きの::菓 を送られ、′し、から励

まされる思いでした。このll tlを 支えているのが、村の人たちをも

含めた、ひとりひとりの夢にかける強い想いであり、情熱であるこ

とを、改めて、実感させられました。

会報タイトル hlEHKI π NGLA (ネ キ・テンラ)は 、 シェルバ「1

をアルファベット衣記にしたもので、さしずめ “さらなる高みヘ

ーー
¨

といった意味になります。今後、当会報が、HSMtt lbiの 軌跡

を長く記し、多くの方々と、クンプの人たちとの架け橋となってい

ければと願っています。なお、投11、 寄稿は大歓迎ですので、ご意

見、ご感想などありましたら走リトお寄せください。    (玄 Il!)

編集・発行

鸞勲磁
〒920‐0863金沢市玉川町H‐6井ロハイツ501号 (玄 田方 )

TEL&FAX 076-223-4543/E―mailfwga5256mb infowcb nc jp

郵便振替∞780‐ 5‐ 10775「金沢クンブ協会」
▼編集広報部
〒921‐ 8802石 川県石川郡野々市町押野3‐ 157‐ 105(崎川方)

TEL&FAX 076-248‐ 7619

《第 1回公開セ ミナー》

ヒマラヤの人・自然・文1ヒ

10月 23日 (土)pml:30～ 4100
石川県■鷹交流センター(リ フア…レ)/4F大研修室

①記録映画「カンチエンジュンガ縦走」上映 (1/TR版 )

※日本山岳会登山隊の記録1984年 /製作 日本テレビ/40分

②講演 :「 ヒマラヤの民・シエルバ族」(仮題)

講師 :鹿野勝彦氏
※金沢大学文学部教授・文化人類学/日本山岳会登山隊 (1984)隊 長

【入場無料】

主催●金沢クンブ協会

●当日は山岳写真展示、ネパールの手工芸品l10売 等も予定しております。

ulDongmu

プログラム
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《 収

0

預

入 の

B会

金

0 会 会 計 報

颯(平 成 11年 7月 1日 ～ 平 成 11

部 》

費 納 入

利  息

生
回

2月 31日 )

764, 360

197

訓
‐ 764, 557

《 支 出 の 部 》

OB会 報 (や まざ と)

″

現役小屋作業補助

秋 の小屋酒場食費

″   資材等

″   写真代

OB・ 現役 3年生懇親会

通   信   費

文 具 費 そ の 他

No.11印 刷 費

郵 送 料

201,
133,

50,
21,

5,

5,

65,
15,

13,

600
920
000
531
334
373
310
510
867

《差 引 剰 余 金 》

前回 (11.6.30現 在 )繰越金

収  入  の  部

支 出 の 部

512, 445

1, 835, 237
764, 557
51_2, 445

討
‐

差   引 合   計

-94-
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2午

1午

杉村 明慶 (教―人環 98-192)
金沢市三ツロ新町 1-15-5錦 寮
大阪府大阪市都島区都島北道 1-lo―

清水 健作 (理―物 98-45)
金沢市材木町 13-29-202
岐阜県関市明生町 2-2-22

日野 鋼貴 (文 一人間 99-o44)
金沢市宝町 3-3-37
埼玉県本庄市北堀 450-29

角田 幸久 (経  99-o33)
金沢市旭町 1-11-12-1lo
長野県松本市城西 1-6-1

O あり

261-3458

06-921-1165

A あり

262-4263

0575-23‐ 2975

B あり

261-5118

0495-22-1749

B あり

090-4757‐3235

0263-33-0652

0 あ り

090-2830_4082

0766-64‐ 4322

響『県西薦証驚層諮露荒屋敷1::7)
同上

計
i[ 夕を

e計  升危

'99 小屋作業報告

C L42期 石川 真心

本年度の小屋作業は、初期の計画においては高三郎登山道への道標の設置を目的と

していたが、その話がひとまず延期となったことにより登山道及びベルクハイムの草

刈 りを行うこととした。今年は去年のようなひどい雨に降 られると言つたようなこと

はなく、作業自体は比較的スムーズに行うことができた。しかしなが ら、登山道の草

刈りにおいては、私がが入 り回付近か ら草を刈つていくよう指示したため山頂までた

どり着けなかったことがが残念である。近年、高二郎に登る機会が減っていることを

考えるとなおさら悔やまれる。一方、ベルクハイムの方は来たときと比べると見紛う

程綺麗にされてお り、キャンプ場も以前は道を挟んで両面にあったテン ト場が片面に

やた らと広 くなったがテン ト四張 り張 り得るようなっていた。ベルクハイムの方の指

示に当たってくれた越前さんと坂本君に感謝 したい。

本年度、草刈 りのみを行ったことにより今後処理していくべき課題が残ってしまう

こととなった。まず、道標の設置。本年度においては延期となったが、話がまとまり

次第となると来年あた りに行われるのではないかと思われる。しかしながら、本年度

の小屋作業後にベルクハイムを訪れた方、及び現役部員は知っている事と思うが床の

痛み具合がひどく、今回の小屋作業中において何力所か床を抜いてしまい、ほかにも

今にも抜けそうな場所が数力所ある。この床の方は、ベルクハイムを利用するにおい
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て早急に補完しなければなれない。

今後の小屋作業において、小屋の補修を行つていくのと平行 して、今後どのように

現役部員がベルクハイムを利用していくかということが問題となる。以前は春の新 ト

レ、秋の小屋作業と年二回来ていた高三郎も、ダム沿いの登山道の崩壊が進んだこと

により新 トレで一年に荷物を背負わせたまま登るのはいささか厳 しいのではないかと

も思われ、訪れるのは年に一回小屋作業の時のみとなってしまっている。従って、現

役部員に関しては一年に一回しか訪れることのない場所であり、そ こを維持していく

ことに裂ける労力には限界がある。OBの 方々がベルクハイムの維持に尽力されてい

る事を含めても、ベルクハイム及び登山道の崩壊に対 して馳ごつことなってしまって

いるように思われる。

故に、現役部員のベルクハイムの利用の増加、それに伴うベルクハイム維持及び増設

に関する現役部員の労力の増加が望まれ、その過程において現役部員とOBの 親睦を

図ることができればさらに望ましいと思う。今後、前述のようなことを視野に入れた

行事計画について考えていかれることを願 う。

小倉 奥野  角田   日野

加藤 杉村坂本 西 山本  谷村  三浦西脇

角谷   吉森 谷上  越前

清水 久原 志賀     矢内 阿納 河原 福村

-101-



報告用に、作業箇所を

電話で尋ねるも、どう

も話が噛み合わない。

「じゃあ地図に書いて

きて。」書き込みよく

してあって、 うん、ち

ゃんと調べている。が、

やは り、旧道に新道 と

記入 してあつた。そ う

であつて不思議ではな

のが、高二郎 とKUWVの

関係・・・。

Ｎヽ渕

■
Ⅷ

〃
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冬合宿の計画書が出てきましたので、お送りします。20日 からの寒

波と降雪のおかげ

でしっかりとラッセル (の練習)もできることでしょう。

冬山の基礎技術の訓練 と雪山の厳 しさ、楽 しさを知る こと

[日 程]1999年 12月 26日 (日 )～ 28日 (火)(2泊 3日 予備 1日 非常 1日 )

[メ ンバー]

Aパーティ

L坂 本一樹 (エー土建3)sL(csL)矢 内佑一 (エー物化3)西脇幹雄 (正一機機 2)

谷上 望 (文一人間2) 小倉 亮 (法2)吉森幸世 (文一人間 1)西 大輔 (エー人機 1)

谷村一成 (ェー人機 1)角 田幸久 (経-1)久原宗仁 (文―史 1)

Bパーティ

L 角谷 誠 (エー土建3)sL志賀寛人 (エー土建2)cL笹 田竜之 (文―史3)

阿納真弓 (文一人間2)加 藤菜就 (エー物化2)日 野鋼貴 (文一人間 1)

福村岳代 (教―障害 1)山 本資治 (エー人機 1) 石原 諭 (経 1)河原一美 (教―教養 1)

十 前田達男 (法―顧問)

[連絡員]越前聡子 (文一人間 3)(264-0205)伊藤純司 (エー物化 3)(263-8353)

[目 的]本番で行 くための下見。道の様子や 1日 目のテン ト場として

使用する予定の

小屋の状態、2日 目のテント場の様子などを見る。

[日 程]12月 H日 、 12日 (非常 1日 )

[行程]1日 目 金沢 ==(車)==平泉寺 ―――中ノ平小屋 一― 法恩寺

山 一――伏拝
~――テン ト場①

2日 目 伏拝 ―――経ケ岳 (往復)―― 中ノ平小屋 一――平泉寺

[メ ンバー]

L笹 田竜之 (文―史3)sL矢 内佑― (エー物化3)角 谷 誠 (エー土建3)

坂本一樹 (エー土建3)志賀寛人 (エー土建 3)

[連絡員]河村浩之 (266-1283)佐藤豪一郎 (235-3137)

なお、冬合宿本番は 12月 26～ 28日 です。私も同行する予定です。
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冬合宿'99 前田 達男

冬合宿行つてきました。20日 か らの寒波と降雪の上に新雪が積 もり、三頭山を巻 くあ

たりか ら膝上のラッセルとな りました。 このため雪の初 日のテント場は林道に出て t

視界の広がる予備テント場の 1ビ ッチ手前。翌 日は出発が遅れたこともあり、おまけ

に快適な中ノ平小屋で昼近 くとなり、そのままザックを置 くことにな りました。

昼食後2時間程度雪上訓練。3日 目は雪道に掘つた 「重壕」道をツボ足で一気に下山し

ました。

それにしても大所帯なのにラッセルが進まなかったのは、新雪 (深雪)のせいば

か りではありません。ラッセル慣れしていないため、ビッケル、ス トックなど手に持

つ道具が装備か ら抜けていました。ローテーションを早く回すようになったのも途中

か らでした。経験を伝承 していくことの大切さを痛感 しました。

なお、私 もローテーションに加わ りましたが、荷物が軽かったこととビッケルを

持っていたこと、そして何よりも医王山輪かんのおかげで、時には 2番手 との間に距

離を開けてラッセルを楽しんで来ました。

《当初計画》

[日 程]12月 26日 (日 )～ 28日 (火)(2泊 3日 予備 1日 非常1日 )

[行程]1日 目 金沢 ==(バ ス)==平泉寺 ――― テント場(予①)一― 中

ノ平小屋(テ ント場①)

2日 目 中ノ平小屋 一― 法恩寺山 一―一伏拝 ―――テント場②北岳 ―― 経ケ岳(往復)

2日 ロ テント場② ―一 伏拝 ――――中ノ平小屋 一一―平泉寺 ==勝 山 +++

福井 ++十 金沢

10月 20日

現役 3回生 と

OB役 員の

懇親会

笹田 志賀

角谷 栂

石川 矢内 坂本

鳥越 舟田  奥名
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沢城
tむかし・みらい展～

2回 目・PMl:20-3回 目・PM2:30～

2回日・PMl:∞～

2回目 PM3:∞～

2回日・PM2:∞～

(票子付)

Ψ り:

各チェックポイントのキーワードを集めるとひとつの言葉になります。正解者にはすてきな賞品をブレゼント! 浅野太鼓「海燿」 ■時間/AM10:00～
和太鼓で率やかに幕開 け !。受付/本部 (沈床日)

0時間/AM 1 0100～ PM4:00(受付はPM3:30ま で)

Aロングコース
本部～白鳥路～石川県菓子文化会館～尾崎神社～尾山神社～金沢市文化ホール～

三十間幕目～石サ|『]～本部

Bショ‐トコース
本部～石浦神社～金城霊沢～本多の森公園～県立歴史博物館～興立伝続産業工芸館～  日会場/本多の森公園 ■時間/AMl
観光物産館～本部                                来年秋に開催される第13回全国スポーツレクリエーシヨン祭

「スポレク石川21XXIJを ll介 しニュースポーツカ幣験できます。
主催/金沢城フエステイパル実行委員会 (お間合せ/07622,9204).石 川県・金沢市

協力/財団法人 石川県県民ふnあい公社 石川県酒造■l合連合会 石川県経済晨縦協同組合理合会 石川県スキー場協会

螂 で

量 裏 を巣 び

表 1しに釉 れ る

ミニウCか―ジ¬にヽント
●琴「田村加幸」  時間/1回目AMll:00～

0しの 笛「 美 音 」   時間/1回日 AMl1 25～

●民踊「孝藤まりこ社中」時間/1回目AMl1 40～

◆浅野太鼓「海燿」  時間ノ1回目PM12 16～

…

蕉 会 (裏千莉

。時間/AM10:00～ PM3:00 0-席 300円
本部テントでお茶席券を販売しております。

百万石ふるさと物産市    |
。時間/AM10:00～ PM4:00

期間/平成11年 11月 3日 (祝 )～ 11月 9日 (火 )

場所/金沢市文化ホール 時間/AM9:00～PM5:00

◆全国都市緑化いしかわフェアPR
◆城址整備により発掘された埋蔵文化財あれこれ

◆金沢城城郭模型
◆金沢城絵図  他

お国 自慢真べ歩 きコーナー

●時間/AM10:00～ PM4:00

ふるまい酒 o時間/正午より

驚 ルま脚 否第談票麟露よ志憲輩[£F枷 "・ :当全響 柵 営合隻だ器‰ .

AM10:30～ ●集合/石111襦           ・

石り|1橋～三十間長屋～①菱櫓 ②橋爪門続40

PM2:30だ  。集合/石川橋   ぃもりさか
石川橋～石川門～三十間長屋～宮守坂～尾山神社

あなたの作品を沈床国内の掲示板に公開。粋な作品をどんどんこ応募

下さい。作品はラジオかなざわ「金沢もしもし探険隊」でつ受付け、

作品を番組内でも紹介いたします。
●応募方法/沈床国内本部の応募用紙でこ応募 卜さい。

ラジオ応募の場合は「金沢もしもし探険隊」に電嬌又|よ FAXで こ応募下さい。

TEL(0フ 6)257‐ 7825 FAX(076)21フ ‐7フ 56
0応募受付時間/沈床国会場 PM3:00まで ラジオ受付・PM4 00まで

0審査発表/PM4:30よ リラジオかなざわ (FM78 0)特 別番組で審査発表

いたします。優秀作品にはすてきな買品をブレゼント!

●審査
―

り1県俳文学協会 常任理事 (北國新聞文化センター サト旬目師)小 竹由岐子

現在公開中 11月 7日まで ■時間/AM10:00～PM4:00

ポランティアガイド[ま いとさん」がご案内いたします。

楽平成13年 ,全 国都市銀化いしかわフエアが金沢城址公田などで開催されます。

現在石川県ではこのイベントに合わせて公口内を■■中です。________
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各期代表連絡員の皆様には、以下の区分で、同期の状況をお報せしています。

A・ ・・イエローカー ド同封。次号より発送ス トップ。

B・ ・ 。今回から発送ス トップ。

C・ ・・ もう発送ス トップになっている

D。 ・・発送復活者。

E・ ・・納入済につき発送。 人数表不。

1-37期 までの集計は、A144B26C64 Dl E 226
38期からは、順にA対象に繰りあがっての督促となり

A tt D tt E(370)+38-40期 (31)+現役 (43)十 &=460部・ 。発注数

事務軽減の為に一括納入をお願いしている訳ですが、 5年の間にばらつく為に、督促を

兼ねて上記のような区分のチェックを必要としてしまいます。この区分に、振込票を同封

するしないのチェックも混じり、あまりのややこしさの為に、封入作業を人にも頼めない

有様です。

これら諸々の トラブルは、つきつめれば、「人会意志の確認Jでスター トしていないに

行き着いてしまいます。そして 「入会意志」とは、「これまで」ではなく、 「これから」

についての意志表明であるべきと思います。

また も長 くなって しまいました。次期総会 までに、皆様の ご意見を伺えれば幸いです。

OB会報 「やまざと」 12号
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